























斯かくして歌姫はかたる




恋こうる愚者に贖罪を











著者　朝前みちる

イラスト　カズアキ















電子版 ビーズログ文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。






本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを加工、追加、削除しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



















　　目次



序　　章　金貨と悪魔は、微笑まない。

第１楽章　避けようとも、運命と出逢う。

第２楽章　異なる名でも、薔薇は麗しい。

第３楽章　最後に笑う者が、よく笑う。

終　　章　恋は楽術のように、引き寄せる。

あとがき



























































[image: ]










　甘い甘いお菓か子しは、幸福の象しよう徴ちようだという。

　街じゅうに漂ただよう甘ったるい匂においは、幸せにしてくれるどころか空腹を刺し激げきしてくる。

　黒髪も美しいその人は、不ふ釣つり合あいな薄うす暗ぐらい路ろ地じ裏うらにひそんで通りを窺うかがっていた。

　働きたくとも働き口はなく、やっと仕事にありつけたと思ってもクビを切られる日々。

　そんな生活でも、自分一人だけなら生きていけるのだ。守りたいものさえなければ。

　──死ぬ、このままじゃ死んでしまう。

　底辺の底辺を、泥どろ水みずをすするように生きてきた自分にとって、小さな家族はなによりも大切だった。だが、護まもるには金が要る。金がなくては生きていけない。

　今け朝さ、小さな弟きよう妹だいたちの目が虚うつろだった。これ以上は限界だ。

「……やってやる」

　昔から容よう姿しも声もいい、と褒ほめられてきた。寝物語をねだられたこともある。

　だからといって、歌なんてたいして金にはならない。金は欲望からしか生まれないのだ。

　良心の呵か責しやくはとうの昔に捨てていた。覚かく悟ごはできている。

　物もの陰かげから飛び出そうとした背はい後ごで物音がする。反射的に振り返り、目を丸くした。

「おやおやぁ？　どちらへ？」

　体格からして男だろう。白い外套クロークのフードを目ま深ぶかにかぶった不ふ審しん者しやが近づいてくる。

「……だれ、アンタ」

「その口の悪さも似てますねぇ！　ですが惜おしいかな、黒髪とは！　そこはご愛あい嬌きようとして……いやはや驚おどろき、さすがにさすが！　あのお方の千せん里り眼がんは、真実、すべてを見通す」

　フードからわずかに窺える口くち許もとが弧こを描えがく。

　余計に気味が悪くなって踵きびすを返そうとするも、なぜか足が動かない。

　人知れず焦あせっていると、不審者が肩をすくめた。いつの間に抜ばつ刀とうしたのか、その両手で握にぎられた長剣は路地に突き立てられている。まるで、自分の影を縫ぬい止めるように。

「まだ話は終わってないですよー？　逃にげられてはぁ、私がお仕置きされてしま……あっそれもいい！」

「それ以上近寄らないでくれる、変へん態たいが移る」

　なんてものに絡からまれてしまったのだ。自分の運の悪さを呪のろった。だが、と思い直す。

　あの長剣、柄つかの装そう飾しよくが実に見事だ。素人しろうと目めにも高価だとわかる。

　計画変更だ。上うわ唇くちびるを舐なめると、考えを見み透すかしたかのように不審者が言った。

「あなたでは、私に勝てませんよー？」

「……どーゆー意味なの」

「私、こう見えて〈楽師カンタンテ〉なんでぇ」

「バカにしてる？　〈楽師〉が、こんなとこにいるわけがない」

　へらへらと告げられた言葉に鼻を鳴ならす。

　音を愛する双ふた子ごの神によって、この世のすべては音から編あみ出されたという。

　音にも善よし悪あしがあり、その中でも〈魔ま王おう〉は悪あしき音ね色いろを奏かなで、ラー・シャイの魔ま物ものを生み出す。虚きよ無むを煽あおり、人間にあだなす魔物は、今もムジカ大陸にはびこっていた。

　けれどそこで双そう神しんの片割れたる〈神しん王おう〉スヴェトリースが、魔物を封ふうじるため、人々に能力を授さずけた。それが〈楽術ネウマ〉──自然を操あやつる歌声を持ち、地上を護るために存在する能力者、〈楽師〉のはじまりだと言われている。

　学のない人間でも、〈楽師〉のことは知っていた。その数が、圧倒的に少ないことも。

　胡う乱ろんげに見つめれば、不審者は外套の下から首飾りを引っ張り出す。飾りには六ろく芒ぼう星せいと一つ目の紋もん章しようが彫ほられていた。

「これが証しよう拠こ──と言っても、あなたにはわからないですよねぇ。ではでは、本題に入りましょうかぁ！」

「ちょっとっ」

　語気を強めようと、不審者は意にも介かいさない。そうして、神しん妙みように開かい口こうする。




「もしも、自分以外のだれかになれるとしたら────あなたは、どうします？」




　自分以外のだれか──そんなものになれるはずがない。

　怪あやしい新しん興こう宗しゆう教きようの勧かん誘ゆう員いんか？　できれば一生関わりたくない人種だ。

　しかし身じろぎもできずに、耳をかたむけるしかなかった。

「なれるんですよぉ、あなたなら！　それもとびっきり、刺激的な存在に！　私共があなたに望むことは、たった一つだけ。それにさえご協力くださるのならば、富も名声も、なにもかもすべてあなたの思いのまま！」

「……クソったれた宗教なんかに首を突つっこむつもりはない」

「なに、信じられないのなら──前金として、これをどうぞ」

　不審者は施せ物もつ袋ぶくろの紐ひもをゆるめて、黄おう金ごんにきらめくモノを取り出した。金貨五枚だ。

　視線が釘くぎづけになってしまう。金貨五枚あれば、贅ぜい沢たくしても三年は生きていける。

「どうです、そろそろ信じる気にはなれましたかぁ？」

「──────そいつを引き受けたら、報ほう酬しゆうは金貨何枚になる」

　その問いかけへの返答に、今度こそ目を見開く。小さな家族が働き出せるようになる五年、いやもっと先までもつだろう。

　ごくり。喉のどが鳴った。

　小さな弟妹たちは金貨に目がくらみ、使い果たし、怠たい惰だを覚えるかもしれない。

　だが、その時はその時だ。今、案じるべきは未来ではない。目先の命だ。

　この金貨さえあれば、お菓子だって腹いっぱいに食わせてやることができる。

　寒さもしのげないような、布切れ同然の装しよう束ぞくなんて着なくていい。

　羨うらやましげに眺ながめていた玩がん具ぐだろうと、好きなだけ買ってやろう。

　なにより、自分が断念した道を選せん択たくする自由だって──もう、ためらいはなかった。




　──とある冬の、寒々しい路地裏での一幕。

　悪魔との契けい約やくには多大なる犠ぎ牲せいが伴ともなうという。

　悪魔に売り渡した魂たましいの代価を、まだ知らない。




　それは隣りん国ごくのイリス王国が擁ようする〈楽師カンタンテ〉の中の〈楽師〉と謳うたわれた次期最高司祭プテイ・エトワールの逝せい去きよが大陸中に報ほうじられてから、しばらくしてのことだった。
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　空あき教室に隠かくれていたイヴリーン・シラクは、扉とびらの隙すき間まから顔を出した。

「やっと行ったようね」

　聞こえなくなった慌あわただしい靴くつ音おとに、ホッと胸を撫なで下ろす。

　ここはイリス王国に一校しかない、〈楽師カンタンテ〉の卵が通う聖せいフィデール楽がく院いんの一いつ角かく。

　初等部は一般教養と礼れい儀ぎ作さ法ほう、中等部で本格的な〈楽術ネウマ〉の授業がはじまり、高等部になるとより専門的な課程を学ぶようになる。

　イヴリーンはその楽院の、高等部三楽がく年ねんに在ざい籍せきする楽がく生せいだ。

　大昔、冬の遷せん都とのために建造された城じよう郭かくを利用した楽がく舎しやは、部屋数が無む駄だに多い。そのため気を抜くと迷まい子ごになるが、かくれんぼには打ってつけだった。

　かくれんぼ──そう、イヴリーンはある人物を避さけていた。

　常つねならば敵てき前ぜん逃とう亡ぼうするくらいなら死んだ方がマシだし、むしろ「わたくしだけ生いき恥はじをさらすだなんて耐たえられない！」と道連れにする心意気だ。そんな天より高い自じ尊そん心しんをへし折ると聞いたら、イヴリーンを知る人間は天変地異の前まえ触ぶれかと怯おびえるだろう。

　念入りに周囲を警けい戒かいしつつ、教室をあとにする。それから近くのプレートを確認した。

「〈巨蟹級カンセール〉……ということは、ここ、中等部一楽年の階ね」

　眼鏡めがねをかけ直して首をかしげる。板金に彫ほられた十じゆう二に宮きゆうの意い匠しようで、楽年がわかるのだ。

　楽舎は等とう間かん隔かくに配置された塔とうを区切りに、初等部、中等部、職員室や医務室に食堂などがある特別棟とう、実技棟、高等部、図書館と用途別に分かれている。

　城門近くの高等部の区く画かくから遠くまで来たものだ。

「早く戻らないと昼休みが終わってしまうわ」

「イヴリーン」

「ひっ!?」

　前触れもなく肩を叩たたかれたイヴリーンは飛びすさり、急いで逃にげようとしたが腕うでを摑つかまれてしまう。脳内が大だい恐きよう慌こうに陥おちいったものの、不意に気づく。

（そういえば、あいつがわたくしを『イヴリーン』と呼んだことはなかったわ）

　冷静になってみれば、慌あわてふためいたのが恥はずかしい。咳せき払ばらいしてから振り返る。

　そこには芽さん月がつの進級試験まで、同じ楽がつ級きゆうだった女じよ楽がく生せいが三人立っていた。

　イヴリーンを引き止めていたのは、見るからに姉あね御ご肌はだなザザだ。結ゆい上げた金きん髪ぱつを揺ゆらし、やれやれと首をすくめている。

「戻ってこないから捜さがしちゃったじゃない。ほら、もうすぐ講義がはじまるよ」

「……ありがとう」

　なんだかばつが悪い。眼鏡で表情を隠せば、イタズラっぽく顔を覗のぞきこまれる。

「で？　やっぱり今日も、オリヴィエくんと不ふ毛もうな追いかけっこをやっていたわけだ」

「追いかけっこなんてしてなくてよ」

「だって、アンタ、大競演会グラン・コンクール後の舞ぶ踏とう会かいでイチャついてから──」

　大競演会とは三年に一度、各楽舎で開かい催さいされる心技体を競きそう演奏会のことである。

　去年の雪じゆうに月がつの末に行なわれた一大行事は、イヴリーンにとって忘れられない出来事となった。けれど、今はそれどころではない。

（あ、あえてオリヴィエのこと濁にごしていたのに……性格が悪いわ！）

　自分を棚たなに上げて憤ふん慨がいする。

　確かに避けていたのは、成績だけは優等生と評判のリュクシオル・ド・オリヴィエだ。

　左半分を前髪に覆おおわれた端たん整せいな面おも立だちに、猫のようにきらめく黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がん……脳のう裏りを過よぎった面おも影かげを振り払い、イヴリーンが睨にらみつけたその時。突とつ如じよ、慨がい嘆たんの声が上がった。

「あ、あ……あぁああああああああっ」

　片側からブロンドを垂たらした、愛くるしい容よう貌ぼうの女楽生がガタガタと震ふるえだす。

　その大競演会で高等部の最プ優ル秀ミ賞エに輝かがやいた少女──ミレイユ・マルソーは狂きよう乱らんする。

「オ、オゥリヴィエくんがぁあああ！　シラクさんとぉおお！　あぁっそんなっ噓うそだッ！　ザザちゃんコレットちゃん棺かん桶おけを予約して、今すぐあたしの息の根を止めてぇええっ」

「ダメよ～ザザ。ミレイユの前で、その話題に触れちゃいけないってことになっていたでしょう」

　廊ろう下かに額ひたいを打ちつけだしたミレイユをなだめながら、コレットはおっとりとたしなめる。

　このなにかと縁えんのある三人組と件くだんのリュクシオルも、高等部三年に在籍していた。ただし卒業後の希望進路は別なので、共通の講義以外ではなかなか顔を合わせないが。

「ほぉら、落ち着いて。大丈夫、大丈夫よ。棺桶で眠るにはまだ五十年は早いでしょう」

「一つ訂てい正せいさせていただくけれど、オリヴィエとイチャついていたなんて事実はないわ」

「えっ!?」

「なに言ってんのこの子」

　コレットとザザから奇き異いの眼まな差ざしを向けられ、ミレイユが泣きやむ。

　聞き流したいところだが、誤ご解かいが広まるのは納なつ得とくがいかない。

「もし仮に、わたくしとオリヴィエがく」

　一いつ瞬しゆん、舌が回らなくなる。イヴリーンはこみ上げる羞しゆう恥ち心しんをねじ伏ふせ、淡たん々たんと続けた。

「く、口づけを交わしていたと思いこんでいるのなら心外ね。それは幻覚、幻げん聴ちように分類される、オオワライタケを食した後に見られる初期症しよう状じようよ。きっと、舞ぶ踏とう会かいで出された料理に入っていたのでしょう。今からでも医務室で治ち療りようを受けることをオススメするわ」

「アンタ、それマジで言ってんの？　ていうか、舞踏会から何ヶ月経たったと」

「オリヴィエくんが不ふ憫びんで涙が出てしまいそう」

「…………で、でも、シ、シラクさんとオリ、オリヴィエくん……あた、あたしたちが見ていることに気づいて逃げ出すまでの、三分と四十二秒間、離はなれなかったよ、ね？　ど、どうしてかな……かな……？　顔の距きよ離りも、角度的に羨うらやましい……あたしもオリヴィエくんの顔を間近で観察したい、二十六時間……」

「さすがミレイユ、細かすぎていっそ気持ち悪いわ」

　瞳どう孔こうが開きっぱなしのミレイユに迫せまられ、今度こそ言葉に詰つまってしまう。頰ほおが熱かった。意味もなく黒髪の三つ編みをいじり、うつむけば、ザザがさらに突っこんでくる。

「その赤い顔で、幻覚？」

　イヴリーンはそっぽを向いて歩き出す。沈ちん黙もくは金なり、とはよく言ったものだ。

　コレットが持っていた懐かい中ちゆう時ど計けいによれば、午後の講義まで少し余裕がある。

　ひと気が多くなってきた柱ちゆう廊ろうを、四人はゆったりとした足取りで進む。

　熱しち月がつも半なかばに差しかかった初夏。湿しつ気けはないので、不ふ快かいな暑さではない。

　ジャケットを脱ぬいだ夏仕様の制服は身軽で、吹き抜ける風がうなじをくすぐっていく。

「…………ん？」

　イヴリーンは立ち止まり、中庭を注ちゆう視しする。

　双そう頭とうの白鳥の彫ちよう刻こくを囲む刺し繡しゆう花か壇だんを中心に、近くには噴ふん水すいや長なが椅い子すが置かれており、そこは生徒たちの交流の場でもあった。だから人影が多くても不思議ではないが、なぜかやたらじろじろと見られている気がしてならない。

「…………エルネスティーヌ……聖…………王国……」

「カン……神王…………噂うわさ…………シラク…………本当……？」

　かろうじて聞き取れた『エルネスティーヌ』と『シラク』で確信する。

　シラクは偽いつわりの家名だが、イヴリーンが話題にのぼっているのは間違いなさそうだ。

（なるほど……つまり、わたくしが美しすぎるせいね！）

　すっきりしたので歩みを再開させると、ザザがよく通る声で告げた。

「アンタたち！　訊ききたいことがあんなら、こそこそしてないで本人に言いなさいよ！」

　途と端たん、蜘く蛛もの子こを散ちらすように生徒がいなくなった。瞬またたく間の出来事である。

（訊きたいこと？　……いったいどういう意味かしら）

　頭をひねっていれば、顔をしかめたままのザザがため息をつく。

「鋭するどいんだか鈍にぶいんだか、ホントわかんないわ。なにを噂されているのか気になんないの？」

「噂するしか楽しみがないだなんて、憐あわれみこそすれ、気にする価値もないわ。そんな腰こし抜ぬけの暇ひまつぶしに付き合ってあげるほど、わたくしはお人ひと好よしではなくてよ」

「シラクさんカッコイイ！　こ、これが跪ひざまずいて足をお舐なめってヤツだよね。あたし知ってるよ、鞭むちでしばくんだよねっ」

　見た目の印象に反し、ミレイユの発言がえげつないのはいつものことだった。

　頰を赤らめてはしゃぐ彼女を横目に、イヴリーンはやれやれと首を振る。

「でも、心外だわ。変へん装そうしていても滲にじみ出る、この美しさに気き後おくれしてしまうのはわかるけれど、美容法なら教えてあげるというのに」

　肩からこぼれた三つ編あみを払って微笑ほほえめば、どうしてだか生温かい視線が注そそがれた。

「アンタはもうちょっと発言内容に気をつけるべきじゃない？」

「そうね。自分の言動で、自分を窮きゆう地ちに追いこんでいたら世話ないわね」

「えっ自作自演？」

「ミレイユはあとで医務室でお薬をもらってこようねー」

　用法を間違えた発言は流され、ザザがきょろきょろしだす。それから周囲を慮おもんぱかるように、声をひそめる。

「知ってて無視してるんだと思ったから、あえて教えなかったけど……知らないんなら、アンタは知っておくべきだよね。アタシたちも詳くわしいわけじゃないんだけど────」

　いったん区切られた言葉の続きは、そっと囁ささやかれた。




「『エルネスティーヌ』が国外で生きてるんじゃないか、って噂が流れてるんだって」




「はぁ？」

　改まってなにを言うのかと思えば。イヴリーンは鼻先で笑う。

　エルネスティーヌ──その名を聞き、このムジカ大陸で暮らす人々が連想する印象は華はな々ばなしいはずだ。

　世界で確認されている〈楽師カンタンテ〉の中で唯ゆい一いつ、ムジカ石を虹にじ色いろに輝かせた存在。

　ムジカ石とは、〈楽師〉の歌声に呼こ応おうして光る石のこと。

　一人前の〈楽師〉でも、この石を別色に光らせるのは至し難なんの業わざだ。というのも、世界を構築するありとあらゆるモノは五つの属性に分類される。

　光の色はそのまま自然──五大元素に当てはまることができるのだ。

　ヒトの魂たましいもこの法則に沿っており、魂と異ことなる属性を操あやつるには相応の時間がかかる。

　この石を別色で四色に光らせる〈楽師〉は女性なら〈歌姫デイーヴア〉の称しよう号ごうを与えられ、五色なら最高司祭エトワール候こう補ほとなる資格を有することからも──虹色に光らせることの偉い大だいさがわかるだろう。

（そのうえ﨟ろう長たけた容よう姿しに、貧ひん民みん街がいの出でありながら王おう太たい子しの婚こん約やく者しや……これだけ特異な要素が揃そろっていれば、知らない人はいないわ）

　しかしイリス王国の〈歌姫デイーヴア〉として、〈音おん律りつの双そう神しん教きよう〉フィデール宗派の次期最高司祭プテイ・エトワールの座に就ついていたエルネスティーヌはもういない──なぜなら。

「ここにいるわたくしはなんだというの？　若いうちから耄もう碌ろくしているだなんてお気の毒に。なにより、『エルネスティーヌ』は死んだのよ」

「だからここでも噂になってんじゃない！　……イヴリーンが『エルネスティーヌ』の名を捨てて、ただの生徒として卒業することを選んだのは、楽院の人間なら知らないわけがないし。本物は楽院にいるはずなのに、って陰で持ちきりなのよ」

　そう。ザザの言う通り、エルネスティーヌとイヴリーンは同一人物である。

　だから、貧民街出身のイヴリーンは家名を持たないし、シラクは偽ぎ名めいだ。『エルネスティーヌ』は王宮に引き取られた時に名づけられた。

　どうして死んだことになっているのかは……話せば長くなるが、事のはじまりは去年の実はち月がつまで遡さかのぼる。王宮に現れた魔物のせいで反逆の嫌けん疑ぎをかけられたイヴリーンは、王太子の命めいで身分を偽り、名を変え、この楽院に潜せん伏ぷくするはめになったのだ。

　イヴリーンが王宮に引き取られた頃、最初からムジカ石を別色三色に光らせたことで、この楽院には一度も通うことなく〈楽師カンタンテ〉の証あかしを授じゆ与よされていた。

　なにもかも初めての楽院生活の中、事件が解決するまで上う手まくやるつもりでいたのに、イヴリーンは音おん痴ちになっていたのだ！　あの時の衝しよう撃げきは昨日きのうのことのように思い出せる。

　狂くるった音感を真まっ向こうから指摘してきたのが、リュクシオル・ド・オリヴィエだ。

　いけすかないリュクシオルを見返し、王宮への帰き還かんに備そなえ、必死の努力で『普通』まで評価が回復した大競演会グラン・コンクールの最終日。そこで一連の騒そう動どうはイヴリーンを花嫁にと望む、〈神しん王おう〉の兄神であった〈魔ま王おう〉ザハディオーンの謀ぼう略りやくだと知る。

〈魔王〉や楽院で出で逢あい、関わった人々を通して、イヴリーンは一つの決心をした。




（わたくしは『エルネスティーヌ』ではなく、『イヴリーン』として生き、胸を張って誇ほこれる〈楽師〉になるためにここに残る）




　誰もが憧あこがれ、また妬ねたむほどの才能を持っていようと、イヴリーンは〈楽師〉になりたくてなったわけではない。特別なものより、ありきたりなものがほしかった。

　ならなければ生きていけない、存在を認めてもらえないから受け入れただけで──叶かなうならば今度は自分の意志で、本当の名前で、生き直してみたいと思った。

　最終的な目標としては自力でかつての歌声を取り戻し、ついでにプティ・エトワールの座に返り咲ざいて、ひいてはエトワールとして〈楽師カンタンテ〉の本分を果たしていくことである。

　出発地点は人より有利かもしれないが、去年の出来事は未み熟じゆくさを痛感するには充分だった。楽院以上に、自身を鍛きたえ直せる場はない。

「わかっているのなら、どうしてそんな戯ざれ言ごとを口にできるのかしら。陛へい下かが『エルネスティーヌ』は〈魔王〉を癒いやす代だい償しようとして息いき絶たえた──そう公表して、みんな納得していたじゃない」

「うちの国民どころか、他国の人間まで喪もに服ふくしていた話は記き憶おくに新しいものねぇ。だから正確には楽院にいるとバレたわけではないのだけど、その……」

　口ごもるコレットのあとを、ミレイユがおずおずと引き継つぐ。

「あ、あのね、聖カントゥース神しん王おう国こくに、いるんだって。う、噂ではね？　でも、情報通なゼナイドちゃんが言ってたから、あ、あたし秘ひ蔵ぞうの蒐しゆう集しゆう品ひんを賭かけてもいいよ！」

　ゼナイドも元同級の女楽生で、第二王子ヴァランタンが率ひきいる近衛このえ隊たいの副隊長を兄に持つ。宮廷事情に精通する彼女が情報源なら、聞き流せるような話題ではなくなった。

　居い住ずまいを正したイヴリーンは思し案あんに暮れる。

（聖カントゥース神王国といえば、〈音律の双神教〉の総そう本ほん山ざんじゃない）

　神王国で年に一度開かれる、各宗派代表による集会に参加していたのでよく知っていた。

　一日あれば一周できそうな孤島に築かれた宗教国家で、〈神の子フイーリウス〉と尊そん称しようされる国家元首を戴いただき、〈音律の双神教〉の『正統なる伝でん承しよう』とやらを言い伝えている。

　兄神と〈魔王〉は別人で、双神は今も仲なか睦むつまじく地上を見守っているというのが、一般人もよく知る神話であり、『正統なる伝承』に基もとづくものだ。

　双神は仲なか違たがいし、兄神が〈魔王〉と名を変え、破は滅めつの旋せん律りつの美しさを証明しようと魔物を生み出した──そんな神話を〈楽師〉間で語り継ぐ他宗派は、曰いわく『邪じや道どう』らしい。

「その『エルネスティーヌ』は本当に、このイリス王国の『エルネスティーヌ』を指しているの？　同名の別人ではなくて？」

「んー、髪色とかは違ちがうって話だけど、噂では肖しよう像ぞう画がの『エルネスティーヌ』にそっくりだってよ。だから余計に半はん信しん半はん疑ぎなまま、こっちまで噂が広まってきたみたいでさ」

「ああ、肖像画ね。わたくしの完全に完かん璧ぺきな美び貌ぼうの再現は不可能だから、それなら頷うなずけるかしら。でも美しきプティ・エトワールの名を騙かたるだなんて、太い神経をした〈楽師〉もいるものね」

「…………否ひ定ていできないのが悔くやしいんだけど。ホントに偽にせ者ものがいるとしても、アンタにだけは図太いって言われたくないと思うな」

　ザザの冷ややかなツッコミは聞かなかったことにしたが、内心意外に思う。

　イヴリーンがエルネスティーヌだとわかってからも、彼女たちは変わらない。普通の友達に対するような自然さがむず痒がゆく、わざとらしく息をつく。

「王宮にラー・シャイが出現していたという、なにも知らない〈宮廷楽師カンタンテ・ド・クール〉の証言のおかげで、噓だと疑うたがいがかからなくて安心していたのに……ああっ！　死後でも放っておかれないなんて、人気者は辛つらくてよ」

「溢あふれる『自分で言うな』感に安心してしまうのは、毒されてきた証しよう拠こなのかしら……」

「忠告したアタシもバカらしくなってきたけど、とにかく用心するに越したことはないからさ。イヴリーンも気をつけなさいよ。なにかあれば、アタシたちも力を貸すから」

「そ、その時は、あた、あたしが相手を溺でき死しさせて──」

「タンマ！　それ、言っちゃダメなヤツ！」

　物ぶつ騒そうな決意を固めるミレイユたちの気き遣づかいに、イヴリーンはそわそわする。

　彼女たちは、宮きゆう廷ていの腹黒い貴族とは違う。裏表なく、純じゆん粋すいに心配してくれているのだ。

（本当に、この楽院には奇特な輩やからしかいないのね）

　今までなら「わたくしを見くびるだなんて、身のほどを弁わきまえるがいい！」と憤いきどおっていたはずだが、少しも不快ではない自分が信じられない。

　いたたまれなさをもてあましていたところ、もっとも恐おそれていた瞬間が不ふ意いに訪れた。

「リューク、こっちだこっち！　シラクならあそこにいるぜ！」

「でかした！　……シラク、今日こそ話を聴きかせてもらうからな！」

　耳によくなじむ、澄すんだ声が鼓こ膜まくを震わせた瞬間、全身に痺しびれが走る。

　振り返らなくたって、誰だかなんてわかりきっている。だから即座に走りだして叫ぶ。

「だれ!?　わたくしの居場所を密告したのは！　あとで見つけ出して呪ってやるっ」

「ミレイユ、しっかり！」

「いやぁあああっ白目むいちゃってる！」

　無言で卒そつ倒とうしたミレイユには気づいていたが、この勝負は時間との戦いだ。

　この数ヶ月で鍛えたのは音感だけではない。このまま教室まで振りきってやる！

（……顔だってまともに見られないのに、話だなんて冗じよう談だんじゃなくてよ！）

　イヴリーンは思う。舞踏会ではどうかしていたのだ。あれは一生の不覚だった。

　行事特有の熱気にあてられただけで、その行動に意味なんてない。……たとえ口づけたことに後こう悔かいしていなくても、それとこれとは話が別なのだ。

　その後、猛もう追ついから逃のがれられたのかは────午後の講義中、リュクシオルの険けん相そうから推おして知るべしである。







　高等部二年までは留年する生徒も多いが、高等部三年という最終楽年ともなれば話が変わる。よほどのバカをしでかさない限り、次の芽月ジエルミナルには必ず卒業できるのだ。

　そんな三楽年では、希望進路の分野によって楽級が振り分けられる。ここまで進級した生徒は三十人と少ないので、共通の講義は合同だ。個々の楽級ではその職に就いた〈楽師カンタンテ〉の先せん輩ぱいが臨りん時じ講こう師しとなり、指し導どうに当たるのが通例だった。

　本日の共通講義の教師はダミアン・ゴメス。教きよう壇だんに立ち、鬱うつ屈くつした低声で就しゆう職しよくの心こころ構がまえを説といてくる。

「いかような職に就こうと、〈楽師〉の本分は変わらない。地上の秩ちつ序じよを保たもつことだ」

　ゴメスは去年の楽級の担当教官だったため、イヴリーンにとってもなじみ深い教師だ。進級してからまだ四カ月も経っていないのに、高い鼻び梁りように走った古傷が懐なつかしい。

「地上の秩序とは、犯罪の抑よく止しだけではない。自然の均きん衡こうに心を配ること。〈楽師〉の力もまた自然の一部であり、過ぎた力を揮ふるえば害となる。ラー・シャイの魔物を生む要よう因いんが、ヒトの心に巣すくう闇やみばかりと思うな。我われら〈楽師〉も、その一いつ端たんを担になっているのだ」

「はい、質問です！　それなら、どうして〈楽師〉は魔物を封じるんですか？　自然の均衡を考えたら、〈楽術ネウマ〉なんて操れないと思うんですけど」

「よき質問だ。なぜ封じるのか？　貴き様さまらも承しよう知ちの通り、魔物がヒトの生命を脅おびやかすからだ。けれど、魔物自体に罪つみはない。魔物を害虫に置き換えれば明白だが、結果として田畑を枯からそうと、害虫が生きるためには必要な行こう為い。しかし、常人にこの害虫は駆く除じよできない。〈楽師〉のみに赦ゆるされた宿命ゆえに、我々は弁えねばならないのだ」

　普段口数が少ないゴメスは疲つかれたように眉み間けんを揉もみ、一息つくと再び口を開く。

「命を護るため、命を狩かる──多大なる矛む盾じゆんを孕はらもうと、世界は光だけでは成り立たない。……貴様らは〈楽師〉というだけで、常人から持て囃はやされるようになる。かつて抱いだいた気高い志こころざしも、俗ぞく物ぶつに塗まみれて紙かみ屑くずと化すこともある。だからこそ〈楽師〉自身が驕おごることなく律りつしろ。我らは特別な存在ではない、と」

　耳に痛い言葉だ。イヴリーンも力を過か信しんしたがために、〈魔王〉に音感をゆがめられ、ムジカ石を七色に光らせる歌声を奪うばわれてしまった。

〈魔王〉が悪いわけではない。イヴリーンさえ慎しん重ちように動けば、喪うしなわれなかった力なのだ。過ぎる驕りの報むくいは、いつか支払うことになる。肝きもに銘めいじておくべき教きよう訓くんだろう。

　他の生徒も殊しゆ勝しように聴き入っている。その凶きよう相そうと厳げん格かくさから敬けい遠えんされることの多いゴメスだが、尊そん敬けいできる〈楽師〉としてひそかに生徒の人気を集めていた。

「これより講義終了まで二人一組ツーマンセルで討とう論ろんをしてもらう。自身がその職に就き、何を為なしたいのか。志の異なる生徒との語らいで見み出いだせ。……明日より実はち月がつ二十日まで夏か期き休きゆう暇かに入る。こたびの授業をもって今期は終了となるが、気を抜くことなく精しよう進じんしろ」

　要約すれば時間がきたら、自習のまま解散ということだ。

　イヴリーンのこめかみを汗が伝い落ちる。これはまずい、まずすぎる。

　開戦を告げる鬨ときの声は、ゴメスの次の一声。気分は血戦を目前に控ひかえた戦士のようだ。

「開始」

「シラク！」

「マルソー、わたくしと楽しい討論をはじめましょう！　なに、遠えん慮りよはいらなくてよっ」

「え……え？　えっ？　シ、シラクさ──ふぎゃっ！」

　近くに座っていた、戸と惑まどうミレイユの肩を強引に引き寄せて、教室の隅すみへと避ひ難なんする。

　頰に突き刺ささるリュクシオルの視線を黙もく殺さつして汗をぬぐっていると、ミレイユがしくしくと泣きだした。

「オ、オリ、オリヴィエくんに睨まれたよぅ……あ、あんな目で見られるなんて初めて……カッコイイ……まるで鷹たかに捕ほ食しよくされる寸すん前ぜんの虫けら！　ハッ……そ、それってあた、あたしがオリヴィエくんの一部になるってこと……？　血肉になっちゃう!?　すごーい！」

「重じゆう篤とくね」

　とび色の瞳ひとみを潤うるませて、恍こう惚こつと語るミレイユを理解できそうにない。たぶん理解したら人間を卒業してしまいそうなので、イヴリーンはそれとなく流すことにした。

「……マルソーは、〈癒し手ヒーラー〉志望にしなかったのね？　『水』の〈楽師カンタンテ〉は治ち癒ゆに特化しているから、需じゆ要ようは多いはずだけど」

　制服の胸むな元もとに結ばれたリボンを見つめて訊く。リボンの色で魂の属性が判別できるのだ。

　ミレイユのリボンは紫むらさき色いろ──『水』を意味している。〈癒し手〉とは医者の〈楽師〉を指すのだが、『水』は沈ちん静せい化か作用があるため、治療に向いているというわけだ。

「う、うん。迷ったけど、プルミエに選んでもらえたから、少ない可能性に賭けてみようかな、って……あ、あたしグズでノロマな亀かめだけど、〈宮廷楽師カンタンテ・ド・クール〉になりたいんだ。それにこ、今期の試験でなれなくても、留年したらもう一回挑ちよう戦せんできるし！」

「ああ……〈宮廷楽師〉は狭せまき門もんだけど、おまえの『プルミエ』という肩書きは他の志望者より有利に働くものね。実力さえ発はつ揮きできれば、マルソーも選ばれる可能性はあるわ」

「そ、そうかな？　シラクさんにそう言ってもらえると、自信がつくな……ありがとう」

　そう言うと、彼女は赤くなった頰を押さえて破は顔がんした。

　……えげつない発言さえなければかわいいのにもったいない。再度自分を棚に上げたイヴリーンの内心を知ってか知らずか、ミレイユが首をかしげる。

「シラクさんは、旅芸人志望……だよ、ね？　歌も成績もいいのに、どうして？」

「各地を旅して、経験を積むのに適した職だからよ」

　端たん的てきに答えるだけに留とどめれば、「え、それだけ？」みたいな目で見られる。

　イヴリーンの中には確かつ固こたる計画があるので、別に助言は求めていない。

　旅芸人を選んだ理由は、制約がないからだ。楽院に潜せん入にゆうした当初は貴族との繫つながりがないことで、王宮の様子がわからずやきもきしたが、もうプティ・エトワールではない。

　ただのイヴリーンとして生きていくならば、むしろ貴族とのしがらみは足あし枷かせだ。芸を通して不ふ浄じようを祓はらい、自分が護るべき国民の生活を肌はだで感じられる旅芸人が一番いい。

　──ということを口にしたら憤ふん死しする自信があるので、絶対に言いたくなかった。

「そういえば、オリヴィエくんも旅芸人志望なんだよね！　確か用心棒になるって」

「なんですって！　それ、どこ情報なの!?」

「えっあ!?　べっべつにオリヴィエくんを追つい跡せきなんてしてないからっ、全然！　ぜーんぜん！　ぐ、偶ぐう然ぜん、オリヴィエくんがお友達に話しているところを聞いただけで！」

「あいつは〈詩人バルド〉だから、それで選択科目でかち合わなかったのね……！」

〈詩人〉とは、詩を捧ささげることで〈楽師カンタンテ〉の力を強め、護る存在のことだ。

〈楽師〉は〈詩人〉と二人一組ツーマンセルで行動する規き則そくだが、まったく違う技術を要求される〈詩人〉は志願者が少ない。支し援えんに重きを置くので、剣術の強さも求められるからだ。

　だから同じ進路でも、相手が〈詩人〉で用心棒になるつもりなら選択科目は重ならない。

（これだから貴族の男は油断ならなくてよ！）

　相手が侯こう爵しやく家けの元跡あと継つぎであることを忘れていた。

　外そと堀ぼりから埋うめられるなんて冗談じゃない！　イヴリーンはギリギリと歯は軋ぎしりした。

「向こうがその気なら上等よ。なにがなんでも逃げきってやるわ、卒業まで。わたくしをはめようとしたこと、死ぬほど後悔させてやる……！」

「あ、あれ、あたし、もしかして余計なこと言っちゃった……？」




　怒いかりに燃えるイヴリーンは講義終了後も見事リュクシオルから逃げおおせ、女子寮りようの部屋に戻っていた。

　途中で食堂から食しよく糧りようも入手したので、今日はこのまま籠ろう城じようの覚かく悟ごである。

　食事の前にと入った浴室を出て、厚手の手て拭ぬぐいで濡ぬれそぼった淡あわい金きん糸しをぬぐう。

　そのまま鏡台の前に座り、イヴリーンは自身の顔を矯ためつ眇すがめつ眺ながめた。

「ふふ、今日も完全に完璧だわ！　一日の鬱屈も、この美しさの前では塵ちりも同然ね」

　薔ば薇ら色いろに上気した頰を縁ふち取どるように流れるプラチナブロンドは、まるでさざなみのようだ。切れ長の目はヘーゼル色に染そまり、階調のような緑も帯おびて神秘的ですらある。

　右目の泣き黒子ぼくろをなぞって、うっとりと感かん嘆たんした。

　百人の美び姫きが束たばになってかかろうと、相手が恥じ入って逃げ出すほどの美貌だろう。

　エルネスティーヌが死んだと公表したこともあり、どのみち変装は続けなくてはならないが……。

「あの野や暮ぼったい眼鏡と黒髪での変装も、あまりに完全無欠すぎてわたくしだと気づかれないのが面おも白しろいから気に入っているけれど……やっぱり、わたくしはこうでないと！」

　イリス人は濃こい髪色が多いのだが、〈楽師〉は最初にムジカ石を光らせた際、髪色が淡く変化する。すでに〈楽術ネウマ〉の影えい響きようを受けた髪色を、再び黒くすることはできない。

　なので、昼間のイヴリーンは染め粉で黒髪に扮ふんしていた。染め粉自体は〈楽術〉でも落とせるが、そんなくだらないことに力は使わない。

　思う存分悦えつに浸ひたって満足したので、ようやく夕食にありつく。

　今日はバゲットに生野菜の塩しお漬づけと馬鈴薯ジヤガイモのポタージュだ。

　この楽院のバゲットは手でちぎれるほど柔やわらかく、もちっとしている。バゲットは堅かたいもの、というイヴリーンの先入観に革命を起こした。

（悔しいけどおいしいのよね……）

　人気の献こん立だてなだけある。これをバゲットとは認みとめられないが、おいしいは正義だ。ポタージュに浸したり、野菜を挟はざんで食べていると、遠くでコンコンと扉を叩く音がした。

「だれかしら」

　首をかしげる。女子寮は男子禁制なので、さすがのリュクシオルも侵しん入にゆうできないはずだ。だから警戒することなく、イヴリーンは出で迎むかえて──────硬こう直ちよくする。




　──こいつ、いったいなにをしに来たの？
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「やあ、お久しぶりですね」

　扉とびらの向こうには、友好的に微笑ほほえむ不ふ審しん者しやがいた。

　女子寮りようは男子禁制だと思った端はしからこれである。

　高貴な身分にふさわしい装しよう束ぞくは品がいいし、嫌いや味みなく整ととのった面おも差ざしも、糸のように結ばれた目元も好印象しか与えない。ただし、頭さえ見なければ。

（ど、どうしてその畏かしこまった装よそおいのまま、三つ編あみのカツラなんてかぶっているの……）

　いかな美形でも補おぎなえないほど、服装から浮きすぎている。

　イヴリーンは三度見してから、粛しゆく々しゆくと扉を閉めるも、ガッと半身を突つっこまれた。

「とても美お味いしそうな匂においがしますね。ご一緒してもいいですか」

「変へん態たい、変態！　あなたに食べさせるものなどなくてよ！　今すぐ出て行って、この変態！」

「おやおや、エスティの照てれ隠かくしはかわいらしいですね」

　くすくすと喉のどの奥で笑う。こんなのが未来の国王など世も末である。

　──そう。訪ほう問もん者しやは我わが国の麗うるわしき王おう太たい子し、ソンジャンテ・ル・イリスだった。

　彼とはイヴリーンが六歳の頃、王宮に引き取られて以来の付き合いになる。気心の知れた相手なのだが……今は婚こん約やく者しやだった過去を抹まつ消しようしたい気分だ。

　しばらく扉越しに静かなる攻こう防ぼうを繰くり広げていたが、面倒になったので諦あきらめる。

　招まねき入れれば、ソンジャンテは悠ゆう々ゆうと部屋に上がりこんだ。遠えん慮りよする素そ振ぶりもない。

「……こんな不審者を見過ごすだなんて、警備の強化を要よう請せいすべきですわ」

「男子禁制でしたので、趣向を凝こらしてみたまでですよ」

「…………ま、まさか、それで女装しているつもりですの？」

　震ふるえ声で訊たずねれば、自信満々に首しゆ肯こうされた。砂色の三つ編みも虚むなしく揺ゆれる。

　普段は信じてもいない〈神しん王おう〉に祈いのりを捧ささげたくなった。これはあんまりだ。

「ジャン……それは女装ではなく、不審者の仮装と評ひようすべきですわ。あなたはご両親の容色が優すぐれていらしたことを感謝なさいませ。美形でなければ極きよつ刑けいものの惨さん事じね」

「ふふ、エスティと我が弟は気が合うようだ。まぁ、ヴァランは似たようなことを叫ぶと動かなくなりましたけどね。床に寝転ぶだなんて、童どう心しんに返りたかったのでしょう」

「あなたと違ちがって繊せん細さいなヴァランになんて仕打ちをなさるの!?　それは気絶しているのよ！」

　第二王子ヴァランタンは氷の美び貌ぼうと評ひよう判ばんだが、この見た目ほど善良ではない兄と比べれば天使のような心根の持ち主ぬしである。気苦労の絶たえない彼に同情を禁じえない。

　ふと、そこで沈ちん黙もくが流れる。目線を上げると、ソンジャンテが嚙かみしめるように言った。

「……懐なつかしいですね」

「え？」

「このやり取りがです。……大競演会グラン・コンクールから半年も経たっているだなんて信じられません」

「そうかしら。あっという間な気もしますけれど」

「……君のいない王宮は、とても静かで寂さびしいですよ」

　え？　イヴリーンは目をぱちくりさせて立ち止まってしまう。

　からかいの色もない声こわ色いろで、ソンジャンテに寂しいと言われたのは初めてだ。

（……本当にどうしたというのかしら）

　ソンジャンテ自みずから訪たずねてきたということは、なにか重大な話があるに違いない。

　調子が狂くるってしまうではないの。胸中でぼやいてからハッとした。

（アレを片づけておくのを忘れていたわ！）

　さっさと奥へ入りこんだ彼を追いかけ、慌あわてて部屋に飛びこむ。

　しかし時すでに遅おそく、ソンジャンテはベッドの傍かたわらにたたずんでいた。手にしたアレを興味深げに観察している姿に、イヴリーンは絶ぜつ叫きようする。

「いやぁあああああああああああっ!!　ちが、違うの！　これは誤ご解かいよ！」

　すぐさま取り返そうとするも、頭ず上じよう高くまで持ち上げられる。長身のイヴリーンがいくら飛び跳はねても手は届かない。いっそ殺意が漲みなぎってきた。
















「末代まで祟たたられたいの!?　今なら三代先で赦ゆるしてあげるから、早く返しなさい!!」

「エスティ……」

「やめてっそんな目でわたくしを見ないで！」

　ソンジャンテが握にぎりしめているアレ。それはサイドテーブルの小さな枕まくらに鎮ちん座ざしていた、小鳥のぬいぐるみだ。眠たげな目をして、橙だいだい色いろのスカーフを巻いている。

『さ、最近、シッシラクさんのそばにいた小鳥さんを見かけないけど……ど、どうかしたの？　そ、それでね、よかったらこれをもらってくれたら、嬉うれしい、な』

　と言って、ミレイユが去年差し出してきたモノなのだが、とんでもない相手に見られた。

「マ、マルソーがわたくしに贈おくりつけてきたから、仕方なく飾かざっていただけよ！　べっ別にひばりにそっくりだとか、かわいらしいなんて微み塵じんも思っていないんだから！」

「語るに落ちるとはまさにこのことですね」

　うぐぅ。イヴリーンは声を詰つまらせる。

　ひばり──勢いで口にしてしまった通称に息苦しさを覚え、寝しん衣いの胸むな元もとを摑つかむ。もう〈楽師カンタンテ〉の証あかしは下げていなくても、それで少しだけ気持ちが和やわらぐ。

　物心がつく前からそばにいたオアシスの精せい霊れいは、もうどこにもいない。大競演会グラン・コンクールの最終日、〈魔ま王おう〉との賭かけに破れかけたイヴリーンを庇かばって消えてしまったのだ。

　幸さいわい、今はやることがたくさんある。だから深しん刻こくに考えこむことだけは避さけられた。

　顔を伏ふせると、ぽんぽんと頭を撫なでられる。

「君はずっと無口なまま生活していたら、好感度がぐいぐい上がりそうですよ」

「……あなたが陛へい下かのご子し息そくであることが心から悔くやまれますわ。それと、その変なカツラをかぶっている不審者に慰なぐさめられるほど落ちぶれていなくてよ」

「さて。エスティをからかって遊ぶのも楽しいですが、本題に入りましょうか」

　いっそ首を絞しめてやろうか。

　両手をわきわきさせるイヴリーンをよそに、ソンジャンテはぬいぐるみを定位置に戻し、椅い子すに腰こしかけた。不審者なのに、質しつ素そな椅子が王宮の調度品に見えてくる典てん雅がさだ。

「……君は『エルネスティーヌ生存説』を知っていますか？」

「今日、同級生から聞いたばかりですわ。それがなにか？」

「そうですか。君が興味なかっただけで、噂うわさは五カ月ほど前から騒さわがれていましたよ」

　五カ月前、イヴリーンがしていたことといえば音感の鍛たん練れんに、それから……。

（オリヴィエからの逃とう走そう劇げきに気を取られていて、休み時間は走ってばかりだったわ）

　頭を抱かかえるしかない。元々噂話に興味がないのも災わざわいしていた。

「俺が今回、君に逢あおうと決めたのは先日、聖せいカントゥース神しん王おう国こくを訪問したからです」

「……真しん偽ぎは確かめられましたの？」

「いえ、会わせてもらえませんでした。ただ遠目ではありますが、信者の前で歌っている姿は拝はい見けんできまして……念のために確認しますが、君に生き別れのご姉きよう妹だいは？」

「いるわけがありませんわ。仮にいたとしても、そいつもとっくに売り飛ばされていてよ。その場合、今の今まで噂にならない方がおかしいのではなくて？」

「なるほど、辛しん辣らつなご意見ですね。エスティは見た目だけなら絶ぜつ世せいの美女ですから」

「そんなに寿じゆ命みようを減らしたいだなんて、ジャンは被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの持ち主ですのね」

　笑顔で指の骨を鳴ならそうと、ソンジャンテはそ知らぬ顔で続ける。

「この俺でも一いつ瞬しゆん見み間ま違ちがえたほど、まるで二つの水すい滴てきのように似ていました。……ですが、それだけです。よく見れば髪や瞳ひとみの色、なにより歌声の印象がまったく異ことなる。一般市民は騙だませたとしても、君を直接知る人間ならば、別人であることなど一いち目もく瞭りよう然ぜんです」

「なら、同名の他人の空似ということで問題ないじゃない」

「聖カントゥース神王国には〈音おん律りつの双そう神しん教きよう〉の教団本部がありますね？　ところがその高官に問うたところ、曖あい昧まいに濁にごされたわけです」

　珍めずらしくあらわとなった夏の森色の瞳が真剣みを帯おびている。

　それから、ソンジャンテは大競演会グラン・コンクール最終日でのやり取りに触ふれた。

「父上は君の貢こう献けん度どを考えて、王宮に戻ってきてほしいと言っていましたが……俺の考えは少し違います。誤解しないでほしいのは、これは結果論だということです」

「ジャンの考えとはなんですの？」

「『エルネスティーヌ』が生存したまま続ぞく投とう、もしくは退位の形を取るには、君の影えい響きよう力りよくはあまりに大きすぎる。力の衰おとろえについて言げん及きゆうする必要が出てきますし、幸い、王宮での事件があったおかげで目もく撃げき者しや多数。箝かん口こう令れいを撤てつ回かいするだけで信しん憑ぴよう性せいが増します。……自分の命と引き換えに〈魔王〉の心を慰め、我が国の安あん寧ねいを願ったことにすれば、そんな国に攻めこもうと考える輩やからはそうそう現れない。国内外からの反発は必至ですから」

「ええ、それだけが心残りでしたから喜ばしいことですわ」

　国こく益えきを考えれば、ソンジャンテの見解は妥だ当とうだ。イヴリーンも頷うなずいた。

「これらの事実を踏ふまえると、含ふくみを感じませんか？　彼らは意い図と的てきに偽にせ者ものを本物と偽いつわろうとしている。……イリスから亡ぼう命めいしてきた『エルネスティーヌ』を神王国が匿かくまっているのではないか、という憶おく測そくが、信者の間で流れているそうです」

「亡命だなんて……イリスの体面に関わる問題ではありませんの！」

「同じ顔で、同じ名前ときたら、避けようのない疑ぎ惑わくですからね。ですが、これはまったく問題ありませんよ。教団側とて、本物だと断じることはないでしょうから」

　イリス王国側は当然として、なぜ自信満々に言いきれるのか。逡しゆん巡じゆんしてひらめく。

「……言げん質ちを取らせないため、ですわね」

「はい。声明を出してしまえば、いざという時に言い逃のがれができなくなる。彼らは明言しないことで、保険をかけているのです。信者たちの誤解を助長させていくことが狙ねらいでしょう。構かまわなければ、そのうち風化します。ただ、この話には他に不審な点がありまして」

「不審な点？」

「『エルネスティーヌ』の逝せい去きよを発表してすぐ、教団から接せつ触しよくがありました。誉ほまれ高き〈歌姫デイーヴア〉の死を公表したのですから、当然の動きといえます。もっとも地上の平和に貢献した〈歌姫〉として本部に埋まい葬そうさせてほしいとの申し出には、『邪じや道どうとされる宗派の〈歌姫〉の埋葬は教義に反するのでは？』とお断りしました。すると次に〈魔王〉と対たい峙じした際、力添ぞえしたとされる楽がく生せいたちの審しん議ぎ会かいへの召しよう喚かんを要請されました」

　そんな話はミレイユたちからも聞いていない。

　眉まゆをひそめるイヴリーンに、ソンジャンテが苦笑する。

「知らないのも無理はないですよ。父上とエトワール様が懸けん命めいに食い止めているので」

「陛下が!?」

「歴史的な対決の目撃者となったのは、なにも楽生だけではありません。最高司祭たるエトワール様しかり、俺を含めた王族が当時の状況を証しよう言げんしたので充分だろうと言いましたが、どうしても楽生からの視点が知りたいようで。たった一人で構わないと、相手はイヴリーン・シラクの名を出しました。ここでいよいよ父上は怪あやしんだわけです」

　やはりソンジャンテは用もなく、こんなお粗そ末まつな変装で訪れたわけではないのだ。

　自然と背せ筋すじが伸び、イヴリーンは黙だまって耳をかたむける。

「なぜ、イヴリーン・シラクなのか？　飛び級したものの、楽がく院いんでは少し前まで音おん痴ちの代名詞でした。便べん宜ぎ上じよう、『エルネスティーヌ』のもっともそばにいた生徒だとは説明しましたが、なぜそんな楽生の証言を求めるのか。……俺がいくら深読みしたがる人間でも、これは不自然です。楽がく院いん長ちようは〈神の子フイーリウス〉からのご下か命めいとあれば、拒きよ絶ぜつするわけにはいかない。だから父上とエトワール様が矢や面おもてに立ち、再三の要請をお断りしているのですよ」

「……どうしてですの？」

　胸中での呟つぶやきが、思わず口を衝ついて出る。

　国王たちがしていることは、聖カントゥース神王国を敵に回すようなものだ。昔ほどの求心力はなくとも、〈音律の双神教〉の総本山だというのに。

　イヴリーンは〈魔王〉が地の底へと帰ったことで、一連の事件は解決したとばかり思っていた。本当の終局はまだ迎むかえていなかったことを知り、歯を軋きしませる。

「証言ならば、いくらでもしに行きますわ。わたくしはもう『エルネスティーヌ』ではないのだから……護まもっていただくだけの価値はなくてよ」

「父上も、なにも無条件で庇おうとしているわけではありませんよ」

「なら、どうして」

「父上は『〈魔王〉との遭そう遇ぐうに、生徒たちも動どう揺ようしている。卒業して、身辺が落ち着くまで待ってくれないか』とも頼みました。ですが、その要望には応こたえられないと返された。それからしばらくして『エルネスティーヌ』のそっくりさん登場です。なにも判はん然ぜんとしないまま、君を教団に送ることはできません。……エスティ、今の君は後うしろ盾だてもないただの楽生なんです。かつての君なら、俺たちはなにも心配したりはしません」

　返す言葉がなかった。だが、ソンジャンテの緑眼は優しく笑っている。

「たとえ名が変わろうと、すべてが変わるわけではない。俺は──俺たちは、今でも君を大切に想っていますよ。せめて君の地じ盤ばんがしっかりするまでは、引き延ばしてみせます」

　イヴリーンの胸にこみ上げてくるものがあった。

　かつては『完かん璧ぺきな偶ぐう像ぞう』だから必要とされているのだと思った。最初はそうだったかもしれないし、今もその側面はあるだろう。だが、確かにそれだけではない絆きずなも生まれていた。

「でも、それでは……」

「なに、この国が教団から睨にらまれているのは昔からです。エスティが〈神の娘フイーリア〉の打だ診しんを蹴けった件でもぐだぐだ言われましたしね、気にすることはありません。……俺が今日訪れたのはそういうわけです。知らなければ、君も決断に困るでしょうから。大人しく楽生生活を謳おう歌かするのは無理だとわかっているので、その期待はしません」

　熱くなっていた目め頭がしらが一いつ瞬しゆんにして冷れい却きやくされる。いい話が台だい無なしだ。

　白はく眼がん視しを送っていると、「さて」とソンジャンテが立ち上がる。

「婦女子の寝しん室しつにこれ以上居い座すわるのは不健全ですので、そろそろお暇いとましましょうか」

「今さら常識人ぶるおつもりですの？　その頭で？」

「……その言い方だと、俺の頭がぱっぱらぱーみたいではないですか」

「あら、違いましたの？」

　イヴリーンは頰ほおにかかる白金プラチナの髪を払い、優ゆう雅がに微笑んでみせた。ソンジャンテも笑顔のまましばし凍こおりついてから、「そうそう」と一つ頷く。

「ぱっぱらぱーついでに、最後に言い忘れていたことが」

「あなた、後出しが多すぎますわよ」

「これは言うか言うまいか迷っていたもので。落ち着いて聞いてほしいのですが──」

　やけに謹きん厳げんな面おも持もちに、イヴリーンは内心頭をひねった。

　そして、衝しよう撃げき的てきな発言を耳にすることとなる。




「ひばりが生きていました」




　それがなんだと返しかけた言葉を吞のみこみ、心の中で反復する。

（ひばりが生きていた……ひばりが、生きていた……あの、ひばりが？）

「噓うそよ」

　イヴリーンは呆ぼう然ぜんとこぼす。

「正確には『ひばりの人型のそっくりさん』を目撃しました。本部で見かけたので、余計にきな臭くさく思えたわけです。教団が直接エスティに接触を図はかろうとした際、取引材料にされては困こまりますからね。どちらかといえば、こちらの釘くぎ刺さしが本題です」

　自じ失しつしていたイヴリーンだったが我われに返る。顔をしかめて首を振った。

「わたくしはこの目で、ひばりが光につつまれて消えるのを見ましたもの。……偽者に決まっていますわ」

「本当に素直ではありませんね。この件も、俺が責任をもって調べますから」

「ジャン、お帰りはあちらでしてよ。両陛下とヴァランによろしく伝えてちょうだい」

「伝えるには伝えますが、俺は今、ちょっとした格差社会を味わっている気分ですよ」

　ぷいっと顔を背そむけ、そっけなく追い返せば、部屋にはイヴリーンの気配しかなくなる。

「ひばりが……神王国に……」

　ソンジャンテに気づかれなかっただろうか。震える両手を握りしめた。

　本物なわけがない。本物なら、きっとイヴリーンをからかいに来るはずだ。

「偽者に、決まっていてよ。だから、わたくしは、楽院で、べん、きょ……うを」

　イヴリーンは小鳥のぬいぐるみに視線を落とし、顔を覆おおった。

　──楽がく業ぎように専せん念ねんなんて、できるわけがない。

　ソンジャンテの忠告はよくわかる。理り屈くつでは──理性では、その通りにしたい。

　娼しよう館かんに売り飛ばされる寸前だった貧ひん民みん街がいの子供を引き取り、慣かん例れいを捻ねじ曲まげて手元で育ててくれたイリス国王。今も見守ってくれている恩おん人じんに迷めい惑わくはかけたくない。けれど。

「────────決めたわ」







　この時季は、夜でもまだうっすらと明るい。

　イヴリーンは布製の鞄かばんを肩にかけて、楽院の死角になる場所まで急いでいた。

　楽院から抜け出すことは難しいことではない。イヴリーンだからこそできる手段だが、そのために人目から遠ざかる必要があった。警備員が常じよう駐ちゆうしている城門は問題外だ。

　夏か期き休きゆう暇か中ちゆうに往おう復ふくできるだろうが、建たて前まえに使える理由がないので無断外泊しかない。

（でもここで動かなければ、わたくしはきっと後こう悔かいする）

　ソンジャンテにはやるべきことが多すぎる。ひばりの件は後回しになるかもしれない。

　ようやく辿たどり着いた城壁を仰あおぐ。ここまで来ればもう大丈夫、と気を抜いた刹せつ那な──手首を摑まれ、そのまま後ろへと引かれる。イヴリーンの鼻先をかすめた涼すずしげな香りと、背中に感じるぬくもりに思し考こう回かい路ろが停てい止しした。

「やっと捕つかまえた」

　耳元で落とされる囁ささやきはひめやかに、甘く響ひびく。心臓の奥が痺しびれて、腰が砕くだけそうになりながら────イヴリーンは回し蹴りを繰り出す。が、空から振ぶりに終わってしまう。

「どうして！　避よけるの！」

「当たったら痛いだろう」

「そういう問題ではなくてよ！　どうせ避けるのなら、わたくしの腕うでも放しなさい！　そもそもなんだっておまえはこんなところにいるの!?」

　一息で言いきったイヴリーンの視界には、居合わせること自体おかしい姿がある。

　月影に透すける銀ぎん灰かい色しよくの髪をきらめかせ、印象的な黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんが力強い光を放つ少年──リュクシオル・ド・オリヴィエが立っていた。

　寝衣でなければ、制服でもない。切れこみの入ったケープを羽は織おり、膝ひざ丈たけのチュニックの腰元を紐ひもで絞しぼっている。そのうえ、長剣まで携けい帯たいしていた。完全に旅装である。

　なぜ準備万端なのか理解不能だが、さらに理解したくないことを真顔で言い放つ。

「シラクが女子寮から出てくるのを待ち伏せていただけだ、なにもおかしくはない」

「ま、ままま待ち伏せ……!?」

　ミレイユのようにどもることしかできなくなった。最終手段にもほどがある。

　恐おそれおののくイヴリーンに気づかないようで、リュクシオルは長ちよう息そくした。

「お前、わかりやすいにもほどがあるぞ。まさか殿でん下かの予言通り、実行に移すだなんて」

「はっ!?」

「王太子殿下が、僕の部屋まで訪ねてきたんだ。……ある程度の事情は聞いている。あの精霊が絡からめば、お前は矢も盾もたまらず楽院を飛び出すだろうから引き止めてくれと。だから待ち伏せていた。僕にとっても都合がいいからな」

「……つまり、わたくしを連れ戻しに来たのね」

　まさかここまで動きを読まれていたなんて想定外だった。

　折りよく夏期休暇だ。機会ならいくらでもある、当面は大人しく待つべきか。にしても。

（よりにもよって、こいつに根回しして行くだなんて！）

　人の嫌いやがることをさせたら、ソンジャンテの右に出る者はいない。

　そこで、イヴリーンはハッとした。こんなのんきに会話している場合ではない！

　大急ぎで女子寮に戻ろうとしたものの、手首は摑まれたままだ。

「放して、放してったら！　今日はもう抜け出したりしないわ！」

「……シラク、どうして今まで僕を避けていたんだ」

　リュクシオルの都合がいいとは、このことだったのか。イヴリーンは渋じゆう面めんを作った。

「避けたりなんてしてなくてよ。たまたま、会う機会がなかっただけ」

「お前の記き憶おくから追いかけっこは抹消されているのか」

「そんな事実はないわ。共通の講義では話もしたでしょう」

「噓も百回繰り返せば真実になるかのような回答をありがとう」

「どういたしまして」

「皮肉だ！　…………ぼ、僕が嫌きらいになったのか」

　それまで斜しやに構えた態度を崩くずさなかったリュクシオルが、弱りきった顔で問いかけてきた。熱っぽく濡ぬれた隻眼に見み据すえられただけで、言葉を根こそぎ奪うばわれてしまう。

（だから顔を合わせたくなかったのよ……！）

　その黒瑪瑙オニキスを直視してしまえば、身動きが取れなくなるのはわかっていた。

　イヴリーンは強こわ張ばっていた肩から力を抜く。諦めて、つんと顎あごをそびやかす。

「ぜ、前ぜん提ていがおかしくてよ。わたくしに、おまえを慕したっていた過去などないわ」




「はぁ──────────────っ!?」




　劈つんざくような絶叫に、イヴリーンは耳を塞ふさいだ。

　うるさいと睨みつけたものの、リュクシオルはそれどころではないらしい。思わずといったように解放された手首をさすっていると、相手はうろたえている。

「ど、どういうことだ？　なんだそれ？　意味がわからない！」

「返事は自分で決めればいい、と言っただけであって、わたくしはただの一度も好意を示す言葉は口にしてないわ。まったく、随ずい分ぶんと都合のいい聴ちよう覚かくをしていますこと」

「それはどんな屁へ理り屈くつなんだ!?　都合がいいのは、お前の頭の方だ！」

　苛か烈れつに歯嚙みした彼の表情はどんどん険けわしくなっていく。その変化を間近で感じようと、イヴリーンに前言を撤回するつもりはない。

「じゃあ、お前こそ好きでもない男に唇くちびるを許ゆるすのか!?」

「はぁ？　気色悪いことを言わないでちょうだい」

　眉をひそめる。想像しただけで吐はき気がしそうだ。

「そんな不届きな輩は景気よく火か刑けいに処しよすし、それ以前に隙すきを見せたりしなくてよ」

「…………今、生きている僕はいったいなんなんだ？」

「あら、不思議ね。わたくしの寛かん大だいさに感謝して、ひれ伏すがよろしいわ」

「す、すごい。ここまで往おう生じよう際ぎわが悪い人間は見たことがない。寝耳に水すぎる衝撃発言ばかりなんだが、これは喜べない僕がおかしいのか？　そうなのか？」

　なぜか頭を抱えて自問自答しはじめたので、この隙に、とイヴリーンは身を翻ひるがえす。抜け出せないなら、もうここには用がない。

　しかし、再び引き止められてしまう。リュクシオルは眉み間けんに皺しわを寄せていた。

「……シラク、どこに行くつもりだ」

「どこ、って女子寮に戻るのよ」

「聖カントゥース神王国には行かないのか？」

　予想だにしない問いかけで、イヴリーンは目をぱちぱちさせる。どういう意味だろう。

「……わたくしを、連れ戻しに来たのではなかったの？」

「いつ、僕が行くなと言った。楽院長から、夏期休暇に乗じようじて外泊許可をもらった」

「は、外泊許可？」

「教団の召喚に応じる、では楽院長に角が立つからな。名めい目もく上じようは僕の帰き省せいの付き添いということにしておいた。その途中で寄り道してしまったとしても致し方ないことだろう」

　あくまで冷静に並べ立てられて虚きよを衝かれたが、イヴリーンは柳りゆう眉びを逆さか立だてた。

「おまえがする必要のないことよ。わたくしに恩でも売ったつもり？」

「違う。僕がお前のそばにいて、力になりたいからだ」

　黒瑪瑙オニキスの隻眼に炎が灯ともっている。視線が絡めば、手は触れずともその熱が伝わってくるようだった。イヴリーンは目を丸くしたまま立ち尽つくす。

　なぜかリュクシオルの同行が決定事項のようになっているが、それはもうどうでもいい。

（……どうして、なの。あれほど、わたくしは避けていたのに）

　逃にげ続けていた本当の理由なんて、実にくだらなく、しょうもない。彼のひたむきな眼まな差ざしの前では、恥はじ入りたくなるほどに。心臓が小鳥のように震え続けている。

　なぜ、リュクシオルはこうも真まっ直すぐなのだろう。

　……イヴリーンは物事を素直に受け止められないのだ。今までの経験から、いつだって終わりを考えてしまう。この楽院の、良くも悪くも一直線なリュクシオルたちとは違う。

「シラクは一から自分を鍛きたえ直すために残ったんだろう。なら、できうる限りの最善の手を打つべきだ。お前が突っ走っても、僕が補う。それが〈詩人バルド〉の役目だ、違うか」

「おまえって」

　だからお前は受け入れるだけでいい、と物語る隻眼に、イヴリーンは目を伏せる。

「本当に、趣味の悪い男ね」
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　城門から堂々と出しゆつ立たつするはめになったイヴリーンは、夜道をリュクシオルと歩いていた。

　入にゆう楽がく以来、こうして楽がく院いんの外に出たのは初めてかもしれない。

（去年の葡く萄が月つからだから、十ヶ月ぶりかしら。……懐なつかしいわね）

　もちろん外出届さえ出せば、週末なら街で自由に過ごせる。イヴリーンはそういった息抜きに興味がなかったので、誘さそわれても、練習室での鍛たん練れんを優先させていた。

　ひそかに辺りを窺うかがっていると、リュクシオルが話しかけてくる。

「……それで？　お前、これからの計画は立てているのか？」

「隣りん国こくのトゥルペ王国を経けい由ゆして神しん王おう国こくに行くつもりよ。速さ重視なら、イリス王国からでも船は出ているけれど……わたくし、船旅って好きではないのよね。潮しお風かぜに当たりすぎると肌はだに悪いし、髪だって傷いたんでしまうもの。だから基本は陸地移動しか認みとめなくてよ」

「あえて突つっこむのはよすが、路ろ銀ぎんは？」

「路上で歌って稼かせぐわ。あと、質しち屋やで売るための装飾品も持ってきたし」

　イヴリーンは貨か幣へいという形での資産を持たない。

　望めばなんでも手に入る環境にいたので、硬こう貨かなんてかさばるものより、身につけて持ち運べるモノを俸ほう給きゆうとして受け取っていた。それが装飾品だ。

　その一部を詰つめこんだ鞄かばんを見せれば、なにが気に食わないのかしかめっ面つらになった。

「いくら治ち安あんがよくても、この時間帯に女が一人で、高価な品を持ち歩くだなんて愚ぐの骨こつ頂ちようだ。正気とは思えないな」

「このわたくしが、そこらの小悪党に後おくれを取るとでも言いたいの？」

「……お前、普段自分は美人だなんだとぬかしているのも、都合よく忘れたのか？」

「わたくしが息をするように美しいのは意識するまでもない、当たり前の事実よ」

　だから忘れるわけがない、と主張すれば、リュクシオルは絶望したように天を仰いだ。

「……なんだってこいつは肝かん心じんなところで鈍どん感かんなんだ……？　信じられない……」

「なにか言いまして？」

　あまりに小声すぎて聞き取れなかった。眉まゆ根ねを寄せると、相手はかぶりを振る。

「いいや、なんでもない。僕が気を配ればいいだけの話だ。……お前の装飾品を売る必要はない。当面は、僕が持ってきた路銀で補える。なくなれば、お前の言う通り路上で芸を披ひ露ろうすればいい。一足早い職業訓練として勉強になりそうだしな」

「おまえの同行は許したけれど、そんな勝手を認めた覚えはなくてよ。あと、それ以上わたくしに近づくことも許可してないわ！　もっとわたくしから離はなれなさい、なんて図ずう々ずうしいの！　恥はじ知しらずの女たらし！」

　話しながら距きよ離りを詰められていたことに気づき、目に角かどを立てる。

　まったく油断のならない男だ。威い嚇かくするイヴリーンに、リュクシオルがため息をつく。

「わかった、こうしよう。今日の宿代だけは僕が出す。それ以降は歌か舞ぶで稼かせぐ、どうだ」

「なにを提てい案あんするのかと思えば」

　そんな甘っちょろい考えでついてきたとは。イヴリーンは鼻先で笑った。

「宿を取るつもりなら、夜に出発するわけないじゃない。強行軍に決まっているわ」

「……そんなに早く精せい霊れいに逢あいたいのか？」

「はぁ!?」

　目をひんむく。どのやり取りからそんな結論を導みちびけるのか。

「お、思い違いもはなはだしくてよ。裏でこそこそやられるのが不ふ愉ゆ快かいだから、けりをつけに行くだけであって……ま、まぁ？　偶ぐう然ぜん逢うことがあれば文もん句くはつけてやるけれど」

「シラク、自分の顔を今すぐ手鏡で確認してみろ。いや皮肉ではなく、本気で」

　リュクシオルからされた大おお真ま面じ目めな指摘は、鼻はな唄うたでごまかして聞かなかったことにした。







　大通りを歩けば、すぐにいくつかの宿屋を見つけられる。二人はその中でも雰ふん囲い気きがよさそうな、看かん板ばんに葡ぶ萄どう唐から草くさの蔓つるが描かれた三階建ての宿屋に入った。

　足を踏ふみ入れると、溢あふれんばかりの白と紫むらさきの菖蒲イリスに出で迎むかえられる。

（こんな時季に菖蒲？　そういえば、大通りでもよく見かけたわね）

　この店内では、一輪や二輪どころではない。壁かべ沿ぞいに隙すき間まなく飾かざられていた。

　菖蒲は王家を象しよう徴ちようする花なので、活いけられていても不思議ではないが牧ご月がつの花だ。〈楽術ネウマ〉を用いて咲かせた花だとすれば高価だろうに、宿屋では珍めずらしい。

　けれど息をすれば菖蒲の芳ほう香こうではなく、酒精アルコールの匂においが腹を満たし、匂いだけで酔よってしまいそうだ。酒場と化す一階では赤ら顔の男たちが陽気に歌っていた。

　こうなれば急いでいないことを証明するついでに、この男を破産させてやる。

（くっくく……わたくしを侮あなどったこと、墓穴の底で後こう悔かいするがいい！）

　邪じや悪あくな企たくらみにほくそ笑えむイヴリーンをよそに、リュクシオルは店主に声をかけた。

　恰かつ幅ぷくのいい店主は人のよさそうな目を丸々とさせ、二人を交互に見やる。

「おんやぁ、こらぁぶったまげた。お前さんら、あっこの楽がく生せいだろぃ？　週末じゃなかろうが、大丈夫なんかい？」

「夏期休きゆう暇かに入ったので問題ない。……よくわかりましたね」

「髪と身なりを見りゃ一発さ。んで、嬢じようちゃんの方はイヴリーン・シラクってとこか？」

　寸分違たがわず言い当てられたイヴリーンは驚おどろきを隠せない。

　びっくりする二人を見て、店主は大口を開けて笑う。

「がははっ！　お前さん、ここいらじゃちょいとした有名人さ！　黒髪のままで石を光らせた、音おん痴ちの夢と希望をしょった〈楽師カンタンテ〉！　音痴だからと諦あきらめとった若い衆しゆうも、お前さんの歌を聴きいて挑ちよう戦せんだけでもしてみようってな。おじさんも応援するってぇもんよ！」

「それは……どうも……」

　音痴に思うところはありすぎるが、真っ正直な声せい援えんが面おも映はゆくていつもの調子が出ない。

（音痴でも、希望の光になれる可能性はある……か）

　店主の〈楽師〉ではないからこその新しい観点に、目から鱗うろこが落ちた。

〈楽師〉には指揮も伴ばん奏そうも必要ない。それらはすでに、身の内に宿やどっているからだ。

〈楽師〉の魂たましいが指揮者として律りつし、喉のどは楽器となり、音に彩いろどりを添える。言わば一人楽隊みたいなものだ。だから多くの人間は『〈楽師〉の歌は美しくて当然』という認にん識しきを持つ。イヴリーンだって、こんな身の上にならなければ考えもしなかっただろう。

（なにか今、〈楽師〉の本分に関わる重要な糸口を見つけたような気がするわ）

　リュクシオルが宿泊しようと言い出さなければ、この店主とも出会わなかったのだと思えば、破産手前くらいで許ゆるしてやるのも吝やぶさかではない。

　己おのれの寛かん大だいさに惚ほれ惚ぼれしていると、優秀な聴覚が聞き捨てならない発言を捉とらえた。

「泊まりたいんだが、個室はあるか？　混んでいるなら、僕は同室で構わない」

「おまえ、それ以上調子に乗ってごらんなさい。獄ごく門もんにさらし首にしてやるっ！」

　貴族の男らしく、手が早いことを忘れていた。すかさず嚙みつこうとも、相手は少しも堪こたえていない様子だ。そのまま話を進めようとしていたが、「あ」と声を漏もらす。

　なにかを思い出したようで、リュクシオルは忌いま々いましそうに舌打ちした。

「忘れていた。……やはり同室ではなく別室で頼む。二部屋な」

「やはりもクソもあるものか！　当たり前のことを、なに不服そうに言っているの!?」

「一部屋も二部屋も一緒だろう」

　平然と嘯うそぶく男に、イヴリーンの血管はブチ切れそうだった。店主は「嬢ちゃんら、仲がいいんだなぁ」とほくほく顔でこぼしているが、目が悪いとしか言いようがない。

「んじゃ、三階の二番と三番の部屋の鍵かぎ。料金は二人で一晩小銀貨十二枚ってぇとこよ」

　仕切台カウンターに置かれた鍵と引き換えに、リュクシオルが小銀貨を支払うのを見ながら、イヴリーンは小さな置物に目を留とめた。かわいらしい、双そう頭とうの白鳥の彫ちよう刻こくだ。

「気になっていたのだけれど、どうしてこの宿には菖蒲イリスがこれほどあるの？」

　ここまで王家に関連するモノを見ると、イヴリーンが大切な記念日を忘れている気がして落ち着かない。すると、店主は小さな目を潤うるませ、手近にあった布切れで豪ごう快かいに鼻をかむ。疑ぎ問もん符ふを浮かべれば、肝きもっ玉たま母かあちゃん然とした女性が奥から苦笑して現れた。

「すまないねぇ、うちの旦だん那なったら花について訊きかれるだけでいっつもこうで」

「だってよぉ母ちゃん。あんまりにあんまりじゃねぇか、あんな若い身み空そらでよぉ……」

「もう、アンタったら。涙もろくてヤになっちまうねぇ」

「なにか曰いわくでもあるんですか？」

「紫の菖蒲は王家で、白い菖蒲はプティ・エトワール様になぞらえてんのさ」

　リュクシオルの質問に、宿屋の女将おかみはこともなげに答えた。

「エトワール様ではなくて？　……わたくし、記念日があった記き憶おくはないけれど」

「そりゃ、記念日じゃないからさ。あんな別べつ嬪ぴんさんじゃ、うちの宿屋に肖しよう像ぞう画がを飾ろうにもねぇ。だけど花なら眺ながめるだけで気分も安やすらぐだろ？　ま、あたしらもそう儲もうかってるわけじゃないがね、感謝を示せるなら安いモンってことさ」

「……感謝？」

　記念日でもないのに感謝？　頭をひねるイヴリーンに、女将は力強く頷うなずく。

「嬢ちゃんたちも知ってるだろう？　七年前、大量発生した魔ま物ものを一いつ瞬しゆんで浄じよう化かした『オリヴィエの奇き跡せき』。旦那はあそこの出身で、葡ワ萄イ酒ンを仕入れてた時に運悪く居合わせちまって……そこにプティ・エトワール様が現れて、毒どく牙がにかかりかけた領りよう主しゆ様さまの若わか君ぎみともども、領民を救ってくださったんだよ！　それから、うちはプティ・エトワール様贔屓びいきでねぇ」

　オリヴィエの奇跡──イヴリーンどころか、リュクシオルもよく知っている。

　女将が言う『毒牙にかかりかけた領主様の若君』その人こそ、リュクシオルだからだ。

　急にしんみりとした空気の中、女将が嚙みしめるように続けた。

「そのプティ・エトワール様がねぇ……今度は〈魔ま王おう〉からあたしらを護まもってくださったなんて、いくら感謝しても感謝しきれないよ。ただね」

　女将は仕切台カウンター越しにイヴリーンの両手を握にぎりしめ、切々と訴うつたえる。

「イリスはいい国だよ、商売やってるとよくわかる。税ぜいだってさほどかからなくて住みやすい。それは王様が戦いくさをしないよう、がんばってくださっているからだ。でもプティ・エトワール様だけあんまりじゃないか、ずっと苦労してきただろうに、そんな最さい期ごなんて」

「女将……」

「しかも、エトワール様もその場にいたっていうじゃないか！　あれこれ経緯いきさつは聞いてるさ、でも納なつ得とくいかないんだ。あたしらだけじゃない。この街の人間はみんなそう思ってる。どうしてプティ・エトワール様だけ命を懸かけなきゃなんなかったのか」

　イヴリーンは目を見開き、胸むな元もとに手を添そえる。横っ面を張り倒された気分だった。

　あの『建たて前まえ』なら大きな不ふ利り益えきをもたらすことはないだろう、そう思っていた。けれど、『エルネスティーヌ』の神じん通つう力りきが切れた数年後を見み据すえてはいなかった。

　なにより、イヴリーンは──『エルネスティーヌ』は、本当は生きているのだ。

　市井しせいの人と関わりやすくなれば、〈楽師カンタンテ〉の本分を実感できるだろうと考えて『旅芸人』を選んだ。国王のためだけの〈楽師〉をやめると決めたはずなのに、イヴリーンの両目はまだ国民の姿を捉えられていなかったようだ。

　噂で聞くのと、実際に目まの当たりにするのとでは、こうまで違うものなのか。

（『エルネスティーヌ』は、ただの『偶ぐう像ぞう』ではなかった……）

　そうして思い起こす。『プティ・エトワール様はただの偶像ではない』と繰くり返し言っていた、今も隣となりで大真面目な顔で傾けい聴ちようするリュクシオルの姿を。

　イヴリーンの上っ面しかない張りぼてが、こうまで惜おしまれる存在になっていたことを喜ぶべきなのかもしれない。けれど──ああ。イヴリーンはひっそりと息をつく。

　女将の掌てのひらから伝わるぬくもりが、痛くてしょうがなかった。

「プティ・エトワール様は、噂通り神王国で生きてんのかもしれない。御お上かみの事情なんざわからんけど、幸せならそれで充分さ。……でもね、人生は命あっての物もの種だねさ。〈楽師〉じゃないあたしらに言えた義理はないとはわかっちゃいるが、アンタらは命を大切にするんだよ。本当に危ない時は逃にげたっていいんだからね」

　熱心な訴えに、イヴリーンができたのは首を縦に動かすことだけだった。

　リュクシオルが夫妻になにかを話しかけているのは見て取れるも、会話が頭に入ってこない。先に三階へと向かった彼に続こうとしたが、たまらず振り返る。

　まだぐずぐず言っている店主の背中を、女将がさすっていた。

「あの」

「なんだい、お嬢ちゃん？　年寄りの戯たわ言ごとを聞かせてすまなかったねぇ」

「いえ、その……〈楽術ネウマ〉で咲かせた花は、とても高価でしょう。プティ・エトワール、様も、あなたがたが困こん窮きゆうされるのは……喜ばないと、思うわ。花は数より、そこにこめられた気持ちが大切では、ないかしら」

「…………気持ちの優しい娘こだねぇ、ありがとね。でも心配はご無用さ、無理して飾っているわけじゃないからね」

　それは嬉うれしそうに笑いかけられ、イヴリーンは鞭むちで打たれたように階段を駆かけ上がる。

（違うの、わたくしは優しくなんてない。いつだって、自分のことしか考えてない）

　気き遣づかったわけでもない。ただただ、後うしろめたいからだ。

　イヴリーンは奥歯を嚙みしめ、呆あつ気けに取られるリュクシオルの横をすり抜けた。

「シラク？」

　案じる眼まな差ざしを黙もく殺さつし、部屋に入るとすぐさま鍵をかける。今は一人になりたかった。




　どれくらいそうしていただろう。

　鞄を放り投げたベッドの上で、イヴリーンは両りよう膝ひざを抱かかえて丸くなっていた。

　まんじりともせず、ぼんやりしていた思考を叩音ノツクが断ち切る。誰とも話したくないので無視していれば、叩たたく間かん隔かくがどんどん短く、激しくなっていく。

　こんな暴ぼう挙きよを働く人間など一人しかいない。イヴリーンは薄うすい戸板に飛びつき、蹴けりつけた。

「お黙だまり、すかぽんたん！　近所迷めい惑わくでしょう、静かになさい！」

「お前もたいがいうるさいぞ。とっとと開けろ」

　開いた口も塞ふさがらない。抗こう議ぎしてやろうと鍵を開けた途と端たん、グッと扉とびらが引かれ、リュクシオルが滑すべりこんできた。その手て際ぎわのよさといったら。

「……水をもらってきた、飲め」

「おまえの水などいらなくてよ。勝手に飲みなさい」

「……お前、かわいくないな」

　その呆あきれ果はてた目顔に、イヴリーンは盛大に鼻を鳴らしてから踵きびすを返す。ベッドに戻り、先ほどと同じ体勢になれば、リュクシオルが隣に腰こしを下ろした。

　もっと離れなさい、という制止を遮さえぎるように切り出す。

「シラクが静かだと薄気味悪い。もっと怒おこれ」

　ずけずけとした言い草にまなじりを決しかけるも、長くは持続しない。

　相手にしなければ飽あきて出て行くものだと思っていたが、リュクシオルは動かない。別になにもしていない。ただ黙って座っているだけだ。それなのにどうしてだろう。

（こんな顔がいいだけの性しよう悪わる男おとこなのに、救われたような心地ここちになるだなんて）

　自分に特大の飛去来器ブーメランが突き刺ささりそうなことを考えていると、リュクシオルがためらいがちに口を開いた。

「さっきの話を、気にしているのか」

「…………大きな不利益はないからと、目をつぶっていたことがあるの」

　姿勢を崩くずし、胸元に触ふれる。かつてここに下げていた、〈楽師カンタンテ〉の証あかしはもうない。

〈渓けい星せいの歌うた姫ひめ〉の二つ名が刻きざまれた証は、イヴリーンの誇ほこりだった。

　天てん賦ぶの才だけで、この称しよう号ごうは得られない。かつて自分を野生児と侮ぶ蔑べつしてきた連中を見返そうと、血の滲にじむような努力の末に手に入れたもの──矜きよう持じの結晶である。

　その証を捨てることに伴ともなうあらゆる代だい償しようを背負う覚かく悟ごはしていた、つもりだった。

「わたくしのワガママは、エトワール様たちに無能の烙らく印いんを押すことだと。……それに」

　イヴリーンは言葉を区切り、唇を引き結ぶ。

　失態を演じるまでは、『完かん璧ぺきな偶像』としての役目を果たしていたと自じ負ふしている。

（だから『イヴリーン』は求められていないと、わかりきっていたことなのに）

〈魔王〉が帰り際ぎわにした『喪うしなワレタ美ヲ返シテホシイノカ』という問いに、イヴリーンは『是ぜ』と答えるべきだったのだろうか。苦い胸の内を、わずかに開く。

「噂で聞く分には、予想以上の効果を得られたと感じるだけだったのに、おかしなものね。……わたくしは、『イヴリーン』に戻るべきではなかったのかしら」

「後悔……しているのか？　力を取り戻さなかったことを」

「────いいえ」

　含ふくみを正確に汲くみ取られ、イヴリーンは一呼吸置いてから語気を強めて重ねた。

「いいえ、わたくしは悔くいてなどいなくてよ。……いくら『エルネスティーヌ』が惜しまれ、仮に過去に戻れたとしても〈魔王〉の申し出は断るし、賭かけにも含めないわ」

「……シラクらしいな」

「え？」

　くすり、と頰きよう筋きんをゆるめるリュクシオルに不ふ意いを衝かれた。イヴリーンらしい？

「女将が言っていた『オリヴィエの奇跡』。……オリヴィエ出身だという店主も、僕がだれだかわからなかったくらいだ。昔とは髪色が違うし、他にもいろいろと変わってしまった。だからお前の記憶にも、残っていやしないだろうが」

「……そうね。世界には『今まで食べたバゲットの数を覚えていられるわけがない』という言葉があるように、わたくしの記憶になくてよ」

「お前な……こういう時は噓うそでも覚えていると言っておくものだぞ」

　怒っているとも取れそうな口ぶりだが、リュクシオルは黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんを眇すがめる。それから「シラクだから仕方ない」とでも言うように鼻から抜けるように笑う。

「そうだ、お前にとっては数いる助けた国民の一人ってだけだ。……だが、僕はあの日を忘れたことはない。魔物に左目を傷つけられた僕に、お前はこう言った。『なくなったものは、元に戻せない。たとえ戻ったと思っていても、それはまやかし』だと」

　いつになく穏おだやかな声こわ音ねで、今まで不思議と話題にのぼらなかった過去に触れる。

　イヴリーンは目を凝こらし、リュクシオルの繊せん細さいな横顔を眺めた。

　去年より幼おさなさの取れた面おも立だちは凜り々りしさを増し、腕うで利ききの名めい匠しように手がけられた彫刻めいてきている。漂ただよう潔けつ癖ぺきな雰囲気がかろうじて、彼を『少年』に押し留とどめていた。

（ラー・シャイに、左目を……）

　だから前髪で片目だけ隠しているのか。記憶の引き出しを片かたっ端ぱしから開けていく。

　イリス人の多くがそうであるように、リュクシオルも黒髪だったに違いない。

　そうやって思し惟いをめぐらし、黒瑪瑙の隻眼を再び正視した瞬間──脳のう裏りに蘇よみがえったのは、片目だけで必死に見上げてくる子供の目。仕立てのいい装しよう束ぞくは血で汚よごれていたが、一目で大切に育てられてきたことがわかるほどに子供は幸福そうだった。

　突然、怯おびえる子供と目の前の少年の像が頭の中で結びつき、こぼれた声はかすれていた。

「──────あの子供がおまえだったの」

「覚えて、いたのか」

「……おまえの父親らしき男が、自分もひどい怪け我がをしているのに、到着してすぐのわたくしに息子むすこを助けてくれと訴えてきたから」

　驚きをあらわにするリュクシオルから目を逸そらす。あんなものは美談でもなんでもない。

　傷を癒いやしたあと、もみくちゃにされる子供が羨うらやましくて妬ねたましくて、頭がどうにかなりそうだった。魔物に傷を負わされ、不自由を味わおうと、この子供は愛されている。

（あの時のわたくしは、助けた子供に嫉しつ妬としていた）

　だって、イヴリーンにはいなかった。自分の子供であろうと、それだけで命を擲なげうてるわけではない。我が身を顧かえりみることなく、護ってくれる存在がなによりもほしかったのに。

　もちろん今は違うと知っている。ひばりや王家、楽院で出会った人々が教えてくれた。それでも、だ。それでも欲張りなイヴリーンは、ある想いを捨て去ることができない。

　不自然に落ちた沈ちん黙もくを破ったのは、やはりリュクシオルだった。

「普段のお前は傲ごう慢まんきわまりないが」

「おまえこそ自分の顔を鏡でごらんなさいよ！」

「けれど、筋は通っている。いつだって、シラクの軸じくはブレていない。……お前の言うことはもっともだと思う。たとえば砂の城。美しく作り上げるのに何時間かかろうが、壊こわれるのは一瞬だ。元に戻そうと思っても、同じ砂の城は作れない。絶対に」

　声が詰まる。なぜ力を取り戻さなかった、と疑問という名の非難をぶつける気配はない。

（変な男ね）

　あれほどプティ・エトワール、プティ・エトワールとうるさかったのに、勝手な美化で見比べることはなくなった。編へん入にゆうした当初の硬こう化かした態度でこそないが、リュクシオルの悪態は通常通りだ。

「だから、お前は『いらない』と返したんじゃないのか？」

「…………そうよ。一度喪ったモノは、かつてと同じ形では戻らない」

　リュクシオルの変わらぬ態度のせいだろうか。イヴリーンも素直に肯こう定ていできた。

「ねえ。おまえは、ムジカ石の光の意味を考えたことはあるかしら？」

「別色五色が、五大元素すべてを操あやつれる証明だろう？　ただ六色と七色は……そういえばなにを意味するのか、明確な区分までは習っていなかったな」

「そう。……別色五色はヒトの、六色は精霊の、七色は神々の領域とたとえれば──その領域に立つ〈楽師カンタンテ〉が揮ふるえる力の限界が、おまえにも理解できるのではなくて？」

　以前のイヴリーンはすべての元素を思いのままに操れた。どれほど力を行こう使ししようと疲つかれなかったし、少なくとも精霊王相手なら〈楽術ネウマ〉で後おくれを取らない自信もあった。

　だが、必ず帳ちよう尻じりは合うようになっている。神々の領域は、ヒトの肉体には負ふ荷かが大きすぎるのだ。普通に〈楽術ネウマ〉を操る分には問題ないが、強大な力を引き出そうとすれば寿じゆ命みようが縮ちぢまる。魂を削けずって揮っているのだから当然の摂せつ理りだろう。

　それをよく理解し、弁わきまえていたイリス国王は、本当に必要な時だけイヴリーンの七色の力を頼った。『オリヴィエの奇跡』などが、その重大な事案の一つだ。

（わたくしの歌声が届く全域のラー・シャイと穢けがれを一気に浄化し、領民全員の傷を癒すのはいささか骨が折れたけれどね）

　寿命を削ってまで利用されても構かまわないと思ったのは、イリス国王の頼みだったからだ。

　国王は優しいばかりではない。時に過か酷こくな選せん択たくをする時もある。けれど、その選択のすべてに国を憂うれい、民たみを想い、家族を愛する姿が透すけるからこそ、恩に報むくいたかった。

〈楽師カンタンテ〉になったのはなりゆきでも、なに一つとして後悔はしていない。

（そうよ、悔いたりしない。……オリヴィエにまた教えられるなんて一生の不覚ね）

　物思いから覚さめれば、ずっと重苦しかった胸中が晴れていく。

　リュクシオルに視線を戻すと、彼は鼻先に皺しわを寄せて聞き返してきた。

「……どういう意味だ？」

「エトワールとプティ・エトワールに選ばれるための条件は、最低でも五大元素すべてを操れることだというのは、おまえも承しょう知ちの通りだと思うわ。それは精霊に対抗する必要があり、国土を豊かにしようと思えば、精霊の力を借かりることもあるからよ」

　その点についても、イヴリーンは誰よりも秀ひいでていた。力で従わせずとも、精霊自みずから歌を聴きたいがために集まってきたからだ。

　できるだけ嚙み砕くだいて教えたつもりだったが、だんだんとリュクシオルの表情が曇くもっていく。その表情の意味は気にかかるも、今でなければ吐と露ろできないこともある。

「一度は奪われたそれほどの力が変質しないなんて、ありえないと思わなくて？　賭けに含めて取り戻せたとしても、それはわたくしの音ではなくなってしまう。たとえ聞き苦しくても、今の音がいい。……だから、そう。これで、いいのよね」

「僕は」

「え？」

「僕はまだ、お前を支えるに足りる〈詩人バルド〉にはなれそうにない」

　イヴリーンはまばたきを繰り返した。聞き間違いかと思ったが、相手は終始真顔だ。

　この負けん気の強いリュクシオルが、いったいどんな心境の変化なのか。

「意味は痛いほどわかる。ただその感覚は、僕には理解できそうにない。それは僕が未み熟じゆくだからだ。……シラクがくぐってきた修しゆ羅ら場ばも、安い想像しかできない。それでも」

　リュクシオルもなのか、と失望感が胸を過よぎった時。ひたりと視線を宛あてがわれる。

　イヴリーンから意味ある言葉を奪い去るあの力強い眼がん光こうが、柔やわらかくほころんだ。

「必ず追いついてみせる。……だから、待っていろとは言わない。僕を待たなくていい。待つお前に背中を預けられたって、胸むな糞くそ悪わるいからな」

「オ、リヴィエ」

　──必ず追いついてみせる。

　リュクシオルは、その困難さを知っているのだろうか。

　イヴリーンは以前ほどの力は喪っているし、音感もやっと『普通』まで回復したばかりだが、リュクシオルが感じる音の世界とは違う世界にいることに変わりない。

（わたくしの力を目の当たりにして、張り合おうとした〈楽師カンタンテ〉はいなかった）

　当代エトワールはさっぱりした気性で、妬みそねみとは無む縁えんな人間なので除外だ。

　ソンジャンテの婚こん約やく者しやの座にしてもそうだ。イヴリーンと対面して、それでもその座を奪い取ってみせるという気き概がいを見せる令れい嬢じようはついぞ現れなかった。

　どうしてなのだろう。イヴリーンはまた思う。

　心を読んでいるのかと怪あやしむほど、どうしてイヴリーンの求めるモノがわかるのか。

　……諦めずにいることは、とても難しい。真まっ直すぐでい続けることも。

　ずっと逃げてきた不誠実な相手だろうと、リュクシオルが紡つむぐ音に噓うそ偽いつわりはない。

「そんな僕が持つ言葉は限られているが──たとえどんな人間が非難しようと、シラクは最後まで自分を貫つらぬけばいい。楽院に現れた魔物を、たった一人でも浄化を試こころみたお前の行動で、反感を持っていた僕たちの心を動かしたように。……今の僕じゃ背中は無理でも、胸くらいなら貸せる。安心して泣きつけ」

「…………わたくしより小こ柄がらな男に泣きつく趣しゆ味みはなくてよ」

「んなっ……!?」

　わざとつっけんどんな態度を取れば、リュクシオルは顔を真っ赤にして全身を震わせた。

「シ、シラク……よ、よりにもよって、この流れでそれを言うか……!?　こンの雰囲気ぶち壊し女が！　ふざけるな、僕は小柄じゃないぞ！　お前がデカいんだ、というか目線が同じなのに小柄もクソもあるか！　今に見てろ、すぐに追い越してやるっ」

「負け犬の遠とお吠ぼえって、なんて心地いいの。もっとわたくしを妬むがよろしいわ！」

「頼むから、口を開かないでくれ。どうしてこんな女がいいのかと後悔しそうになる。……さっきまでのしおらしいお前はどこにいったんだ、僕の幻覚か？」

　今度は遠い目になった相手を無視して、イヴリーンはテーブルに手を伸ばす。

　胸のつかえが取れて、余裕が出てきた。持ってこられた水を飲んでもいい気分になったので、硝グ子ラ杯スに口をつけようとした拍ひよう子しに、放り投げたままの鞄が滑り落ちる。

　音を立てて中身が散らばっていく。ちゃんと蓋ふたを閉めていなかったせいだ。片づけようと身をかがめれば、こてんと目の前に小鳥のぬいぐるみが転がり出た。

「きゃあああああああああっ」

「うおっ!?」

　悲ひ鳴めいに驚いて仰のけ反ぞったリュクシオルに構わず、ぬいぐるみを掛布の中に隠す。

　長い静せい寂じやくを経へて、体ごと背そむけた状態で、イヴリーンは恐おそる恐おそる問いかけた。

「……………………見たわね」

「は、見たってなにを？　……ああ、ぬいぐるみのことか？　橙だいだい色いろのスカーフを巻いた……なんだかあの精霊に似ているが、それがどうかしたか」

「見たのね」

　次いでイヴリーンは傍かたわらにあった椅い子すの脚あしを摑つかんだ。そのまま勢いよくぶん回す。

　間一髪で避さけたリュクシオルが声を張り上げる。その顔色は青かった。

「なにをするんだっ!?」

「今ここでおまえの頭をかち割れば、お手軽に記き憶おく喪そう失しつを味わえると思うの。大人しく割られなさい！　おまえの息の根を止めて、わたくしは生きる！」

「照てれ隠しが物ぶつ騒そうすぎる！　お前の乙女おとめ趣味なんて言いふらさないから落ち着け！」

「うるさいうるさいっ、マルソーから押おしつけられただけよ！　乙女趣味と呼ぶなっ」

　狭せま苦くるしい部屋をぐるぐると追いかけ回していたら、「うるっせーぞ！」と隣りん室しつの薄い壁から怒ど声せいが飛んできた。仕方なくリュクシオル記憶喪失計画を断念する。

　むっとしたまま椅子を片づけていると、リュクシオルが「おい」と話しかけてきた。イヴリーンと違って息は乱みだれておらず、つくづく小こ憎にくたらしい男だ。

　目線だけで促うながせば、相手はごくりと喉を鳴らす。その全身から逬ほとばしる緊きん迫ぱく感かんに、イヴリーンまで釣つられて息を止めてしまう。ケンカを売られているのかと勘かん違ちがいしそうになるほど険けわしい表情だ。何度か口をぱくつかせたかと思うと、がっくりと肩を落とす。

「そ、その、イ、イ…………もう夜も遅おそい、おやすみ！　明日も天気だといいなっ」

「……おやすみなさい」

　急激に元気になった男はぎくしゃくと部屋をあとにする。いったいなんなんだ。

　しきりに頭をひねりつつ、イヴリーンは掛布からぬいぐるみを取り出す。

「……よかった、潰つぶれてないわ」

　ホッと胸を撫なで下ろして、枕まくら元もとに添えた。そこでふっと冷静になる。

（いろいろあって気にも留めなかったけど……まともに話したの、久しぶりね）

　問い詰められる心配のない、ひと気が多い時は普通に交流もあった。けれど今日まで、二人っきりになることを全力で避けていたので変な気分だ。口くち許もともむずむずしてきた。

　でも、とイヴリーンは頰ほおをつねり、表情を引きしめる。

「…………ふん、気を許すにはまだ早くてよ」

　ぬいぐるみを爪つま弾はじき、持ってきた寝衣に着替える。それから灯あかりを消して掛布にもぐりこめば、その夜はぐっすりと眠ることができたのだった。
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　そこは石造りの一室。おぼろげなムジカ石の灯あかりだけが頼りの部屋に生活感はない。

　調度品のかわりに、噴ふん水すいと見み紛まがう巨大な水すい盆ぼんだけが中央に置かれている。

　次に目を惹ひかれるとすれば、壁かべにかけられた肖しよう像ぞう画がだろう。

　青あお薔ば薇らの花言葉は奇き跡せき、神の祝福。

　自然の摂せつ理りに逆さからった花は、〈楽術ネウマ〉と絵かい画がの世界にしか存在しない。

　幻まぼろしの花を手にした美しい少女は、静かな絵画の中で薔薇色の唇くちびるをほころばせていた。

　そんな異様な雰ふん囲い気きにつつまれた空間に、朗ろう々ろうと流れていた歌が途切れる。

「ようやっと動いたか」

　水盆の縁ふちに腰こしかけ、繊せん手しゆをかざして歌っていた存在がうっそりと笑えむ。

　肖像画の少女は精せい巧こうな陶磁人形ビスクドールのごとく麗うつくしいが、この存在はそれこそ青薔薇とたとえるべきだろう。奇跡の美び貌ぼうは、神をも惑まどわせるほど清せい廉れんだ。

　その発言を受けた男は、水盆を覗のぞきこむ。

　水面には、珍めずらしい瞳ひとみの色をした黒髪の少女が映うつっている。奇くしくも絵画の少女と同じ、階調のような緑がかったヘーゼルの瞳だ。そう、偶然ならば。
















　その少女は怒いかり狂くるい、隻せき眼がんの少年を追いかけ回しているようだったが、この水盆は音声までは伝えてくれない。ただ遠くの光景を映し出すだけだ──少年の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくにひそかな喜びを見み出いだす、少女の心の動きまでもを。

「ふふ、なんと仲なか睦むつまじき光景であろう────反へ吐どが出る」

　純じゆん白ぱくのローブをまとった存在はぴしゃりと水面を叩たたき、投影していた風景を打ち消す。

　閑かん雅がに身を起こせば、額ひたいのムジカ石の飾かざりがきらめく。発散させる苛いら立だちとは裏腹に、口くち許もとの笑みは変わらない。貼はりついたように美しく、その存在は毒を吐はいた。

「あのような下げ郎ろうと馴なれ合うなど……その卑いやしき血筋を考えればふさわしいか」

「猊げい下か」

　男の呼びかけに、相手はがらりと優しい声こわ色いろに変えて答えた。

「ああ、ナゼール。僕としたことが、とんだ遠回りをしてしまった。……首尾は？」

「はいぃい！　アレは問題外ですが、例の精せい霊れいは結構いい感じに刺し激げき的てきですぅ！」

「…………ナゼール？」

　立てかけていた笏しやく杖じようを手にすると、石いし畳だたみを殴おう打だする。そして猫ねこ撫なで声ごえで続けた。

「貴き様さまの性せい癖へきなど知らぬ。戯たわむれもすぎれば、首でも飛ばそうか」

「はい喜んでーっ！　あぁっ猊下！　畜ちく生しようにも劣おとる下か等とうな私めの働はたらきに、かような褒ほう美びを用意してくださるなど……神ですか！　神ですね！　あっ神でした、私としたことがテヘペロでございますぅ！　猊下万ばん歳ざい！」

「興きようが削そがれた。貴様は勝手に野の垂たれ死じね」

「放ほう置ち行こう為いですか!?　大だい歓かん迎げいです！」

　目め障ざわりな雑ざつ草そうを見る目つきのまま微笑ほほえむという器用なマネをする存在に、男はうっとりした。これこそ理想の『ご主人様』だ。男の飢うえを満たしてくれる、唯ゆい一いつ無む二にの存在。

　男にとって、『ご主人様』の思おも惑わくなどどうでもいい。神や信しん仰こうにだって興味はない。

　重要なのは、男を虐しいたげてくれるかどうかだ。

　その点、『ご主人様』は息をするように男の欲望を叶かなえてくれる。なんて素晴らしい存在なのだろう。だからこそ、注そそがれた期待には全力で応こたえてみせる。

「順調すぎてあくびが出ますが、私はいつでも動けます！　猊下のためなら喜んで！」

「そうか。ならばあやつらを出で迎むかえる大たい役やくを任まかせよう。一いつ睡すいもすることなく遂すい行こうせよ」

「はぁん！　私、そういう縛しばりも大好物ですぅ！」

「………………貴様、心底気持ち悪いな。いっそ心の臓が止まればいいのに」

　蔑べつ視しも、男は嬉き々きとして受け止めた。

　──この存在が『ご主人様』で在ある限り、男は絶対的な味方である。

　たとえ魔ま物ものに魂たましいを売り渡す行為に等ひとしくても、迷うことはない。

　歓かん喜きに打ち震ふるえる男を横目に、『ご主人様』は肖像画を見上げる。たおやかに伸ばした指先は少女の泣き黒子ぼくろから薔薇色の唇を辿たどると、顔を寄せて狂おしく囁ささやいた。

「──エルネスティーヌ。早く貴様の絶望を目にしたい」

　けぶるような睫まつ毛げの奥に覗く瞳は、菫すみれ色いろの瞋しん恚いに燃えている。
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　翌朝。朝食を摂とったあと、イヴリーンたちはすぐ行動に起こした。

　辻つじ馬ば車しやを捕つかまえればいい話だが、それでは時間がもったいない。

　足となる馬が必要だった。しかし、その馬を入手するにも金が要る。

　リュクシオルの路ろ銀ぎんを使えば容た易やすく買えるが、その手段はイヴリーンの矜きよう持じが許さない。

（これ以上オリヴィエに借かりを作るくらいなら、舌を嚙かみ切った方が百万倍マシだわ）

　そこで、二人はさっそく芸で路銀を稼かせぐことにした。

　ただし、〈楽術ネウマ〉を使った芸は厳禁だ。

　リュクシオルは護ご身しん用として剣の携けい帯たい許可を得られただけであって、楽生は非常事態以外で、楽院外での〈楽術〉の発動を禁じられている。

　イヴリーンは大通りを歩きながら、リュクシオルに言った。

「芸をするなら、人通りが多い場所がいいわ。そこに、派は手でに客を集めている芸人がいれば言うことなしね。上う手まくいけば、そいつの分の客もかっさらえるもの。音おん痴ちで有名なのは不ふ本ほん意いだけれど、このフィデールでイヴリーン・シラクの顔が知られているのは都合がよくてよ。〈楽師カンタンテ〉だとわかれば、硬こう貨かをはずんでくれること間違いなしだわ」

「……詳くわしいな」

「街角に立って歌うのは十年ぶりになるけれど、歌で飯めし代だいを稼ぐのは慣なれているからね」

　何気なく答えれば、物言いたげに見られたが、受け流して広場の片かた隅すみで立ち止まる。

　楽がく術じゆつ都と市しフィデールは歌劇場が多いので、元々活かつ気きがあるのだが、劇場前の広場で演奏に合わせて大道芸を披ひ露ろうする芸人がいた。絶好の場所だろう。

　視界の端はしに映りこむ白い菖蒲イリスを意識しながら、リュクシオルに指示を出す。

「芸は剣けん舞ぶよ。おまえは、わたくしの歌に合わせなさい」

「それは構かまわないが……なにを歌うんだ？」

「打ち合わせはなしよ。おまえは感じるがままに舞まえばいいの。光栄に思うがよろしいわ、わたくしの美声と共演できることをね！」

「シラクのその自信はどこから湧わいてくるんだ」

　ふんぞり返った高笑いに、リュクシオルは呆あきれ顔で長剣を構える。

　イヴリーンは「それでいいのよ」と鷹おう揚ように頷うなずき、瞼まぶたを下ろす。ああは言ったものの、実は演目は決まっていない。けれど、魂に語りかければ湧き出いづる詩し篇へんがあった。

　心の赴おもむくがまま、小こ鈴すずのバングルをはめた片かた腕うでを振り下ろす。それが、開演の合図。




「──嗚お於お！　愚おれ者よ、孤こ高こうなる正義よ！」




　歌い出しは低音からはじまる。武勲詩シヤンソン・ド・ジエストだ。仲間の忠告を無視し、驕おごったがゆえに身を滅ほろぼぼしかけた英雄を題材にした、有名な抒じよ情じよう詩しの一いつ篇ぺんである。

　鈴すずを使って拍ひよう子しを取れば、リュクシオルもそれに乗り、韻いん律りつを踏ふんで剣を振るう。勇いさましく風を払う斬ざん撃げきの音ね色いろが、心地ここちよく耳じ朶だを打つ。

　目を閉じたままでも、イヴリーンには虚こ空くうに描えがかれる軌き跡せきが見えるようだった。取りこんだ空気は音として解放し、今度は高く伸びやかに発する。


「──其その戒いましめも、力の前では木ぎれとなり




いと高き神のしもべも、玉座に坐ざす男も、権力を揮ふるう女も、役には立たぬ

審しん判ぱんは下される、世界が奏かなでし音と共に

驕きよう慢まんの魔物は、汝なんじを死へといざなわんと

戦場を駆かる馬車の担にない手も、愛かなしき者たちも、覆おおい隠かくすのだ」



　詩の物語は佳か境きようへと突入する。英雄は訪おとずれる困難の数々に、仲間の大切さを知るのだ。今さら助けは乞こえぬと己おのれを追い詰つめ、窮きゆう地ちに立たされた最後、選せん択たくを迫せまられる。

　そこで、ふと気づく。鈴の音に合わせて刻きざまれる手拍子に。

　思わずといったように瞼を押し上げれば、人の群むれがイヴリーンの眼界を埋うめ尽つくす。彼らは時に拳こぶしを振り上げ、歓喜していた──イヴリーンの、不ぶ恰かつ好こうともいえる歌に。

〈楽術ネウマ〉だって使っていないのに、そよ風に揺ゆられる季節はずれの菖蒲イリスも、心なしか艶つやめいている。胸が塞ふさがれて、途切れさせてしまった歌を、凜りんとした低声が引き継ついだ。


「──謳うたい、闘たたかえ！　昇る日輪と共に！




哮たけろ、贖あがなえ！　明めい月げつの微笑みに！」



　肩越しに見返れば、声の主ぬし──リュクシオルと目が合った。

　彼は口の端をゆがめ、足も派手に踏み鳴らす。さらに降り注ぐ矢が実在するかのように打ち払い、切っ先がかすめたかのように上体を反そらした。実に見事な剣の舞だ。

　その一いつ閃せん一閃には気き迫はくがこめられ、微み塵じんの迷いも介かい在ざいしない。使い手の気性を表して、胸に切りこむひたむきさで、見る者の心に確かな勇気を植えつける。

　一いつ瞬しゆんだけ役割を忘れたイヴリーンも、負けじとリュクシオルの声に重ねた。


「──しるべなる星を抱いだき、吊つるされろ！　其その驕慢を対価に、運命を回すがいい！




角笛コルネの音ねも高らかに、蒼そう穹きゆうに吞のまれれば

嗚あ呼あ！　識しる者よ、いと高き正義よ！

嗚於！　軍馬の嘶いななきよ、試練を終ついに遂とげたのだ！」



　しゃん、と終演を告げる鈴の音は、はじけた汗と一緒に、余よ韻いんを残して消えていった。

　イヴリーンはいつにない充足感を味わう。ただ歌うことがこれほど心こころ躍おどるものなのだと、教えられた気がした。練習室の中だけではけっして生み出せない音だ。

　荒ぶる呼吸を整えていると、一いつ拍ぱくの静せい寂じやくののち、爆発的な歓かん声せいと拍手につつまれる。

「ブラーヴォ、ブラーヴァ！　見事だったよ！」

「ちょっと、あれって『葡萄月ヴアンデミエールに訪れた美意識の死神』じゃない!?」

「す、すげえ……！　人類の超進化、いいやっ〈神しん王おう〉の奇跡！」

「あの死にかけたロバみてぇな殺人級の音痴が、すさまじい進歩じゃねぇか！」

「嬢じようちゃんと歌ってるってぇことはだぜ、坊ぼつちゃんの方も〈楽師カンタンテ〉の卵とみた！」

　純じゆん粋すいな称しよう賛さんにまじって聞き捨てならない言葉も拾ったが、あちらこちらからまばゆいモノが飛んでくる。目の前で落ちていく硬貨を見つめ、イヴリーンは心から微笑んだ。

　スカートの裾すそを持ち上げ、優ゆう雅がに腰だけをかがめてお辞じ儀ぎをすれば、歓声が大きくなる。

「嬢ちゃんら！　勉強、がんばれよ！」

「ステキな〈楽師〉さまになってちょうだいねー！」

　イヴリーンもリュクシオルも、激げき励れいには手を振ることで応え、しばらくすると観客の姿は減っていった。違ちがう芸人のところに流れていったのを見届けたところで、硬貨を拾う。

（これだけあれば、馬なんて余裕で六頭は買えそうね）

　さすがに金貨はないが、小銀貨だけでなく普通の銀貨まで散らばっている。想像以上の儲もうけに、機き嫌げんよく鼻はな唄うたを歌っていると、リュクシオルが殊しゆ勝しような調子で声をかけてきた。

「……なぜ、シラクが『旅芸人』を選んだのか……わかったような気がする」

「そういうおまえも『旅芸人』でしょう。マルソーが言っていたわ」

「ああ。けれど、深く考えて決めたわけではない。……お前が『旅芸人』を選択したと教官から聞き出せたから、用心棒を目指すことに決めただけで」

　こいつ、意外と主体性というものがないな。

　イヴリーンはジト目になりながら、その教師は見つけ次し第だい、逆さ吊りにすると決めた。

「だが、今は『旅芸人』を選んでよかったと思う。気取った舞台から見下ろすより、真向かいで観客を眺ながめながら歌う方が、数百倍気持ちがいい。……シラクに感謝している」

「……感謝されるような謂いわれはなくてよ」

「お前がいなければ、僕は『旅芸人』ではなく、近衛このえ隊たいへの入隊を望んでいた。……そうしたら、この快かい感かんを知ることはできなかっただろう。だから、感謝しているんだ」

　これは誰だ。やけに優しい語調に、イヴリーンは慄りつ然ぜんとした。

（もはやなにかが乗り移っているとしか思えなくてよ！）

　皮肉めいた物言いではないリュクシオルには慣れていない。先せん刻こくの興こう奮ふんも相まって、頰ほおが熱くて仕方がなかった。この男は、こういうところが卑ひ怯きようなのだ。

　眼鏡めがねで表情を隠し、それからは黙もく々もくと硬貨を集める。

　目当ての馬も購こう入にゆうでき、二人は楽術都市フィデールを旅立ったのだった。







　特に大きな騒動に巻きこまれることなく、イヴリーンたちは順調に陸路を往いく。

　路銀が尽きないよう、こまめに補ほ充じゆうしながら一週間。

　ようやくトゥルペ王国との国境沿いにある街まで辿り着いた。

　路銀はたんまりあるので、さっさと関所に向かう。が、ここで肝かん心じんなことを思い出す。

「う、うっかりしていてよ……！　わたくし、通行手形をすっかり忘れていたわ！」

「お前は肝心なところで詰めが甘いな。迂う闊かつ以前の問題だと思うが」

　こればかりは言い返せず、イヴリーンは「ぐぬぬ」と歯は軋ぎしりを立てるばかりである。

　一度宿屋に引き返して、通行手形の発行を楽院に頼むべきか。そんなことを考えこんでいる間にも、リュクシオルは迷いなく関所の列に並んでしまう。

「ちょっと」

「……言っただろう、お前が突っ走っても僕が補おぎなうと。通行手形二人分、出しゆつ立たつの際にもぎ取っておいた」

　なんてことなく告げられ、イヴリーンは目をしばたく。

　ここまで用意がよすぎると逆に引いてしまうわけだが。

「おまえ、それでよく実家への帰き省せいという詭き弁べんを押し通せたわね」

「どんな物事にも、建たて前まえは必要というだけの話だ」

　気き障ざったらしく肩をすくめてみせる男は無視して、隣りん国ごくへの入国手続きをすます。

　馬から降りて、手た綱づなを引きながら関所をくぐり、トゥルペ王国に一歩踏み入れた途と端たん。辺りの景色に目を配る暇ひまもなく、押し寄せる匂においに二人してむせた。

「トゥルペには外交でも来たことがないから、今、初めて知ったけれど……す、すごい甘い匂いね……」

「あ、ああ。さすが甘かん露ろの都みやこと呼ばれるだけある」

　トゥルペ王国の名物は菓か子しなのだ。

　さもありなんだが、通行の邪じや魔まにならないよう道の隅すみに身を寄せる。匂いに慣れるまでじっとしていると、イヴリーンの足元になにかが突進してきた。馬がイヤそうに嘶く。

「きゃ────」

「シラク!?」

　予期せぬ衝しよう撃げきによろめき、手綱を離したイヴリーンに、リュクシオルが咄とつ嗟さに腕を差し出す。条件反射で摑つかめば、なんとか転倒は避さけられた。

　イヴリーンは安あん堵どの吐と息いきを漏もらしてから、はたと思い至る。そろりと視線を落とすと、リュクシオルの腕が腰に回り、体が密着していた。下手をすれば、唇が当たっていただろう。現状をよく理解した脳みそは、一いつ瞬しゆんにして沸ふつ騰とうする。

「きゃあああああああああっ!?」

「うおっ、いきなり手を振り回すな！　危ないだろう！」

「み、耳元でしゃべらないで！」

　耳たぶをかすめる吐息がくすぐったくて、やみくもに暴れていると、すっかり忘れ去っていた足元で舌足らずな声が聞こえてきた。

「ねえちゃ！」

「…………なぁに、この子供」

　イヴリーンの脚あしには、あちこちに毛先が跳はねた黒髪の男の子が抱だきついていた。砂遊びでもしていたのか、よそゆきと見受けられる服も泥どろまみれだ。

　どうりで身動きが取りづらかったわけである。納なつ得とくしていると、喜色満面だった子供は一転して泣きべそをかきはじめた。無む論ろん、イヴリーンはすごんでなどいない。

「う、うぇ……ね、ねえちゃ……ねえちゃじゃ、ない……ねえちゃが、ねえちゃ……」

　意味不明な供きよう述じゆつを繰くり返す子供と黙だまって見つめ合う。

　反応に困こまっていたら、複数の足音が慌あわただしく近づいてくるのがわかった。今度はそちらを見れば、どこか大人びた少年と、ぼんやりとした目つきの少女が息を切らしている。

「す、すいません！　そいつ、ぼくらの弟で！」

　弟？　イヴリーンは首をかしげて、三人を見比べた。

（兄きよう弟だいにしては、少しも似ていないけれど）

　子供は黒髪で、少年は赤髪、少女は茶髪だった。全員髪色が違う。顔立ちにも共通点は見つけられないが、『服に着られている』お仕着せといい、なにかわけがありそうだ。

　少年は子供に頭を下げさせながら、「すいません！」と繰り返す。

「悪気はないんです、ホントすいません！　……マルクス！　急に走り出したら危ないだ、ろ──に、姉ちゃん!?　いつこっちに帰って……えっ、あれ!?　胸がある！」

　遠えん慮りよなく噴ふき出したリュクシオルのつま先を踏みつけ、にっこりと口角を持ち上げる。

「おまえたち、ちょっと、路地裏まで行きましょうか」




　笑顔の脅きよう迫はく──圧力で聞き出してみると、この兄弟は、イヴリーンによく似た姉を持つという。遠くに出で稼かせぎに行ってしまった姉恋しさに、あの子供は突撃してきたらしい。

　姉も黒髪ということで、余計に人違いしてしまったのだろう。それにまだ他にも兄弟がいるという話である。不思議な家族構成より、イヴリーンはその姉に興味を持った。

「完全に完かん璧ぺきに美しいわたくしと瓜うり二ふたつだなんて、目の錯さつ覚かくじゃないかしら」

「えっ。姉ちゃんはもっと美人……いやっごめんなさい！　お姉ちゃんもかわいいよ！」

「他た愛わいない、子供の正直な感想じゃないか。か、かわ、かわいいものだろ……ぷっ」

　こ、こいつら……まとめて火あぶりにしてやろうか……。

　年下には寛かん大だいに振る舞ってやるつもりでいたイヴリーンの癇かん癪しやく玉だまも破は裂れつ寸すん前ぜんだ。

「…………………………い、いの、気にしないで、ちょうだい。……ぶちのめす」

「おい、壁を殴なぐるのはやめろ。なんでお前の手は無傷で、壁だけ抉えぐれているんだ」

　逆光を背負って壁を凹ぼこり続けるイヴリーンに、ぽやーっとしていた少女が呟つぶやいた。

「……ねえさん、似てる……」

「ねえちゃ！　ねえちゃ！」

　壁に拳を叩きつける姿が似ているとすれば、件くだんの姉とはどんな猛もう女じよだ。

　子供は手をぱちぱちさせて喜び、少年が屈くつ託たくなく見上げてくる。

「関所から来たってことは、お兄ちゃんたちはイリス人？　これからどっかに行くの？」

「ああ、そうだ。神王国に向かう途中なんだ」

「神王国っ!?」

　少年は急せきこんで叫さけび、身を乗り出す。少女の方も眠たげだった目を大きくし、じーっとリュクシオルを凝ぎよう視しした。子供は無む邪じや気きにイヴリーンの三つ編みを引っ張っている。

「あの、二人は、神王国に行くんだ!?　ですか!?」

「……言葉、おかしい……」

「うっ、カレンごめん。……そのっ神王国に行くなら、伝言を頼みたいんですけど！」

　伝言？　イヴリーンとリュクシオルは顔を見合わせた。

「ぼくら、最近やっと字が読めてきたけど、書く方はぜんっぜんダメで……姉ちゃんに手紙を出したくても、姉ちゃんも読めるかわかんないし」

「それは」

「で、でも、伝言なら字なんて読めなくても大丈夫ですよね!?　だから、姉ちゃんに伝えてほしいんです！　ぼくらはずっと、姉ちゃんを待ってるって。もらったお金も、使いすぎないようにしまってるし！　ぼくもカレンも、学校に入れるようがんばって勉強するから！　早く帰ってきて、一緒に暮くらそうって！」

　両手を握にぎりしめ、熱をこめてまくし立てる少年は、とにかく一いつ生しよう懸けん命めいだった。

　なんとなく、イヴリーンには少年たちの生おい立たちがわかる。

　どうりで服だけ浮いているはずだ。なぜなら──

（そうか……この子たち、わたくしと同じように貧ひん民みん街がいで育ったのね）

　年頃にしては小こ柄がらだし、ふっくらとしているはずの頰がこけている。兄弟で顔が似てないのも当然だろう。だって、彼らは血など繫つながっていないのだから。

　甘い匂いばかりに気を取られていたが、路地裏を見れば、その街の水準がわかる。すえた臭においはしないが、ちらほらと煉れん瓦がに座りこむ住人の目は虚うつろだ。

　複雑な心境だった。王宮に引き取られるまでの自分を思い出してしまって気分が悪い。

「……おまえたちと、その姉の名前は？」

「へ、ぼくはペーター。こいつはカレン、チビはマルクスで……姉ちゃんはロジェだよ」

「そう。……わたくしの気が向けば、伝えてやらないこともなくてよ」

　ふん。イヴリーンは鼻を鳴らし、三つ編みを払った。

　貧民街の住人が、なぜ聖せいカントゥース神王国に出稼ぎに行けるのか。答えは明めい白はくで、〈楽師カンタンテ〉として目覚めたからだろう。金というのも、その際にもらったものに違いない。

　このむしゃくしゃとした気分を晴らすには、『お願い』を引き受けるのが手っ取り早い。

　なにやら翻ほん訳やくができたらしい少年たちはにこにこして、何度も頭を下げた。

「ありがと！　お姉ちゃん、すっごく優しいね！　でも姉ちゃんはさ、もーっときれいで優しいんだ！　世界一カッコイイ、自じ慢まんの姉ちゃんなんだから！」

「……そう、とても、強いひと……わたし、ねえさん、だいすき……」

　誇ほこらしげに姉を語る少年たちは、確かに一つの『家族』だった。まぶしいほどに。

　ひっそりと笑みをこぼせば、なぜか痛いほどの視線が頰に突き刺さる。それから路地裏を出て、仲のいい兄弟たちと別れると、静かだったリュクシオルがぼそぼそと口にした。

「……シラクは子供が好きなのか？　伝言を引き受けること自体は、僕も賛さん成せいだが」

「別に。うるさくて、厚かましくて、かわいげもないし、好このましい部分などなくてよ」

「僕は今、あいつらに搭とう載さいされていた翻訳機が切実にほしい」

　そんな翻訳機があったら、踵かかと落おとしで即日粉ふん砕さいである。

　遠い目で呟くリュクシオルから顔を背そむけ、鬱うつ屈くつした思いを吐き出す。

「トゥルペは……不運ね。これだから、コルンブルーメに近い街はイヤなのよ」

「『絢けん爛らんの都』で有名な、うちの隣国でもあるコルンブルーメ帝国のことか？」

「そうよ。当代〈神の子フイーリウス〉の出身国でもあるわね。……あの子たちを見ていて、気づかなかった？　訛なまりはあれど、話し方はしっかりしていたわ。でも、発育が遅おそすぎる。今は身み奇ぎ麗れいにしていても、少し前まで食べるものに困っていたんだわ」

　眉まゆをひそめ、最後は独ひとり言ごとのように添そえる。

　イリス王国と国境沿いのこの街でさえ路地裏が寒さむ々ざむしいのだから、コルンブルーメ帝国と接している街はどれほど荒れているのか──想像したくもなかった。

　コルンブルーメ帝国は体てい裁さいを重んじる、貧ひん富ぷの差が激しい国だ。格差に耐たえきれず、平和なイリス王国への不法入国者は後を絶たない。

　イヴリーンが生まれ育った街も、コルンブルーメ帝国に近かった影えい響きようで治ち安あんは最悪だった。国王も対策をとっていたが、より重要な防ぼう衛えい拠きよ点てんを優先するのは致し方のないことだ。

（あそこは科学大国でもあるから、〈楽師カンタンテ〉の扱いも悪いし、いい印象がないのよね）

　最さい高こう司し祭さいなどの待たい遇ぐうはいいけれど……、と考えたところでハッとする。

　そうだ。当代〈神の子フイーリウス〉は、その〈楽術ネウマ〉嫌ぎらいの国出身だった。

　ひばりが本物なら、相手が〈神の子〉でも屈くつするとは思えないが──ひどい目に遭あっていないだろうか。杞き憂ゆうだと自身に言い聞かせるも、どうにも落ち着かない。

　無意味に手綱を引っ張ったりしていると、機嫌を悪くした馬が尻尾しつぽを振り回す。

「やだっ、泥が飛び散るでしょう！　肥ひ料りようにもできない場所ではやめなさい！」

「わかっていたが、お前はつくづく、真ま面じ目めな雰囲気が長続きしないな」

　安全地帯から話しかけてくる不届き者に、イヴリーンは眉まゆ尻じりを吊り上げた。

「オリヴィエ、一人だけ避ひ難なんするだなんていい度ど胸きようじゃない……覚えてらっしゃいっ」

「覚えていられたらな。次の街に行くぞ」

　さっさと騎き乗じようしたリュクシオルを追って、なんとか馬をなだめたイヴリーンも駆ける。

　日ごとイヴリーンのあしらい方が上手くなっているのも気に食わない。

　イヴリーンは頰を膨ふくらませ、眼前の背中を睨にらみつけた。

（近いうち、絶対にぜーったいに、こいつを跪ひざまずかせてやるんだから！）

　殺気をこめた決意も新たに、トゥルペ王国横断の旅ははじまったばかりだった。
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　──近ごろ、リュクシオルの様子がおかしい。

　その結論に至ったのは、トゥルペ王国に到着してから三日目となる、つい先刻のこと。




　小菓子プテイ・フールが特別好きではないイヴリーンにとって、国中に漂ただよう甘い匂においだけで胸焼けしそうだ。早く港みなとに着かなければ、甘かん味み恐きよう怖ふ症しようを患わずらうこと確実である。

　だが、小しよう休きゆう憩けいを取れる場所といったら菓子屋パテイスリーくらいだ。二人は道中に見つけた店で、比ひ較かく的てき甘さ控ひかえめなものを注文した。ちなみに、馬は外の柱に手綱をくくりつけている。

（大抵の飲み物まで甘いって、もはや嫌いやがらせではなくて？）

　トゥルペ王国は甘かん味みで有名だが、農のう耕こうや畜産も盛さかんで、都市部以外は丘きゆう陵りよう地ち帯たいも多く、緑が豊富だ。かなりのんびりとした国民性も、のどかな風景も嫌きらいではない。

　が、それとこれとは話が別である。

　店のテーブルには白い菖蒲イリスが飾かざってあった。祖国を離はなれたこのトゥルペ王国でも、随ずい所しよで見かける花だ。

　気を紛まぎらわせるようにつまんだ小菓子を咀そ嚼しやくする。苦みばしった蜜みつを、格こう子し模も様ようの薄うすくて丸い生き地じで挟はさんだ焼き菓子はなかなか美味だ。特に甘くないのがいい。

　けれど、殺しきれなかった長ちよう息そくが漏もれる。先ほどから牛乳だけをおかわりしているリュクシオルが「なんだ」と首をかしげた。

「ああ……水まで甘いだなんて、病気になりそうわ……」

「こんなことなら、大人しく海路を選ぶべきじゃなかったか？」

「わたくしの鉄てつ壁ぺきの美び貌ぼうはちょっとやそっとで崩くずれやしないけれど、百万が一、瑕きずがついたら、どう責任を取るおつもり？　おまえの命を供く物もつに、復活の儀ぎ式しきでもしまして？」

「そのイ、イ、イ……を……僕が嫁にもらえば…………ぶ、不ぶ気き味みな天気だな！」

「おまえの頭が不気味よ、うすらとんかち。その目は節ふし穴あな？　これほどの晴天なのに」

　日当たりのいい席に腰こしかけていたイヴリーンは窓の外を見やった。

　小鳥たちが平和的にさえずる、雲一つない快晴である。これを曇どん天てんとは呼べない。

　突とつ拍ぴよう子しもなく転換された話題に、さすがにどうかしたのかと不安になる。

（そういえば最近、『イ、イ、イ』とか言いかけてやめることが多いのよね）

　そういう時のリュクシオルの挙動はおかしかった。

　今も「……この意い気く地じなしが……」とぼやく背中には哀あい愁しゆうが満ちている。

　関連はないかもしれないが、宿屋に泊とまると、店主からの「よ、夜な夜なお客さんの部屋から声がするんですが……あ、怪あやしい儀式でも？」という苦情もついてくるときた。

　間違いなく、リュクシオルはなにかを隠かくしている。覚かく悟ごを決め、顎あごを引く。

「なにか、わたくしに言いたいことでもあるの」

「……言いたいことは五万とあるが、今は放っておいてくれ……」

　イヴリーンはムッとする。人がなけなしの親切心を差し出したというのに！

　二度と心配なんてしてやるものか。盛大に顔を背そむけた視線の先──イヴリーンは音を立てて席を立つ。遅おくれて、店内のあちこちから悲ひ鳴めいが上がる。

「ラー・シャイ……！」

　ムジカ大陸にはびこるラー・シャイの魔ま物ものは神しん出しゆつ鬼き没ぼつだ。魔物を呼び寄せ、生み出す要因は、この世界に渦うず巻まく虚きよ無むそのものである。これまで遭そう遇ぐうしなかったのが奇き跡せきだった。

　我われを取り戻したらしきリュクシオルも表情を険けわしくし、代金をテーブルに置いてから外へと飛び出す。ここが他国だろうと、〈楽師カンタンテ〉の本分はまっとうすべきだ。

　人々は通りを逃にげ惑まどい、店先に繫つないでいる馬たちは怯おびえたように足あし踏ぶみしている。

　二人はその流れを逆走し、膨ぼう張ちようした影をまとう獣けものに接近した。

（ラー・シャイは四匹か）

　破は滅めつの旋せん律りつから、ラー・シャイの魔物は生まれる。世界の理ことわりと密接に繫がっている精せい霊れいや妖よう精せいは音の影えい響きようを受けやすく、精霊自身が魔物化してしまうこともある。

　ヒトから派生した場合もあるが、こちらはヒトの負ふの感情が滞とどこったまま放置されたことで魔物を生んだり、音によって悪意を増ぞう幅ふくされた人間が凶きよう行こうに走るだけだ。

　安あん穏のんとした地域で、精霊が四匹も魔物化するとは考えづらい。滞たい在ざいしている街は都市部なので、どちらかといえば浄化されずに滞った悪意が原因と考えるべきだろう。

（〈楽術ネウマ〉での攻撃もないし、精霊の魔物化でないことは確定ね）

　そんな予測をつけていたイヴリーンに、リュクシオルが提案してきた。

「基本の二人一組ツーマンセルで動くぞ。僕が弱らせ、シラクが浄じよう化かする。……いいか？」

「口を慎つつしみなさい、わたくしをだれだと思っているの。心配される謂いわれはなくてよ」

　手だけであしらえば、かぶりを振ったリュクシオルは重たい鞄かばんを放り捨てた。次ついでズボンの隠しポケットから取り出した小こ瓶びんを開け、長剣をかかげる。魔物が獣の咆ほう哮こうを上げた。




「──ルルァアアアアアアアアアアアアアッ！」

「──〈火焰の祝福アウグリオ・フイアンマ〉」




　ぶわ、とリュクシオルを中心に風が湧わき起こる。前髪がはためき、左目が黄金こがね色に輝かがやいていた。振り撒まいた朱しゆ金きんの粉が火の玉に変じ、長剣へと吸いこまれていく。

　刹せつ那な、長剣が赤々と燃える！　それを携たずさえて駆かけ出したリュクシオルは長剣を上段に構かまえ、魔物四匹を相手取って奮ふん闘とうしていた。魔物を覆おおう影を少しずつ、確実に削そぎ落とす。

　イヴリーンも援えん護ごしようと息を吸いこむ。しかし、口を開いても声が出なかった。詩が浮かばないわけではないのに、指先一つ自由にできない。




「黒髪の三つ編あみに眼鏡めがね……っと、イヴリーン・シラク様、で間違いありませんねぇ？」




　すぐ脇わきから、軽けい快かいに響ひびく低声が聞こえてくる。イヴリーンは目だけで確認して驚おどろく。

　暗い金髪を後うしろに撫なでつけた、ひょろりとした優やさ男おとこは神しん官かんのような恰かつ好こうをしていた。六ろく芒ぼう星せいに一つ目の紋もん章しようを首から下げ、握にぎりしめた長剣を地面に突き立てている。
















　なぜ身動きが取れないのか。イヴリーンは一いつ瞬しゆんで理解した。

（なんてヤツなの！　こいつ、罪ざい人にんでもないわたくしに影かげ縫ぬいを発動させるなんて！）

　影縫い──〈詩人バルド〉だけが扱える〈楽術ネウマ〉の一つ。その名の通り、〈詩人〉に支給された長剣で影を刺させば、相手の動きを封ふうじられるのだ。

　魔物や犯罪者を捕ほ縛ばくする時だけ使用が許ゆるされた技わざだというのに、この優男は躊ちゆう躇ちよなくイヴリーンに使っている！　信じられない暴挙だ。

（しかもあの〈楽師カンタンテ〉の証あかしと神官服って、教団の制服じゃない）

　ソンジャンテの言う通り、聖せいカントゥース神しん王おう国こくはいわくつきのようだ。

　思案に沈しずむ前に、優男がわざとらしいほど朗ほがらかに話しだす。

「いやぁ、お待たせして申しわけないですぅ！　ちょぉっと手こずってしまいましてぇ」

「ご託たくはよくてよ。とっとと影縫いを解きなさい！」

「我らが猊げい下かの命めいで、あなた様をお迎むかえにあがりましたぁ！　安心して、私めについてきてくださぁい。はいはい、っと……じゃあ、飛びますかぁ！」

　はぁ!?　イヴリーンは仰ぎよう天てんした。こいつは魔物と戦うリュクシオルが見えないのか？

　冷や汗が頰ほおを伝い落ちる。このまま連れていかれるなんて、イヤな予感しかしない。

　呪じゆ縛ばくから逃のがれるため、心の中で歌うも効きき目はなかった。

（以前なら、こんなド三流の影縫いくらい跳はね飛ばすことができたのに……！）

　歯を食いしばるイヴリーンの視野に、見慣れた姿が割りこんでくる。そいつは優男の死角に回りこむと、背中から見事な蹴けり技をぶちこんだ。同時に、体が軽くなる。

「きゃいん！」

「選せん択たく肢しを与えてやろう。お前は海の藻も屑くずになるのと、魔物の餌えさになるの、どちらがお好みだ？　なに、遠えん慮りよはいらない。冥めい府ふへの片道切符くらい、いくらでも発行してやる」

　表情に影が差すそいつ──リュクシオル・ド・オリヴィエは優男を踏みつけたまま、このうえなく優しい声こわ色いろで脅おどしをかけていた。

「お前も〈楽師カンタンテ〉の端はしくれなら、魔物を放置するだなんて何事だ。恥はじを知れ！」

　怒いかりで顔を紅こう潮ちようさせるリュクシオルから、魔物に視点を移す。魔物は二匹にまで減っていて、イヴリーンが動けない間も懸けん命めいに浄化を試こころみていたことがよくわかる。

「……オリヴィエ」

「なんだっ？」

「そんな大うつけは転がしておけばよくてよ。構う価値すらないわ。……問題はラー・シャイでしょう。早く浄化しなければ、おまえの奮闘も無む駄だになってしまう」

　嚙かみつくような反応に、イヴリーンは淡たん々たんと諭さとす。すると冷静になったようで、リュクシオルは目をきょろきょろさせて頷うなずく。まだ耳の先は赤らんだままだ。

「そ、そうだな。影が復活する前に片をつけよう。……あと、すまなかった」

「え？」

「お前が影縫いを仕掛けられていることに気づいていたのに、助けるのが遅おそくなった」

　リュクシオルは悄しよう然ぜんとしているが、そんなことか。口の端に笑えみを滲にじませた。

　魔物を無視して、イヴリーンを真っ先に助けに来るような男など願い下げである。

（〈楽師〉の誇ほこりを持たないオリヴィエなど、オリヴィエではないわ）

　それでこそ、イヴリーンが跪ひざまずかせてやりたいと熱望する男なのだから。

「思い上がりもはなはだしくてよ。わたくしを案じるだなんて、神にさえ許していない権利だというのに。半人前の分ぶん際ざいでおこがましい、跪いて許しを乞こうがよろしいわ！」

「おい、これはなんて翻ほん訳やくすればいいんだ？」

　ふんぞり返って居い丈たけ高だかに命じると、リュクシオルは頭が痛そうにこめかみを押さえている。少し明るくなった顔色に安心して、イヴリーンは魔物たちと対たい峙じする。

　魔物たちは歌っている。存在を赦ゆるしてくれ、認みとめてくれ、愛してくれと。

　──知っている。〈魔王〉を遠ざけようと、魔物が奏かなでる音色はずっと変わらない。

　イヴリーンはずきずきと痛む胸を押さえ、平常心を装よそおって口を開く。

「この大きさなら、わたくしとおまえで声を合わせれば浄化できるはずよ。……わたくしがラー・シャイを惹ひきつけるから、その隙すきに影縫いをなさい」

「わかった」

　端たん的てきに了承を示すリュクシオルを横目に、今度こそ溢あふれる詩の一いつ篇ぺんを歌う。




「──大地暮れる浅うす緋あけに、蔓つるは赤く紅く染そめ上がれ」




　虚こ空くうから編み出された火の蔓は魔物を追いこみ、締しめ上げる。そこに走りこんできたリュクシオルが二振りの剣をかざす。二匹同時に魔物が静止した。

　これで一般人への被害は心配ない。二人は示し合わせたように詠えい唱しようへと繫げる。





「──無にして全




すべてを生みながら　すべてを失くす

影ある場所より出いづる　おまえの名

ラー・シャイ　哀あわれなるけだものよ

迷い惑った子供らよ

優しき眠りにつくがいい

今こそ音に帰し　音に還かえれ──〈封印ケトム〉！」






　それは浄化を促うながす葬送歌レクイエム。獣はいつしか鳴くのをやめて、光につつまれると消えた。

　肩に圧のしかかる疲ひ労ろう感かんに息をつくと、遠巻きにしていた住人たちが近づいてくる。

「あ、あんたたち、〈楽師カンタンテ〉なのかい……？」

「まだ楽がく生せいの身分ですが」

「ほーっ！　黒髪の〈楽師〉もいるモンなんだなー」

「すごいね、おっかぁ！　あーんなおっきなマモノをやっつけちゃうなんて！」

「ええ、そうね。……あの、本当にありがとうございます！　これで安心して暮らせます！」

　中年の女性の感かん嘆たんを皮切りに、住民は口々に感謝の言葉を述のべる。

　ひねくれているイヴリーンでも素直に嬉うれしいと思う。目元をなごませるリュクシオルだって同じ気持ちだろう。けれど──

（……ラー・シャイとヒトは共存できないのね）

　ゴメスの言う通り、罪つみはなくとも排はい除じよしなければならない存在なのだ。

　イヴリーンはラー・シャイの魔物が嫌いではなかった。けれど、恐怖の対象であることもわかっている。わかってはいても、わずかな寂せき寥りよう感かんを覚えずにはいられなかった。

　首を左右に振って、気分を切り替える。ろくに休憩できなかったが目的地はまだ先だ。

　お礼に押しつけられそうになる小菓子プテイ・フールを遠慮しながら、馬を迎えに行く手前で障害物が現れる。あの優やさ男おとこだ。リュクシオルに蹴り飛ばされたのに、ぴんぴんしている。

　その色いろ濃こい隈くまも怖こわいが、常じよう軌きを逸いつした目つきも危険人物にしか見えない。

「いやぁ、素晴らしくいい蹴りでした！　的確に人体の急所を狙ねらってくるところなんて、まさに〈詩人バルド〉の鑑かがみと言えましょうかぁ？　いやはや、興味深い方々で私めは嬉しくて嬉しくて、やりがいのある仕事だと実感しますよぉ！　あっちなみに不ふ肖しよう、私の名はナゼール・シュミットと申しましてぇ。お二人と同じイリス王国出身なんですねぇ！」

　口を挟む隙さえ与えられず、さすがのイヴリーンも気け圧おされてしまった。

「…………話してもよろしいかしら？」

「どうぞどうぞ！　ああ、そうでしたそうでした。先ほどの浄化も、いやぁ素晴らしい連携でしたねぇ！　そちらの彼はぁ、私の剣を奪うばっていったくらいですからね！　鮮あざやかに鮮やか！　ふっふふ、冷たい地面の感かん触しよくも快感でしたぁ……！」

「おまえは黙だまったら死ぬ鳥かなにかなの？」

　どうりで二振りに増えていたはずだ。リュクシオルも思い出したように返へん却きやくしている。

　長剣を恭うやうやしく受け取ったナゼールという怪しい男、どうやら人の話を聞く気はないらしい。ぺらぺらと好き勝手にしゃべり続けていた。

「で、ですね！　魔物の浄化も終わったことですしぃ、改めまして我らが神王国にご招しよう待たいしたいのですぅ！　みなまで言わないでください、シラク様の目的はわかっておりますので！　さあっ楽しい空間転移のお時間ですよぉ！　ちなみにお迎えが遅れたのは、趣味と実益を兼かねて楽がく院いんでダミアンと戯たわむれておりましてね！　いやぁすみませんでしたねぇ！」

「……楽院？　ダミアン？」

「イリス出身だと言ったじゃないですかぁ。私、あの凶きよう相そう凶きよう悪あくなダミアン・ゴメスと同期で友人なんですよぉ！　他にも同期はいましたが、まぁ無視です無視無視！」

　な、んだと……。二人は戦せん慄りつし、絶望した。

　神王国の〈楽師カンタンテ〉は出身がバラバラなので不思議ではないが、こんな男が先せん輩ぱいだとは！

（わたくしたちの居場所がわかったのは、派は手でな路ろ銀ぎん稼かせぎのせいかしら）

　いずれにせよ、相手は危険人物だ。気分よく話しているうちにお暇いとまさせてもらおう。

　リュクシオルに「黙ってずらかるわよ」という合あい図ずを目で送り、音を殺して通り過ぎる。あと一歩というところで、イヴリーンの足は止まってしまう。




「これだから、ヒトってイヤだよねー！　ヒトには約束って概がい念ねんがないわけぇ？」




　この、声。人をからかって神経を逆さか撫なでするような、けれど少しも憎にくめないこの声は。

「あれは、まさか……本当に消えていなかったのか……？」

「う……そ……」

　馬を繫いだ柱に寄りかかっている青年は異い国こく情じよう緒ちよに溢れている。

　その袖そでのない上着も、膝ひざ下したにかけて膨ふくらんだ白いズボンも、水銀色の柔やわらかな猫毛も、眠たげな水色の目でさえ──あの大競演会グラン・コンクールの最終日からなにも変わっていなかった。

　一見した限り、元気そうだ。魔物化する前ぜん兆ちようはどこにもない。

　ことことと、心の奥深くにしまいこんで鍵かぎをかけた小箱がざわめいていた。身を賭として教えてくれたモノだって、すべて昨日きのうのことのように思い出せる。

　鼻の奥がつんとして、なぜか目の前がぼやけていく。イヴリーンはよろめきながら前進した。これは他人の空似などではない──彼は、本物だ！

「ひばり……！」

　こぼれる笑えみも隠しきれない。駆け寄りたいのを我が慢まんして、万ばん感かんの思いをこめて呼びかける。しかし、青年──イヴリーンとは物心がつく前からの付き合いであり、間違いなくオアシスの精霊であるはずのひばりの第二声に心臓が凍こおりつく。

「はぁ？　おまえ、だれ？」

　こいつはなにを言っているのだろう。思し考こう回かい路ろが理解を拒こばんだ。

　とぼけているわけでないのは、その水色の双そう眸ぼうを見ればすぐわかる。

「つーか、ひばりとか気安く呼ばないでくれるー？　ヒトの分際で図ずう々ずうしいんだけど！　ちょっとそこの変へん態たい、本気でこいつらを連れていくわけぇ？」

「もちろんですとも、精霊様！　猊下が所しよ望もうしておられるのですからぁ！」

　どうしてそんな目で見るの。本気でぶつけられた言葉に、イヴリーンは棒立ちになった。

（知っている……これは、わたくしを疎うとむ目だわ）

　じわり、と目め尻じりに溢れそうになるものを感じた。

　敵意には慣なれている。誰に、どんなことを言われたって、イヴリーンには負け犬の遠とお吠ぼえにしか聞こえない。だというのに、これほど耐たえがたい敵意は生まれて初めてだ。

（そもそも、どうしてひばりは人型になっているの？）

　ひばりは元々大のヒト嫌ぎらいだ。ヒトに自身の本性を見られることを厭いとい、イヴリーンが王宮に引き取られるのと同時に小鳥に擬ぎ態たいするようになった。

　そんなひばりが、白はく昼ちゆう堂どう々どうと本性をあらわにしているだなんて驚きよう天てん動どう地ちだ。

　けれど、これは間ま違ちがいなくひばりなのだ。絶対に、別人ではない。

「シラク……」

「おまえ、ひどい顔よ。……なんてことないわ、憎まれ口を叩たたくほど元気なのでしょう」

　あえて笑い飛ばせば、リュクシオルは自分が手ひどく傷つけられたような顔をした。

　それでほんの少しだけ心が軽くなったような気がする。気がするだけでも、この場面に立ち会ったのがイヴリーンだけでなくてよかった。一人だったら、きっと耐えられない。

　とはいっても、心に整理をつける時間はほしい。が、そんな出血大奉仕サービスはなかった。

　ひばりが高くさえずるような声で、讃さん美び歌かを口ずさむ。まるで雨のように降り注そそぐ金粉が体にかかるたび、背景が曖あい昧まいになり、遠ざかっていく。

「ふー、精霊さまをこき使うヒトなんてうっかり骨を折っちゃえばいいのに！　えいっ」

　かけ声と共に、ぐるりと世界が反転する。気づけば、イヴリーンたちは見知らぬ空間に立っていた。強制的に空間転移したのだろう。

　そこは玻は璃りの天てん井じようから射さす光に照らされる、大だい理り石せきでできた部屋だった。室内なのに十字の水路が通り、奥まった場所に広がる高座には御み簾すがかかっている。

　おぼろげに浮かび上がる御簾の人影で、他にも誰かがいるのだと判じられた。

（あの口ぶりだと、ここは神王国の教団本部──大だい主しゆ神しん殿でんといったところかしら）

　目を白黒させるリュクシオルに警けい戒かいを促そうとしたところで、ひっそりと声が響く。




「──ひばりさま、ご苦労でした」




　どこかで聞いた覚えのある声なのに、答えが喉のどにつっかえて出てこない。よく通る澄すんだ声は、鈴すずの音ねがころころと転がるようだ。その声の主あるじは衣きぬ擦ずれと共に全容を見せる。

「あなたの献けん身しん、心より感謝します」
















　高座の垂れ幕をめくった娘むすめの面おも差ざしにぎょっとする。隣となりからも息を吞のむ音がした。

　どこか非人間的な印象を与える、完成されすぎた美貌だった。涼すずしげに切れ上がった天藍石ラピス・ラズリの目がまばたきをしなければ、生きた人間と言いきれなかっただろう。

　目鼻立ちは凜り々りしく整ととのい、ストロベリーブロンドがほっそりとした輪りん郭かくを縁ふち取どるように、ゆるく三つ編みにして銀筒でまとめたもみ上げを腰元まで垂たらしている。

　あえかな月光をも霞かすませるほどの美び姫きであるのは疑うたがいようがない。けれど──

（『エルネスティーヌ』そのものじゃない）

　ただ話し方は丁てい寧ねいでも、発音に訛なまりが残っているので、完全にとまではいかない。

　これでは信者が『イリス王国のエルネスティーヌ』だと噂うわさするのも無理はなかった。

　彼女がしゃなりしゃなりと歩みを進めるたび、額ひたいのラリエットと薄絹がひめやかな音を奏でた。その薄絹も、プティ・エトワールの衣装によく似ている。

　あの衣装とは違って肌はだを覆う布面積は広く、首筋から胸元にかけての曲線をリボンで隠し、肩からストラをかけていた。聖職者らしい装いと言えるだろうか。

　見入っていたため反応は遅れたが、隣で身じろぐ気配がした。一いち瞥べつしたら、リュクシオルが反射的に低頭しようとしていて、足の甲こうに踵かかとをめりこませてやる。

「いってぇ!?」

「────────冥府に落ちろ」

　極限まで声を低めて呪のろってやると、びくりと跳ねる肩に溜りゆう飲いんが下がった。

（やっぱり、わたくしが『エルネスティーヌ』だったから追いかけてきたんだわ！）

　イヴリーンがいくら避けて、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞おうと、離れていかなかったのは結局『エルネスティーヌ』だからなのだ。リュクシオルへの怒りによって、鬱うつ屈くつが吹き飛ぶ。

（わたくしを虚こ仮けにしたこと、死ぬほど後こう悔かいさせてやるっ！）

　もはや跪かせるどころの問題ではない。泣かせてくれる！

　きりきりとまなじりを吊り上げている間に、彼女は目と鼻の先まで迫せまってきていた。

　間近だと、遠目で見た時ほど似ているとは感じない。泣き黒子ぼくろはないし、瞳の色が異なれば背も高く、胸板は平たい。造形だって、より鋭えい利りに研とぎ澄すまされている。

　なにより、イヴリーンより大人びていた。年上なのかもしれない。

　頭のてっぺんからつま先までまじまじと眺ながめて、心の中で拳こぶしを振り上げる。

（よしっ、美しさと胸では勝っていてよ！）

　イヴリーンより長身の女性なんて当代エトワール以来だが、よくもまあ、こんなそっくりさんを見つけてきたものだ。その執しゆう念ねんには脱だつ帽ぼうしよう。ひとまず悦えつに浸ひたった。

「…………ふふ。客観的に見ても、やっぱりわたくしって完全に完かん璧ぺきなのね」

「……おい、お前……人の足を踏んづけておいて、うっとりするな……いったいなん」

「あぁ？」

　柄がら悪わるくうなれば、顔色を失ったリュクシオルが押し黙った。そんな二人の声量を落としたやり取りは聞こえていないのか、あくびをしていたひばりが頰をゆるめる。

「エスティ」

「ああ、ひばりさま。忘れていました。……あたくしの名はエルネスティーヌ、〈楽師カンタンテ〉として神しん殿でんに仕つかえている者です」

　胸の痛撃よりも困こん惑わくが勝まさる。本物だという見解は揺ゆらがないが、ひばりらしくない。

　ムジカ石を光らせ、〈楽師〉の才能を開花させるまで、ひばりは『イヴ』としか呼ばなかった。エルネスティーヌに名前を変えてからは、愛あい称しようすら呼ばなくなった。

　つまり、『エスティ』と呼ばれた経験などただの一度もない。

　イヴリーンがそう思いたいだけなのかもしれないが、ひばりの身になにかが起きたのは確実である。となると、原因は半年前の大競演会グラン・コンクールしかないだろう。

　そして、エルネスティーヌと名乗った女性はぎこちなくお辞じ儀ぎする。

「ようこそ、音に支配されしカントゥースへ。……あなたがたを歓かん迎げいします」

　その艶あでやかな朱しゆ唇しんに刷はかれた遠慮がちな微び笑しようは、彼女をいじらしく演出した。

　薫かおるような神こう々ごうしさも、まさしく『偶ぐう像ぞう』たる『エルネスティーヌ』のものだ。

　再びぼうっとなっているリュクシオルの手の甲をつねり上げる。

「……お、お前な……！」

「ふんっ！」

　片手を押さえてぷるぷる震えていようが、イヴリーンには関係ない。そっぽを向いて、『エルネスティーヌ』と肩を並べたひばりを穴の開くほど見つめた。

（なんとかできるわ。……なんとかしてみせる。この、わたくしの名に懸かけて！）

　人生は反はん骨こつ精せい神しんだ。負の感情こそ、生きる原動力となる。

　これまでもその信条をかかげて、様々な苦難を打ち砕くだいてきた。矯きよう正せい不ふ能のうの、殺人級の音おん痴ちとまで評された歌声だって、耳みみ障ざわりではない程度にまで改善した。魂たましいと正反対の属性である『水』はなかなか操あやつれないが、〈楽術ネウマ〉の威い力りよくも少しずつ向上している。

　イヴリーンの辞書に『不可能』は記されていない。

　罠わなであろうと構うものか。きっちり落とし前をつけて、イリス王国に帰き還かんしてみせる！

　使命に燃えるイヴリーンの背はい後ごで、かつん、と硬こう質しつな物音がした。

「────イヴリーン・シラク」

　ただの名前のはずなのに、玲れい瓏ろうたる声で紡つむがれると詩を吟ぎんじるようだ。

　振り向けば、なぜか四つん這ばいのナゼールを従えた存在がたたずんでいる。

　ナゼールのことはすっかり忘れていたが、どうも一緒に飛ばされていたらしい。

　その存在は純白のローブの裾すそを引きずり、笏しやく杖じようで大理石を突つきながら、イヴリーンの手前で止まった。小首をかしげれば、その紫むらさきがかった銀髪と一緒に柘榴石ガーネツトの耳飾りも揺れる。白はく磁じの肌に落ちる睫まつ毛げの影が震えた奥で、菫すみれ色いろの双眸が柔らかく笑む。

　このうら若き乙女おとめと見み紛まがうばかりに麗うるわしい存在こそ、聖カントゥース神王国ならびに〈音おん律りつの双そう神しん教きよう〉の頂点に君くん臨りんする枢すう機き卿きよう──〈神の子フイーリウス〉だ。

　ちなみに教きよう皇こうは双そう神しんであり、〈神の子〉はあくまで代理人という立場を一いつ貫かんしている。

　リュクシオルは礼れい儀ぎとして跪き拝はいしていたが、イヴリーンは動かない。

「ここにて余よは〈神の子〉と呼ばれているが、どうか硬かたくならないでもらいたい」

「…………お心遣づかい、感謝いたしますわ」

「ふふ。余は長らく、そなたに逢あいたく願ねごうてきた──そなたの噂は、遠くこのカントゥースまで届いているぞ。不ふ出で来きな者共が失礼を働いたと思うが、許してやってくれ」

　急に、ぞっとして鳥肌が立つ。温度のなかった瞳に、滾たぎるような焰ほのおが灯ともったのだ。

　表情はずっと笑顔のままだ。この世の善よきもので模かたどられたかのように、善良そのもの。

（みんな規き範はん的てきな枢機卿だと褒ほめるけれど、わたくしは生理的に受けつけないのよね）

　常に笑っているソンジャンテも胡う散さん臭くさいが、この〈神の子フイーリウス〉を継ついだ青年の笑顔は胡散臭いを通り越してもはや噓うそくさかった。彼からは人のぬくもりを感じられない。

「カントゥースのそばにいたため招待したが、聖フィデールの楽院長から事情は聞き及およんでいることかと思う。ついてはそなたらを証人として、二週間後の審しん議ぎ会かいに召しよう喚かんしたい」

「その審議会とは、楽院で起きたプティ・エトワール様の一件についての証しよう言げんですか？」

「応おう。その件で、そなたらにいくつか訊ききたいことがあるのだ」

　リュクシオルの問いに、ゆるく微笑ほほえむ〈神の子〉が首しゆ肯こうする。

　まだトゥルペ王国の中ほどにいたというのに、それをそばにいたとは物は言いようだ。

　そんな考えはおくびにも出さず、イヴリーンも揺さぶりをかけてみる。

「……そちらのエルネスティーヌ様の証言では足りませんの？」

「証言とはおかしなことを。この娘にとって、こたびの審議は与あずかり知らぬこと」

　ちらりとでも動じればかわいいものだが、どうやら心臓に毛が生はえているらしい。

（まぁ偽にせ者ものを証人に使えば、真実がバレた時に非難されるものね）

　こうまで回りくどく予防線を張るあたり、やはり上層部は偽者だと承しよう知ちしているのだ。

　それに本物だという誤解を広めたいなら、『エルネスティーヌ』が悪事を働く可能性は限りなく低い。彼女のことはいったん捨て置いても問題ないだろう。

「せっかくのカントゥース、審議会までゆるりと寛くつろがれるがいい。……ナゼール、客人たちをもて成して差し上げろ」

「うほーっ、猊下！　力の限りがんばらせていただきますぅ！」

「…………………………では、失礼しよう」

〈神の子〉は強きよう靭じんな精神力で笑みを保たもっていたものの、朱しゆを塗ぬった目尻を痙けい攣れんさせて去っていく。涎よだれを垂らさんばかりに興こう奮ふんしているナゼールを見れば心中お察しする。

　あくまで目的はひばりだ。ついでに証言をすませて、国王の負担を減らすことにある。と、イヴリーンは頭をひねった。なにかが足りない気がする──そうだ、馬！

「ねえ、お訊ききしてもよろしいかしら」

「はいはいっシラク様！　なんでございましょう!?　あっ部屋までの案内ですね！　私としたことがうっかり忘れていました、わざとじゃないですよぉ！」

「それ以上、口を開いてごらんなさい。オリヴィエのハンカチを詰つめこんで転がすわよ」

「お前、さっきからなんなんだ！　僕に恨うらみでもあるのか！」

「自分の胸に訊いてみなさい。……で、わたくしたちの馬はどちらにいるの？　厩きゆう舎しや？」

　心持ち優しく問いかければ、ナゼールは琥こ珀はく色いろの目を潤うるませたまま平然とのたまった。

「いいえ？　精霊様も、そんな生き物を飛ばしてませんしぃ。ですよねぇ？」

「うん、そんなのお願いに含ふくまれてないから知らないよー。ていうか、ホント鼻息荒すぎだよー、やめてくれなぁい？　歳としを考えるべきだよねっ」

「なんですって。店先に繫げたままでは馬が餓が死ししてしまうじゃない！」

　イヴリーンは二人に食ってかかる。

　信じられなかった。なにが信じられないって、ヒトに辛しん辣らつでも、動植物には優しかったひばりの反応が、である。なにがどうすれば、ここまで変わってしまうのだろう。

「まったく、馬ほど役にも立てないくせにどういう料りよう簡けんなの。今から三分以内に、馬の安全を確保してきなさい。拒否権は認めなくてよ」

「……おやぁ、私共の情報と違って随ずい分ぶんと慈じ悲ひ深ぶかいお方のようですねぇ。馬はとっくに盗とられてますってぇ」

「盗られていなかったらどうするのよ、このおたんこなす。もし餓死でもしたら……わかっているでしょうね」

　すると、ナゼールは顔を伏ふせた。さすがに不ふ興きようを買ったかと思えば、違っていた。

「はぁぁぁぁぁん！！！！　さいっっっっっこうですよぉ！」

　ナゼールは身み悶もだえていた。恋に恋する乙女のように頰を染めているが──相手は推すい定てい三十代の優男である。これぞ視覚の暴力だ。

「な、なんだこいつ」

「わぁ！　その蔑さげすむ眼まな差ざしぃ！　私を取るに足らない矮わい小しような存在と知らしめる、まるで家畜を見るような目つきぃ！　ダミアンに蹴り飛ばされながら聞き出した通りの傲ごう岸がん不ふ遜そんさ！　私もお逢いするのが楽しみで楽しみでぇ……ああっ、この仕事に就ついてよかった！　〈楽師カンタンテ〉は嗜し虐ぎやく的てき嗜し好こうの持ち主が多いと聞いていたんですよぅ！」

「お前……影かげ縫ぬいの規律を破ったと思えば、そんな理由で〈楽師〉になったのか!?　才能がなくて諦あきらめていったヤツらに今すぐ土ど下げ座ざして謝あやまれ！」

　リュクシオルが激げつ昂こうして責めるたび、ナゼールは恍こう惚こつとしている。真しん正せいの変態だ。

　深しん淵えんを覗のぞいてしまったイヴリーンがそっと目を逸そらすと、気のない声が鼓こ膜まくを震ふるわす。

「……で？　馬、連れてくるのー？　こないのー？」

「あ、う」

　話しかけてきたのはひばりだった。後頭部で手を組んで、暇ひまそうにしている。

　先ほどは勢いで文もん句くをつけられたが、途と端たんにしどろもどろになってしまった。

　鞄をぎゅっと抱だきしめ、意を決してひばりを見み据すえる。

　イヴリーンには圧倒的に情報が不足していた。まずは探さぐりを入れてみよう。

「その……おまえのことは、なんて呼べばよろしいのかしら」

「なんで知っていたのか疑問だけどー、さっき勝手に呼んでたじゃん！　べっつにひばりでいいよー、ふっつーな〈楽師カンタンテ〉の卵に気安くされたくないけど仕方ないよねぇ！」

「では、ひばり。…………馬を連れてきてもらえると、ありがたいわ。お願いね」

　わたくしの！　意気地なし！　しかもどさくさに紛れて音感を指摘された！

　言ってしまってから頭を抱かかえる。本当はなぜここにいるのか訊きたかったのに！

　肝心のひばりは「ふぅん」とだけこぼすと姿をくらました。馬を見に行ったのだろう。

（せ、戦略的撤てつ退たいよ。別に、わたくしは負けてないんだから！）

　自分自身に言い訳していれば、不毛な諍いさかいに疲つかれたリュクシオルが戻ってきた。

「あいつ、やばいぞ。まったく話が通じない」

「いちいち構うからつけあがるのよ、どこかのだれかさんと同じでね」

「…………なぜ僕を見ながら言うんだ？」

　つーんと無視していると、遅れてついてきたナゼールが清すが々すがしい顔で汗をぬぐう。

「いやぁ！　いい責め苦でしたぁ！　さてっさっそく案内いたしましょうかね！」

「案内の前に、もう一ついいかしら」

「どーぞどーぞ！　遠慮なく、ずずいと私めを罵ののしってくださいませぇ！」

「……こちらの国に、ロジェという名の女性の〈楽師〉は在ざい籍せきしていまして？」

　トゥルペ王国で預かった伝言も、イヴリーンは忘れていなかった。

　馬のついでに思い出したので訊たずねてみたら、ナゼールが表情を消し、『エルネスティーヌ』も瞠どう目もくしている。たおやかに直立しているはずの彼女が前のめりになっていた。

　注意深く観察するイヴリーンに、ナゼールがへらりと笑う。

「シラク様──その名前は、どちらでお聞きになられましたぁ？」

「トゥルペ王国にいた子供から伝言を頼まれただけでしてよ。……それで、いるの？」

「────あの」

「おおっと！　そちらのお方は戻っていいですよぅ、本日のお役目は終わりましたし！」

「…………はい、シュミットさま」

　ね、ね？　と、ナゼールが『エルネスティーヌ』を追い払おうとしているのは明白である。一転して緊きん張ちようした面おも持もちになった彼女は胸むな元もとに手を添そえ、心こころ許もとなさそうに頷く。

（ロジェは弟きよう妹だいでも見間違えるほど、わたくしに似ているのよね。……なるほどね）

　うやむやなまま話は変わってしまったが、確かにロジェは出稼ぎに来ているようだ。

　彼女はヴェールを翻ひるがえして出て行き、その日はナゼールの鬱うつ陶とうしい案内で終わった。
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　──青年は自分が選ばれた、特別な存在なのだと信じて疑うたがわなかった。

　科学を重んじる母国は、非科学的な存在を軽かろんじている。青年はその非科学的な能力者であるが、公こう爵しやく家けの嫡ちやく子しだったため優ゆう遇ぐうされてきた。ゆえに母国の方針は唾だ棄きすべきものだと考えていたし、そのくせ媚こびへつらうばかりの哀あわれな連中は見下すしかない。

　彼らは言う。〈楽師カンタンテ〉は自然の摂せつ理りに反した魔ま物ものだと。魔物は魔物同士、ラー・シャイの魔物と共倒れすればいいと嗤わらうのだ。

　青年にしてみれば能力を持たない者こそ、人間以下の生物だというのに。

　……その少女の噂うわさは兼かねてから耳にしていた。十歳で〈歌姫デイーヴア〉と次期最高司祭プテイ・エトワールの称しよう号ごうを得た、ムジカ石を虹にじ色いろに輝かがやかせる稀き代だいの〈楽師〉。

　どちらも大陸史上最年少記録であり、十二歳で〈歌王デイウース〉となった青年の記録を塗ぬりかえている。少女の台たい頭とうで陰かげで比ひ較かくする者が多かったため、意識せずにはいられない。

　──屈くつ辱じよくだった。

　これまでの青年の人生には無む縁えんなものである。形式上、青年の上に立つ者は在あれど、実力はすべての分野で一番だったのに、少女のせいでその地位が揺ゆらぐのは耐えがたかった。




　その少女と直接対面したのは、現い在まから四年前。青年が十八歳の時である。

　場所は年に一度、聖せいカントゥース神しん王おう国こくで開かれる各宗派代表による集会だ。

　最高司祭エトワールの付き添そいという形で現れた少女は、まだ十二歳であるはずなのにすでに花開いた白しろ薔ば薇らだった。ただそこにいるだけで空気を一変させる、圧倒的な存在感。

　頭に乗せた小鳥だけは奇異といえば奇異だったが、あまりに自然体で気にならない。

　青年もまた形だけの最高司祭に付き添っていたので、挨あい拶さつするはめになった。

「これはこれは、イリスのエトワール殿！　今年もまこと麗うるわしく、目の保ほ養ようになりますな。──して、そちらのお方はお噂の？」

「シュテルン殿どのも壮そう健けんそうでなにより。……プティ・エトワール、こちらへ」

「はい」

　その薔薇色の唇くちびるから発せられた音は鈴すずの音を振るようだった。

　伏せられていた目線が上がれば、峻しゆん烈れつな眼がん光こうがあらわになる。

　青年は息を吞のんだ。精せい霊れいを思わす人形めいた造形美に瞳の輝きが加わるだけで、彼女を『人間』へと近づけさせる。たとえた薔薇を陳ちん腐ぷにするほど、少女は美しかった。

「……お初におめもじつかまつります、エルネスティーヌと申します。コルンブルーメの皆様、お会いできて光栄に存じます」

　完全な棒読みで言いきったあと、少女は口を閉ざした。美び貌ぼうでも有名だった青年を一いつ顧こだにすることなく、するすると円えん卓たくに用意された自身の席についてしまう。

　下げ賤せんの身のくせに、青年の紹しよう介かいを待たないとは何事だろう。そんな人間に一いつ瞬しゆんでも見み惚とれてしまった事実に、怒いかりのあまり震ふるえが止まらない。

　集会がはじまったあとも、微び笑しようの裏では頭に血がのぼっていたが、今年の議題は『枢すう機き卿きようの代替わり』についてだった。

　現在の枢機卿は七十歳目前。そろそろ若い世代に交代しようというわけだ。

　枢機卿は代々、各宗派の最高司祭ならびに次期最高司祭から選出される。その世代の中からもっとも優すぐれた〈楽師カンタンテ〉が選ばれるため、結果は見えていた。

「イリスのプティ・エトワールたるエルネスティーヌを、〈神の娘フイーリア〉に任命する」

　どこからも落らく胆たんはおろか、驚きの声も漏もれないほど、文もん句くのつけようのない人選である。

　そんな議長の決定に待ったをかけたのは誰であろう、当の少女だった。

「議長、発言の許可を」

「……許そう」

「皆々様に申し上げます。……わたくしはイリスの〈楽師〉として、プティ・エトワールの任に就いております。世界の平和まで願えるほど、わたくしは万能ではございません。ゆえに、〈神の娘〉を辞退させていただきます」

　会議室がざわめいた。誰もが耳を疑った発言である。冷れい静せい沈ちん着ちやくなイリスの最高司祭でさえ慌あわてふためいていた。まずは国に帰って陛へい下かと相談を、という進言も突っぱねる。

「陛下のお心をわずらわせる必要などありません。答えは一つしかないのですから」

「……チルルル」

　小鳥の美しいさえずりだけが虚むなしく響ひびき、少女の迫力にもはや誰も否いなを唱となえない。

　要は、自国の王以外には仕つかえないということである。〈楽師〉にとって最高の栄えい誉よを一いつ蹴しゆうした少女は、〈歌姫デイーヴア〉や〈歌王デイウース〉の中でも羨せん望ぼうと敵意を一身に受ける存在となった。

　そして次善として、青年が選出された。青年は引き受けたものの、心は冷えきっていた。

　本性を隠かくし、規き範はん的てきな次期最高司祭として振る舞っていた青年には断れなかったのだ。

　──殺すだけでは飽あき足らない。瞳をぎらつかせて呪のろう。

　青年は生まれた時から特別な存在なのだ。二番手など冗じよう談だんではない。

　与えられた以上の屈辱を味わわせ、見返してやらなければ気がすまなかった──なのに。







　鮮せん明めいに蘇よみがえった過去の記き憶おくに、青年は笑顔のまま吐はき捨てた。

「──身のほどを弁わきまえればよいものを」

　石造りの一室、腰こしかけた水すい盆ぼんに指先を浸ひたしてくるくるとかき混ぜる。

　水面に映し出される像はいずれも、〈楽師〉としてはありえない髪色をした少女だ。

　野や暮ぼったい三つ編あみに黒縁眼鏡めがね、それから──階調のような緑がかったヘーゼル色の瞳。

　終始一貫として、あの特徴的な瞳が気にかけるのは精霊のことばかり。少女は昔からそうだった。青年のことなど眼中にないと、視線だけで物語る。

　──少女が変わることなどない。実際少し前まで、四年前のままだった。

　だが今の少女はどうだ。かつての超ちよう然ぜんとした孤こ高こうの存在ではない。

　小鳥のぬいぐるみを眺めてはため息をつき、一緒にくっついてきた目め障ざわりな少年から全速力で逃にげたり──普通の少女だ。青年が徒ただ人びとに負けるなどあってはならない。

　ああ、憎にくたらしい。憎い憎い、この恨うらみをどう晴らすべきか？

「すべての物事には、時というものがある。時機を見み極きわめ、とくと思い知らせてやる」

　じっくりと、手元でな。と口内で呟つぶやいてから、肖しよう像ぞう画がを見やる。

　そうすればきっと、少女も青年を忘れられなくなる。彼は心からそう信じていた。
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　イヴリーンが聖カントゥース神王国を訪おとずれるのは、これで四度目だ。

　そのたびに小さな島だと思うのだが、ここで暮くらせるのは〈楽師カンタンテ〉か、能力を持たない聖職者のみなので、自給自足でも充分まかなえるのだろう。

　国土の半分は商店や田畑で構成され、もう半分は〈音律の双神教〉の教団本部も兼ねる大だい主しゆ神しん殿でんが占めている。それだけで、大主神殿の規き模ぼの大きさがわかるはずだ。

　大主神殿の内部に入るには、まず黄おう金ごんの塔とう門もんをくぐり、双神を象しよう徴ちようとした彫像が両脇に並ぶ参道を通る。さらに奥へと進んで吹き抜けのファサードと、巨大な列柱の大広間サルーンを経へて、ようやく内部なのだが……だだっ広ぴろいせいで、信者も参さん拝ぱいは一苦労だろう。

　内部は中庭を挟はさんで、南北に建物が点在している。小神殿も信者用、王侯貴族用、儀ぎ式しき用と用途別に分かれ、それとは別に神像が祀まつられた祭さい壇だんがあった。

　まだ楽がく生せいの身分である二人は、神官の居住区域である北翼に寝ね泊とまりすることになった。証あかしを戴いただいた〈楽師〉や貴き賓ひんの場合だと、南翼に一室を与えられるそうだ。

　とはいうものの、一応、客人扱いである。イヴリーンは教団から支給された制服をまとい、滞たい在ざい許可を得たのをいいことに、あちこちに出入りしては情報収集に励はげんでいた。例のごとくリュクシオルから全力で逃げているので、あまり長居できないのが難点である。




　イヴリーンは背はい後ごを気にしながら柱ちゆう廊ろうを走っていた。

　滞在三日目。この聖カントゥース神王国とはつくづく不可思議な国である。

　まず、夜が存在しない。たとえ外界が真夜中でも、この国の領海に入った途と端たんに空が明るくなるのだ。慣れれば青の濃のう淡たんで時間帯が判別できるという。次に、四季が入り乱れ、涼すずしくも暑くもない。おかげで長なが袖そででも過ごしやすいのは喜ぶべきか。

　各宗派代表による集会も例年三日間ほど開かれていたが、イリス王国に帰国すると自律神経が狂くるっては調子を崩くずす、の繰くり返しなので、長期滞在したい国ではなかった。

　これが〈音律の双神教〉の信者ならば、さすが神域だとありがたがるのかもしれない。

　今は本当にきれいな空色だ。手放せない懐かい中ちゆう時ど計けいによると、朝十時頃に相当する。

「……今日も特に収しゆう穫かくがなかったわ」

　こそこそと、北翼の裏手にある厩きゆう舎しやまでやって来たイヴリーンは立腹した。

（美しいだの、慈愛深いだの、おしとやかだの……どいつもこいつも！）

　これは会話の取っ掛かりに『エルネスティーヌ』を用いたイヴリーンにも問題はあるが、それにしたって誰も彼もが示し合わせたかのように同じことしか言わない。

　上層部に情報統制されているのかと疑いたくもなるが、全員、目は本気だった。

　中には手ずから治ち療りようしてもらったのだと、巻かれた包帯を自じ慢まんしてくる神官もいて、「偽にせ者ものにしても徹てつ底ていしているわね」とイヴリーンですら感じ入るほどである。

　そうなると、ひばりという本題にも入れない。鬱うつ憤ぷんがたまるばかりだが、厩舎を訪れた目的を忘れてはいけない。鞄から、小袋に入れた二種類の刷毛ブラシと鉄ぐしを取り出す。

　一番奥の馬房で、イヴリーンが乗っていた黒毛の馬は優ゆう雅がに座りこんでいた。

「手入れをするから大人しくしていてちょうだい」

「ブルルッ」

　その鼻息を了承と受け取り、毛並みとは逆方向に刷毛ブラシでこする。今度は毛並みに沿ってこすり返せば、刷毛に垢あかや汚よごれがついてきた。それらを鉄ぐしで取り除のぞき、同じ作業を刷毛を使い分けて繰り返す。同時に体調の確認も行なったが、異変はなさそうだ。

　最後の仕上げとして、馬用の櫛くしで鬣たてがみや尾の長い毛を整えていく。すべての工程を終えれば、黒毛はつやつやのぴかぴかになった。達成感に、イヴリーンは悦えつに浸ひたる。

「わたくしったら、なにをやらせても完かん璧ぺきで困ってしまってよ！　おーっほほほ！」

「……ヒィーン」

「その馬、感謝はするがうるさいって言っているよ！」

　へっ!?　突とつ如じよとして湧わいた声に、イヴリーンは後ずさった勢いで壁かべに張りついた。

　入り口に立っていたのはリュクシオルではなく、ひばりだ。

　今日も人型のまま、心の準備ができていないイヴリーンに近づいてきた。つむじで結ゆい上げた水銀色の猫毛がふわふわと風にそよいでいる。

「最近、エスティについて調べ回っているみたいだけどー、なにかあるのー？」

「……わ、わたくしはイリス人だから、『エルネスティーヌ』の名前が気になるだけよ」

　本当はひばりについて知りたいんです！　なんて口がさけても言えっこないので、どもってしまう。

　ひばりはじーっと、ただひたすらじーっと見つめてくる。かなり居い心地ごこちが悪い。

　そんな無言の耐たい久きゆう競争に白しろ旗はたを揚あげかけたところで、「ふぅん」と呟かれた。

「噓うそはついてないみたいだねぇ。ならいいけどー、まぎらわしいことしないでよねー」

「……ひばりは……その、な、なんで『エルネスティーヌ』を気にかけているの？」

「それ、おまえに話す義理ってあるわけぇ？」

　冷ややかに一いち瞥べつされ、イヴリーンは口を噤つぐむしかない。

　大丈夫だ、なんともない。そう自分に言い聞かせて、胸元を摑つかんでしゃがみこむ。このままひばりを見ていたら、意思に反した行動を取ってしまいそうだった。

　馬の耳の後うしろをかいていると、しばらくして気配が消えた。そろりと首をめぐらし、本当にいなくなったかどうか確かめる。一人きりになった空間で、馬の首に抱だきついた。

「大丈夫、大丈夫よ。あんなもの、慣なれているわ。いつものことよ」

　だから目め頭がしらが熱いのも、すべて気のせいなのだ。

　イヴリーンの頰ほおに鼻はな面づらをすり寄せる馬は、どうも慰なぐさめてくれているらしい。少し噴ふき出してから、きれいにした鬣に顔をうずめた。




「よし、目元の腫はれは取れたわね！　……ああ、憂うれいげなわたくしも魅み力りよく的てきだわ……」

「ブヒヒン」

「……なぁに、今の。おまえ、わたくしを小バカにしたでしょう？」

　手鏡で身なりを整ととのえていたら、馬が鼻先で笑ってきた。なんて馬だ。

　今にも「乗り手に似るんじゃなぁい？」なんて声が聞こえてきそうだが、そんな奇き跡せきは起こらない。手鏡と手入れ道具を鞄にしまって立ち上がる。

「いいこと、馬。明日は水責めにしてやるから覚えておくがよろしいわ。ちょっとでも調子に乗れば、おまえなんてすぐ馬ば刺さしよ馬刺し！」

「ヒヒィーン！」

　挑ちよう発はつ的てきな目つきからして「やれるものならやってみろ」とでも翻ほん訳やくできそうだ。

　馬のくせに人間様の足元を見るとは。ぷりぷりして厩舎を出かけたところで、イヴリーンは足を止めた。ちりん、と柘榴石ガーネツトの耳飾りが音を立てる。

「自みずから馬ば匹ひつの世話とは精が出る」

「……ごきげんよう、猊げい下か」

　軒のき下したに立ち、にこやかに声をかけてきたのは〈神の子フイーリウス〉だった。

　プティ・エトワール時代を知る人間とは関わりたくないのだが、無視するわけにもいかない。無表情のままお辞じ儀ぎをすれば、〈神の子〉の片かた眉まゆがぴくりと反応した気がした。

　それから黙だまりこくられたので出方を迷っていると、〈神の子〉の視線がついと動く。

「招まねいたというのに、これまで構かまわず失礼した。話がてら、カントゥースを案内しよう」

「シュミットという方にだいたい案内してもらい、満まん喫きつしているので大丈夫です」

「客人のもて成しが不充分なぞ、双神に顔向けができぬ。……神像の間まには訪れたか？」

「いえ、今回はまだ……あ、いやすでに拝はい見けんさせていただきましたから」

　滑すべらせてしまった口を慌てて閉じる。会話を切り上げる恰かつ好こうの機会だったのに失敗した。

　〈神の子フイーリウス〉は心得たとばかりに頷き、うっそりと微笑ほほえむ。二十代前半だったと記憶しているが、古風な物言いも相まって年ねん齢れい不ふ詳しように磨みがきがかかっている。

「遠えん慮りよせずともよい。一度は神像を目にせねば、この国に来た実感も湧かなかろう」

　こちらだ、と相手は純じゆん白ぱくのローブの裾すそを引きずって歩き出してしまう。

　こうなると、固辞する方が不敬だ。ひばりにも『味方をも敵に変える全方位敵製造機』と揶や揄ゆされたことがあるので、今回は無口路線の猫をかぶることにする。

　深く澄すんだ声こわ音ねは、聞く気のないイヴリーンの頭にもするりと入りこむ。その流れるような語り口は実に教祖向きだと思いながら、適当に相あい槌づちを打っていると目的地についた。

　塔門からもっとも遠く、北翼から一直線な場所に神像の間はある。

　その重厚な黄金の扉とびらを押し開ければ、目に飛びこんできたのは二体の立像。

　妹神スヴェトリースは古式ゆかしい巫み女こ装しよう束ぞくをまとい、兄神ザハディオーンは雄お々おしい戦士の装よそおいで、どちらも楽器を手にしていた。兄神の実物を知っている身からすると似ていないが、改まって鑑かん賞しようしてみると今にも動き出しそうな躍やく動どう感かんが伝わってくる。

　神像はいくら仰あおいでもてっぺんがわからない。その祭壇に見つけた不自然な突とつ起きは気になったものの、ここで褒ほめないのはおかしいだろう。イヴリーンは仕方なく口を開く。

「素晴らしい彫像です。圧倒されます」

「そうか、そなたが褒めれば双神も嬉うれしかろう」

　くすり、と薄うす紅べに色いろの唇が弧こを描えがいた。含ふくみしか感じないのは穿うがちすぎだろうか。

「その、猊下……お言葉に甘えてしまいましたが、わたくしはこれで」

「見事な彫像ほど、どの角度から眺めようと美しいものぞ」

　御ご前ぜんを辞じしようとした矢先、声がかぶさってしまう。さらにほとんど踵きびすを返しかけていたイヴリーンの手首は、〈神の子〉に摑まれていた。そのまま引っ張られるように、神像の背後に連れて行かれる。確かに彼の言う通り、正面でなくとも圧巻の一言だった。

（あの陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きの〈魔ま王おう〉が、どうしたら快かい活かつな武神然として描かれるのかしら）

　神像は神々とも交流のあった黄金時代に制作されたものだという。正確に伝わる逸いつ話わもあれば、こうして微び妙みように捻ねじ曲まがって浸しん透とうしていくモノもあるのだから面おも白しろい。

　黙って見上げていたイヴリーンは不意に視線を感じた。

「猊下？　わたくしの顔になにか？　それと、失礼ながら手を離してくださいますか」

「あ……っ」

　切れ長の目を丸くした〈神の子〉は、まるで火傷やけどしたかのように距きよ離りを置いてきた。それまでイヴリーンを引き止めていた手も、もう片方の手で握にぎりしめ、頰に朱しゆを散らす。

　意外な反応にきょとんとしていると、〈神の子〉が突如として声を張り上げる。

「おお！　なんと、そなたの連れの者も隅すみに置けぬ」

「……連れ？」

　わざとらしい、大おお仰ぎような物言いだ。それでも黒い手袋に覆われた繊せん手しゆが示す先を辿たどり、イヴリーンは息を詰つまらせる。聖池が望める小窓の向こうに、二人の男女が立っていた。

　窓を隔へだてているため、なにを話しているのかは聞こえない。だが、楽しそうな雰囲気は感じ取れた。風に飛ばされかけた娘むすめのヴェールを、少年が即座にたぐり寄せている。

　娘は口くち許もとに手を添えて、嬉しそうに瑠る璃り色いろの瞳を細めた。わずかに腰をかがめた彼女の頭に、少年が慎しん重ちような手つきでヴェールをかけて────目を背そむけたいのに逸そらせない。

　イヴリーンの目の前が真まっ赤かになる。

（オリヴィエ。どうして、そいつを見ているの）

　どうして笑いかけるのだ、そいつは偽者なのに。信じられなかった。

　それは完成された一いつ幅ぷくの絵かい画がのように麗うつくしい光景だった。印象的な黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんが甘く蕩とろけていく変化を、イヴリーンの両目は残ざん酷こくなほど鮮明に捉とらえてしまう。

　どれほど見つめても、娘──イヴリーンとよく似た偽者から視線ははずれなかった。

　幾いく度どとなく心の中で呼びかけようと、少年には……リュクシオルには届かない。

「あの者は誰にでも慈じ愛あい深ぶかいが、あれほど屈くつ託たくなく笑う姿は初めて目にした」

〈神の子フイーリウス〉はことさら優しく囁ささやきかけてきたが、イヴリーンの意識には留とまらない。

　笑いかけられることはあれど、はたして和なごやかな会話を続けたことがあっただろうか。

（あれは偽者なのに、偽者のはずなのに）

　自分で殺したはずの『エルネスティーヌ』が、聖池の畔ほとりで息づいていた。

　競せり上がってきた胃液に吐き気がする。ひどい気分だ。

　それからの記憶はおぼろげにしか残っていない。愉ゆ悦えつを滲にじませながら、どこか苛いら立だちの色がちらつく〈神の子〉と別れ、イヴリーンは寄り道することなく部屋に戻った。

　ベッドに仰あお向むけで倒れこみ、ムジカ石の照明を遮さえぎるように片手をかざす。

「……どうでもよければ、よかったのに」

　静まり返った室内だと、ぽつりと落とした呟きがいやに耳につく。

　自分から逃げていたくせに虫のいい話だ。

　誰かの特別になれるかも、なんてバカげた妄もう想そうから卒業する時がきたのかもしれない。

（もう逃げても、いくら振り返っても、だれもいない……）

　求められるのは、結局『偶像』だけなのだ。

　前髪をくしゃりと握りつぶす。今はなにも考えたくなかった。




　気づけばぐっすり眠っていた。カーテンを閉めきっていて、昼か夜かは定かではないが、

懐中時計を確かめると、短針は文字盤の十一を指している。

　まだ入浴をすませていなかったことを思い出すも、滞在している部屋に浴室はなかった。

　なので入浴道具を手に、共用の大浴場に向かうと、まず脱だつ衣い所じよの棚たなに目を配る。

　空からっぽであることを確認できたので、次に人払いの〈楽術ネウマ〉を口ずさむ。

　これで安心して湯ゆ船ぶねに浸つかれるだろう。畳たたんだ服は棚にしまっておく。

　大きな厚手の手て拭ぬぐいを片手に、湯ゆ殿どのに足を踏ふみ入れる。立ちこめる湯ゆ気げの中、慎重に歩いて髪の染め粉を落とし、べたつく汗をきれいに洗い流す。

（このもやもやも、汗みたいに濯すすぎ落とせたらいいのに）

　大好きな湯殿に来ているはずなのに、少しも気分が浮上しない。

　はぁ。イヴリーンは大きなため息をこぼして、濡ぬれそぼったプラチナブロンドをくるっと一つにまとめる。湯船に浸かろうと近づいた瞬間、ばしゃ、と水しぶきが立った。

　へ？　イヴリーンは首をかしげる。なにもしていないのに、なぜ湯が波打つのだろう。

　湯船に広がる湯気の、その奥を見み澄すましてぽかーんとなる。

「………………え？」

「ひっ」

　人払いの〈楽術〉は、すでに入室している相手には利きかないことを忘れていた。

（衣服が脱衣所にないから安心していたら盲もう点てんだったわ！）

　小さく悲ひ鳴めいを上げたのは、身を縮ちぢこめるたおやかな美女──例の偽者である。

　赤みがかった金きん糸しが貼はりつくうなじから伝う水すい滴てきと、普段は抜けるように白い肌が上気する光景は凄せい絶ぜつな色いろ香かが漂ただよう。手拭いで、必死に体を隠す仕し草ぐさも可か憐れんだ。

　視界をぼやけさせる湯気が、彼女の艶なまめかしさをいっそう際きわ立だたせている。

　対して、イヴリーンは平然としていた。同性相手に恥はじらうもないし、見られて困る体でもない。ためらわず湯船に浸かると、彼女は見事な垂直飛びを披露する。

「ぎゃあっ！」

　さらに広い湯船の隅っこまで遠ざかっていく。瞬間移動のような機き敏びんさだ。

　しかものぼせているようなのに、彼女はなかなか上がろうとしない。全身をかたかたと震わせ、顔まで覆っている。あまりに怯おびえる様子に、さすがに不ふ憫びんに思えてきた。

（なんていうのかしら、性格からなにから正反対にしか思えないのだけれど）

　湯殿ですっきりさっぱりするつもりが、ますます憂ゆう鬱うつになってしまう。

　なので、先に湯船から上がった。髪を黒く染め、また適当に背中を流してから、足早に湯殿をあとにする。再び部屋に戻ったイヴリーンは鏡台の前に座った。

「…………あんな女性が、世間では好かれるのよね。きっと」

　嘆たん息そくを漏らす。脳のう裏りに蘇るのは、先ほどの偽者の振る舞いだ。

　イヴリーンの目にも、ひどくいじらしく映った。同性でそうなのだから、余計に庇ひ護ご欲よくがくすぐられることだろう。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきな胸板はもはや愛あい嬌きようだ。

　だからオリヴィエだって、と下唇を嚙みしめる。

（女性らしさ、ってなんなのかしら）

　とてもではないが、イヴリーンはあんな風に恥じらえない。遭そう遇ぐうしたのが異性ならば笑顔で血祭りにするが、同性相手になぜ羞しゆう恥ち心しんを覚えるのか理解できなかった。

　王宮に引き取られて間もない頃は、女によ官かんに湯ゆ浴あみを手伝われていた影えい響きようかもしれない。

「笑い方の問題？　それとも、しゃべり方？　根本的な性格の改善……ああっもう！」

　むしゃくしゃして、イヴリーンは髪をかき混ぜた。

　外見だけなら一歩も譲ゆずらない自信はある。でも、『エルネスティーヌ』はダメだ。リュクシオルどころか、多くの人間の理想を体現する女性なんて勝ち目がない。

　心は晴れないが、ぱしんと頰を叩たたいて気合いを入れる。

「とにかく、ひばりの件の真相だけでも突き止めないと」

　楽がく院いんの夏か期き休きゆう暇かは一ヶ月で、イリス王国を旅立ってすでに二週間が経たとうとしている。

　神王国滞在中にけりをつけようと思えば、リュクシオルにかかずらっている場合ではなかった。せっかくここまで来たのに、目的を見失ったら意味がない。







　──とはいうものの、簡単に割りきれたら苦労はしなかった。

　二日が経過した今でも追いかけっこは続いていた。でも一度、イヴリーンは〈神の子フイーリウス〉と、リュクシオルは偽者といた時に鉢はち合あわせしてから、頻ひん度どは落ちた気がする。

（顔、思いっきりしかめていたわよね……）

　イヴリーンと〈神の子〉を見比べると、あからさまに不ふ機き嫌げんになったのだ。偽者に見せる笑顔なんて向けられたくもないが、惰だ性せいで追いかけられる身にもなってほしい。

〈神の子〉も〈神の子〉だ。イヴリーンは放っておかれたいのに、その後もあちこち連れ回そうとするのだからうんざりする。おかげで、ひばりの調査も捗はかどっていなかった。

「……考えたって仕方がないわ。朝食も摂とったし、まずは馬の世話をしなきゃ」

　今日は水みず浴あびをさせるので、厚手の手拭いなども持ってきた。

　厩舎に訪れたイヴリーンは馬を馬ば繫けい場じように連れ出し、井戸から汲くんできた水で巨きよ軀くを洗う。といっても、走らせたあとではないので、水を含んだ手拭いで拭ふくだけだ。

　馬体を冷やさないように心がけて、四し肢しの上部も濯すすぐ。

「ブルルルルッ！」

「冷たい！　おまえ、尻尾しつぽを振り回すのはやめなさいと言っているでしょうっ」

「ヒィン」

　眼鏡に水滴もついて、馬ば肉にく鍋なべへの誘ゆう惑わくが止まらない。

　円板レンズをハンカチで拭いていると、物陰から声がした。

「────もうし」

「ひゃあっ」

　飛び上がった拍ひよう子しに眼鏡をひねり潰つぶしかける。油断していたので心臓がばくばくいっていた。眼鏡をかけて振り返れば、厩舎に不ふ釣つり合あいな風姿がひっそりとたたずんでいる。

　イヴリーンは内心、驚おどろきを隠せなかった。なぜなら声をかけてきたのは例の偽者だったからだ。大浴場での遭遇以前を含めても、個人的に接せつ触しよくしてきたのは初めてかもしれない。

　頰に含がん羞しゆうの色を浮かべ、胸元を押さえる彼女は、風が吹いたら手た折おられそうだ。

「……なにかご用でも？」

「その、リュクシオルさまのことでお訊ききしたいことがあって」

　いつの間に名前呼びに変わったのだ。呆あつ気けに取られていると、その白しら玉たまの肌がより赤くなった。楚そ々そとしたおもてをヴェールで隠せば、なんとも言えない風ふ情ぜいを醸かもし出す。

（なにこれなにこれなにこれ、わたくしの顔でかわいい、だと……!?）

　しかも色っぽい！　イヴリーンの心象風景に稲いな妻づまが走った。

　圧倒的な女子力を前に呆ぼう然ぜんとしようとも、優秀な聴ちよう覚かくは彼女の話し声を捉えてくれた。

「リュクシオルさまのお好きなモノを、ご存知ないですか？」

「……好きなモノ？」

「はい。日ごろお世話になっているので、僭せん越えつながら、感謝の気持ちを贈おくりたくて」

　日ごろお世話に？　あの女たらしは、いったいどんな世話をしているのだ。

　イヴリーンの全身から殺気が逬ほとばしるも、もじもじしている偽者は気づかないらしい。

「リュクシオルさまは甘いものはお好きでしょうか？」

「……苦手だったと、思いますけど」

「そう、ですか。では、お菓か子しは避さけた方がいいですね。お贈りする前にお訊きしてよかった！」

　浮かれた声こわ色いろで胸を撫なで下ろしている。かと思えば、彼女の表情に影が落ちた。

「……シラクさまと、リュクシオルさまは、その……どのようなご関係ですか？」

「えっ」

「恋人同士、とか？」

　イヴリーンは鈍にぶくはない。だから、彼女がなにを探りたいのかわかってしまった。

　そうして理解する。自分はリュクシオルを責められる立場にいないことも。

（わたくしは、オリヴィエの好きなモノを知ろうとしたことがあったかしら）

　好きなモノだけではない。思えば、リュクシオルについてあまりにも知らなかった。

　愕がく然ぜんとする。これではイヴリーンが欲しているモノが手に入らないのも当然だ。

　形あるモノには興味がない。それで幸せだと感じたことはなかったからだ。ずっと目に見えないモノばかりを求めてきた結果がこれである。もはや笑うしかない。

「────────恋人では、ないわ」

「本当ですか？　ああっよかった！　あたくし、こんな気持ちは初めてで……嬉しい」

　なんとかひねり出した声は苦かったが、偽者は手を合わせてはしゃいでいる。

　感情を素直に表情に出すところも、イヴリーンとは似ても似つかない。

（自分と他人を比べたって、幸せから遠ざかるばかりだと……陛下も仰おつしやっていたのに）

　でも、比べずにはいられない。だって、こんなにもそっくりなのに違う。

　彼女みたいになれたら──ぶるぶるとかぶりを振って、詮せん無なき仮定を追い払った。

　心から喜んでいる彼女に水を差す気にはなれない。すると、偽者はイヴリーンの両手を握りしめてくる。顔を覗のぞきこみ、百ゆ合りの花がほころぶように笑う。

「あの方がずっと、こちらにいらしたらいいのに。……応おう援えん、してくださいね」




　ぼんやりしているうちに偽者はいなくなり、びしばしと腕に当たる馬の尾で我われに返る。

　濡れている肢あしをとっとと拭け、との抗こう議ぎだ。

　さっと拭いて馬房に戻そうとしたが、いくら手た綱づなを引っ張っても馬は動かない。

「おまえと違ちがって暇ひまではないからやることがあるのよ。言うことを聞きなさい」

「ヒン」

　イヤだね、と言わんばかりにそっぽを向いた馬は、日向ひなたぼっこを楽しんでいる。

　さらにこの馬、これみよがしに馬体を芝しば生ふに転がしてみせたではないか！

「こ、こンの馬……馬ではなく、これからは駄だ馬ばと呼ぶわよっ」

「ヒィ────────ンッ！」

「あーあーっ、お黙りなさい！　馬刺しになりたいの！」

　今度は甲かん高だかく嘶いなないた馬に対抗していると、すぐ傍かたわらで芝生を踏みしめる音が立つ。

「大陸広しといえど、馬と真剣にケンカするヒトなんて、おまえくらいだよねー！」

　へっ!?　イヴリーンは思わず引っくり返ってしまったが、急いで顔を上げる。

（どうしてひばりが!?　なんなの、どうしてわたくしに話しかけるの!?）

　頭の中が混乱して収拾がつかない。ぱたぱたと、異国のズボンがはためいていた。

　まだ対たい峙じする覚かく悟ごを決めていなかったイヴリーンは馬を盾たてにしようと移動してみる。

「……ヒィーン」

「やれやれ、だって！　……おまえさ、なんで毎日来るわけー？　結局ケンカするのに」

「ま、毎日なんて来てなくてよ。気が向いた時に、嫌いやがらせしに来ているだけ。本当は水責めをしてやるつもりだったのだけれど、わたくしの手が荒れてしまうからやめたの」

「……わー、なにそのわかりやすい噓。ふぅん……」

　またあの目だ。イヴリーンの音に意識を集中させているのか、眠たげな目が覚かく醒せいしている。魂たましいまで見み透すかされそうな眼まな差ざしを前にすると軽口は叩けそうにない。

　以前なら一言や二言、ひばりに苦情を申し立てているところだ。今のイヴリーンは借りてきた猫のように硬こう直ちよくしていると、「あー、もう！」と苛立ったような声が上がる。

「おまえさー！　この間から、いったいなんなの！」

「……え？」

「その音だよー、音！」

　ぐしゃぐしゃと、元々癖くせの強い猫毛をかき乱す。地じ団だん駄だを踏んで、イヴリーンを睨にらむ。

「なんでおまえ、おれを見るたびにそんな音を奏かなでるわけ！　気になるじゃん！」

「……わたくしの音って、なんのこと」

「そんなの────」

　ひばりはぐっと押し黙る。不快感もあらわだが、いつかのように消える気配はない。

　どうしよう。イヴリーンは焦あせった。なにか話さなければと思うほど、思考が空から回まわっていく。訊きたいことは山ほどあるのに、一音も発することができそうになかった。

　らしくなかろうと逃げだすに限る。が、馬の存在を忘れていたので盛大にすっ転んだ。

「きゃあっ!?」

「わー、あっぶなーい」

　巻きこまれないように避よけたひばりは無傷だが、イヴリーンは鼻の頭をすってしまった。さらに後頭部に刷毛ブラシが落下してきたことで撃げき沈ちんすることとなる。

　ちゃんと鞄かばんの蓋ふたを閉めていないと、こういうことになるという悪例だった。

　何度同じ失敗を繰り返せばいいのか──ハッ！　芝生に突つっ伏ぷしている場合ではないと、イヴリーンは上体を起こす。目の前には例の小鳥のぬいぐるみが。

「……なぁにこれー？」

　いやぁああああああああああああっ！　心の中で絶ぜつ叫きようする。

　失くして困るモノは持ち歩くようにしていたら、ひばりに拾われるだなんて屈辱的だ。この瞬間、殊しゆ勝しようさなど消し飛ぶ。ひばりはぬいぐるみを眺め、ぽつりと呟く。

「……この小鳥、なーんか見覚えあるなぁ」

「か、返して！」

　即座に取り返したぬいぐるみを鞄にしまい、今度はしっかり蓋を閉める。

　この時ばかりはイヴリーンを覚えていなくて救われた。からかわれたら腹立たしい。

「今のぬいぐるみのことは忘れなさい、よろしくて!?」

「精霊さまに対するその命令形がすっごぉく気に入らないから、イ、ヤ、だ」

「お黙り、この鶏とり頭あたま！　おまえなんて鳥になったら皮を剝はいで、血を抜いてから串くし刺ざしにして、火であぶってからおいしくいただいてやるんだから覚悟してらっしゃい！」

　無む駄だに具体的に言い立ててあげれば、ひばりの顔色が若じやつ干かん悪くなる。

「こ、これだからヒトってイヤだねぇ。今時のヒトってこわすぎー！」

「精霊は自分の姿を確認すべきよ。……そういうおまえこそ、どうしてわたくしに話しかけたりするの。ひばりは精霊でしょう？　エルネスティーヌ、様のことにしたって、精霊はヒト嫌いで有名なのに、どうして気にするの」

「うん、おれってばヒトってだぁいきらい！」

　ひばりはにんまりと口許をゆがめ、躊ちゆう躇ちよなく肯こう定ていした。それから少しだけ物言いたげにイヴリーンを見やってから、軽く息をつく。

「でもおれはヒトと違って義ぎ理り堅がたい精霊さまだからぁ、拾われたことに関する借りは返しておきたいんだよねー！　だけどなっかなか自分の望みを言わないしぃ、しょーがなくそばにいるだけ！　それだけのことだよー」

「拾われた……？　彼女に？　拾われたって、どうして!?」

　完全に自制心が振り切れて詰め寄った。勢いに押されたのか、ひばりは反そり返る。

「そんなの、おれだって知らないよー。ただ行き倒れて、少し前の記憶がないだけだし」

「記憶が……ない……」

　足元がふらついて、後ずさりながらしゃがみこむ。

　精霊も記憶喪失になるなんて聞いたことがなく、あえてその可能性を排はい除じよしていた。

「ここ最近──ああっと、ヒトの感覚だと十数年かなぁ？　暦こよみを見て、びっくりしたよー！　まぁ記憶が抜け落ちようが、おれは不便じゃないから問題ないけどねー」

「そう……なの。おまえ、体に異変はないの？」

「えっ！　な、ないけどそれがなんなのー？」

「別に。元気なのはよいことよ。……それじゃあ、エルネスティーヌ様によろしく」

　思いっきりきょどつくひばりには触れず、イヴリーンは馬の手綱を引き、踵を返す。

　今度は馬も従い、大人しく馬房に入ってくれたが、たまらず駆かけ出した。




　世界は明るいのに、イヴリーンの心までは照てらしてくれない。

　──歌が歌いたい。

　歌は好きだとか、きらいだとか、そういう次元にはないモノだ。

　もちろん、好きでなければ歌わない。けれど、歌はイヴリーンの魂に等ひとしい。

　歌わないと耐たえられなかった。溢あふれる詩を音にして発散しなければ、生きられなかった。





「──孤こ独どくの魔物は訪れて　褥しとねに横たわる無言しじまに




麗うつくしき赤ロ薔ー薇ザを散ちらし　それは笑うでしょう」






　ぶわ、とイヴリーンが踏みしめた端はしから、大地に赤い花の絨じゆう毯たんが敷しかれていく。

　声の限りに張り上げる。広がっていく音域に、魂との鳴めい動どうが骨を通して伝わってきた。

　イヴリーンはもう、ひとりぼっちではない。なのに、この喪そう失しつ感かんはなんなのだろう。

　来たことを後こう悔かいしたくないし、本当は消しよう滅めつしていなかったと知ってホッとしたのに！

（忘れても構わない記憶だったなんて、聞きたくなかった！）

　イヴリーンは忘れられないのに、こんなのってない。不公平だ。

　急速に遠ざかっていく木こ立だちは美しく、黄金にきらめいているのに、それらがイヴリーンの心を打つことはない。こぼれた涙が散って、うずくまる。もう、詩は溢れない。

「どうして、いつも────」

　あの偽者が妬ねたましい。イヴリーンがほしかったモノは今や彼女の手の中だ。

　イヴリーンは両手で顔を覆って、背中を丸める。次し第だいにおかしくなってきた。

「……売られた時より痛いだなんて、噓みたい」

　唇が勝手に笑えみの形に模かたどられていく。娼しよう館かんに連れて行かれる寸すん前ぜんに王宮からの使者が来て、館やかたの主人が渡した報ほう酬しゆう以上の金貨に歓かん喜きする両親を見た時より痛かった。

　穴の開いた心臓から、じくじくと血が滴したたり落ちていくようだ。

　誰かにそばにいてほしかった。それも誰でもいいわけではない。

　バカみたいだと思う。今に至ってまで、考えることは一つだなんて。

（あの黒瑪瑙オニキスが見たい……）

　無理だと知りながら、いつかのように真まっ直すぐなその瞳ひとみで、忍しのび寄る孤独の魔物を斬きり捨ててほしかった。










[image: ]








[image: ]






　精せい霊れいも記き憶おく喪そう失しつになることもあれば、ヒトと同じように夢を見る生き物だったらしい。

　ひばりは近ごろ、よく明めい晰せき夢むを見る。

　ヒトの顔だけ黒く塗ぬりつぶされ、色いろ褪あせた夢を。

　出てくるヒトはいつも同じだ。そのヒトは子供で親がいたが、ろくでもない親だった。

　かといって、殴なぐりも罵ののしりもしない。ただ、無関心なのだ。

　自分たちに都合のいい時だけ気にかけ、利用し、調子よく笑いかける。

　子供はそこにいるけどいない、空気のような存在だった。

　子供はいつもひとりで、同族と関わるのを避さけて、街角に立っては歌っていた。

　──最近のひばりのひそかな楽しみは、夢でこの歌を聴きくことである。

　ヒトは大だい嫌きらいだ。音を聴けばすぐにわかるような噓うそをつくし、平然と約束を破やぶる。ヒトも自然の一部といえど、その自然を汚けがそうとするから嫌いだった。

（でも、この音はいいなー！　この子供くらいなら生きていてもいいよ、うん！）

　むしろ生かしておかなければもったいない原石だ。

〈楽師カンタンテ〉の才は魂たましいに宿やどる。けれど、ムジカ石に触ふれるまでは眠ったままだ。ムジカ石に触れることによって、素質がある者は〈楽師〉として開花する。才能が眠ったままの状態で〈楽術ネウマ〉は操あやつれないが、ひばり──精霊ならばすぐに気づく。

　この子供に類たぐい稀まれなる〈楽師〉の才能が秘められていることを。

　……この夢が、ひばりから喪うしなわれた過去の記憶を再生しているという保証はない。けれど実際の出来事ならば、夢の中のひばりがそばにいる理由は理解できる。

　極上の音の前では、ヒト嫌いなんて些さ細さいな問題だ。




　しかし、この日の夢は奇き妙みようだった。

　あばら屋と称しようすのもおこがましい、雨風をしのぐだけの家に子供は暮くらしていた。

　いつもなら街角で歌って金きん子すを稼かせいでいる時間帯なのに、子供はまだ家にいたし、珍めずらしく来客もあった。下げ卑びた笑えみを浮かべる中年の男で、なんとも不快な音ね色いろが聴こえる。

『……………………しょーかん、ってとこにいるおっさんだ』

　両親とガマガエルのような男が話しているところを、物もの陰かげから覗のぞく子供が呟つぶやいた。

　しょーかん、とは娼しよう館かんのことだろう。意味までは知らないだろうが、あまり好ましくない場所とは理解しているようで、子供の声はイヤそうだった。

　しばらくすると、親は男から金貨の入った袋を受け取り、子供を指差す。

　思わず身を引いた子供の顔を、男は不ぶ躾しつけに観察する。その目が三み日か月づき型に細まった。

『ほっほぉ、噂うわさにゃ聞いてたが掘ほり出しモンですなぁ！　いい商品になりましょうや』

『だろう？　だからさ、もっと────────』

　夢の中のひばりは咄とつ嗟さに音を遮しや断だんしたが、遅おそかった。子供はもう、理解してしまった。

　たった今、自分が『しょーかん』に売られたのだと。

　その小さな体に走った衝しよう撃げきが、ひばりにも音として伝わってきた。

　全身をわななかせていた子供は、突とつ如じよとして家を飛び出す。

　近くの河か川せん敷じきまで駆かけていくと、そこでようやく口を開いた。




『──────アァアアアアアアアアアアアアアア！』




　それはもはや『歌』ではない、『音』の暴力だ。

　川べりで様子を窺うかがっていた妖よう精せいたちはいっせいに逃にげ出す。

　ひばりも隠かくれたかったが、耐たえがたいというほどではない。

　夢の中のひばりも同じように耳を塞ふさごうと、子供のそばにいた。

　子供の『音』は気が狂くるわんばかりに世界を恨うらみ、呪のろい、憎にくんでいた。

　この子供が仲なか睦むつまじい親子を見かけた時にも奏かなでた『音』だが、その比ではない。

　この音は、ラー・シャイの魔ま物ものが生み出す破は滅めつの旋せん律りつによく似ている。

　もし子供が〈楽師カンタンテ〉として目覚めていたら、先ほどの妖精たちも逃げ出す暇ひまなく魔物と化したかもしれない。けれどひばりが聴く限り、魔物とは少し違ちがう。

（……故郷を思い出すなぁ）

　ここ十数年の記憶がないだけで、自分がオアシスの精霊であることはわかっていた。

　オアシスは比ひ較かく的てき涼すずしかったが、暑いし、砂しかないし、ひばりには退たい屈くつな場所だったのに、なぜだろう。この音を聴いていると、故こ郷きようを見たくなってくる。

　子供の音は泣いていた。それは胸がかきむしられるほど切なくも甘い音色だった。

　音を世界に叩たたきつけるように歌いきった子供が吼ほえる。

『こんなせかい、のろわれちまえ！　みんな、みんなふこうになれ！』

　歌い終わったと判断した妖精たちが恐おそる恐おそる近づき、口々に声をかける。

　どうしたの。悲しいの。なにがほしいの。なんでも言って。なんでも叶かなえるよ──と。

　だが子供は差し伸べられる手を振り払い、全身で威い嚇かくした。

『おまえらも、あいつらとおなじだ！　おまえらにすかれたって、うれしくない！』

『イヴ、イヴ』

『うるさい！　おまえらがあたしをたすけるのは、うたがじょうずだからだ！　うたがじょうずじゃなけりゃ、あたしのそばにいつきもしないくせに！　おまえらも、あいつらも、みんなのろわれろ！　きらいきらい、みんなきらい！　だいきらい！』

　──う、わあああああああああああああああっ！

　大声で泣き喚わめく子供の中には、世界への不信感しか残っていない。

　夢の中のひばりは「バカな子だ」と小さくこぼしてから、子供に声をかけた。

『──イヴ』

『…………ひ、ばり』

　ひく、と喉のどを引きつらせる。それから子供は夢の中のひばりの脚あしに抱だきついた。

　他の妖精は拒きよ絶ぜつしたのに、素直にしがみついてくる腕うでの強さを甘かん受じゆしていると、子供はしゃっくりを上げて訊きいてくる。

『ひばり、おしえて。こんなにうたっているのに、なんできいてくれないの。なんであたしをみてくれないの。……どうでもいいヤツはほめてくれるのに、なんでなの』

　駄だ々だっ子のようだが、ひばりの胸中にたとえようもない想いが溢あふれてくるのを感じた。

　がんぜない問いかけへの答えは、あまりに残ざん酷こくすぎてさすがに言えない。

　ささやかで、贅ぜい沢たくな望みだ。バカな子だ。諦あきらめてしまえばいいのに、諦めきれないのだ。

（この子供は今、どうしているんだろう）

　この夢の結末を知らないひばりは、想像することしかできない。

　ヒトなんて嫌いだ。でも、この子供はひとりぼっちでいなければいいと思う。

　子供の悲痛な訴うつたえが途切れることはない。

『あたしは、ここにいるのに。あたしにきづいてよ、あたしをみて』

　そこで突然、夢の中の像がブレた。

　黒く塗りつぶされていたはずの子供の顔が現れ、色がつく。

　精霊と見み紛まがう容よう貌ぼうは、幼おさないはずなのにどこか大人びていた。頰ほおは薄うす汚よごれ、肌はだも垢あかを落としきれずとも、子供の持つ美しさを覆おおい隠すことはできない。

『あたしだけをずっとすきでいて』

　ほとんど風にさらわれるような声で囁ささやいた子供の、その瞳ひとみ。

　水の膜まくが張ってきらめく硝子ガラス球だまのような目は、きれいなヘーゼル色をしている。光の加減で緑にも、赤にも見える、透すき通った階調だ。

　それを認にん識しきした途と端たん、ひばりは夢の中にいながら痛む側頭部に悶もだえた。

　この色と音を、つい最近も五感で感じ取った覚えがある。

　ひばりと顔を合わせるたび、不安定に音を揺ゆらし、なにかを訴うつたえていたヒトがいた。昨日きのうもそのヒトは無表情ではあったものの、ひどく傷ついていたようだった。

　そうだ、ちょうど大だい主しゆ神しん殿でんに滞たい在ざいしている────夢の、ヒトの子とそっくりな。

　息を吞のんだひばりは意識が引っ張られていくのを感じた。





[image: ]






　イヴリーンはしゃがみこんだまま、聖池の水面みなもに反射する空を眺ながめていた。

　どれほどの時間が経たっただろう。小枝を踏ふみ折るような物音に、イヴリーンは首をめぐらせる。ハッとして駆け出せば、一いつ拍ぱく遅おくれて追い上げようとする靴くつ音おとの主ぬしが叫ぶ。

「おいっシラク！　いい加減、僕の話を聴け！」

「おまえに用があろうとなかろうと、わたくしは話すことなどないわ！」

　大声でのやり取りに、すれ違う神官たちは何事だと怪け訝げんな顔つきだ。

　入り組んだ大主神殿の構造を利用して振りきろうとするものの、今日のリュクシオルは諦めが悪い。ひと気もなく、視界が悪い場所を選んでいたせいで、呼吸が乱れてきた。

　頭もくらくらしてきて、速度が落ちたところを一気に詰つめられてしまう。

　腕うでを取られ、そのまま流れるように背中を壁かべに押しつけられて逃げ道を塞がれる。

　イヴリーンは睨にらみつけ、唸うなるようになじった。

「わたくしに触れる許可も、近づく権利も与えた覚えはなくてよ。お下がりなさい」

「……僕に思うところがあるのはわかった。だが、今回ばかりは身に覚えがない」

「へぇ、そう」

　心底困こまりきったように下がった眉まゆ尻じりにムカムカしてきた。

　魂の属性が『火』であるイヴリーンは元々感情の起き伏ふくが激しいのだが、今日はいっそ気分が悪くなるほど乱らん高こう下げしていて、普段以上に自制心が利きく気がしない。

（……自覚しているより、なお悪くてよ）

　無自覚ということは、それが本心ということだ。どれほど言葉を尽つくされようと、深層にある本音は違うのだと思えば、嬉うれしくないどころか殺意すら芽め生ばえる。

「…………もう、いいわ。身に覚えがないのなら、それで結構」

　元々期待する方が間違っていたのだ。リュクシオルを突つき飛ばして戻ろうとしたが、胸むな板いたを押そうとびくともしない。彼はまなじりを決し、一語一語を強調した。

「僕は、少しも、よくない！」

「……噓つきは大嫌いよ。おまえなんてうっかり冥めい府ふに落ちて〈魔ま王おう〉と一緒に楽しく陰いん気きに暮らせばいいんだわ！」
















「はぁ!?　僕はお前と違って、噓なんてついてないだろう！」

「〈楽師カンタンテ〉としてのわたくしが、噓なんてつくわけないでしょう！」

「〈楽師〉として、ってところは正直だと褒ほめればいいのか？　アホかっ」

　猛もう然ぜんと反はん駁ばくされようと、イヴリーンが噓をついていないと言えばついていないのだ。

「わたくしが薔ば薇らを菖蒲イリスだと言えば、薔薇も菖蒲になるのよ！」

「その何様理論はやめろ！　話が進まないじゃないか！」

「何様わたくし様イヴリーン様よ、ひれ伏ふすがよろしいわ！　おまえの反対意見など認めていないのだから、進める話もなにもなくてよ。すっこんでらっしゃい！」

　迷いなく言いきると、リュクシオルはぽかーんと間抜け面づらをさらす。

　固まっている隙すきに逃げ出そうとしたが、またしても失敗に終わった。顔の両りよう脇わきに手をつかれると、似たり寄ったりな体格差では抜け出せないのだ。

　……以前は見下ろしていた顔だった。それが今ではわずかに見上げているかもしれない。そんな些細な変化にいちいち気づいてしまう自分を、心の底から疎うとましく思う。

　それに先ほど大声を出した余よ波はか、足元がふらついて腰こしが抜けた。座りこむ寸前に支えてくれたリュクシオルが狼ろう狽ばいしている。

「シラク……お前、熱があるのか!?　そういえば、夕飯どころか朝食時にも見かけなかったが……まさか、昨日の昼間からずっとあそこに……」

「ああ、空が濃こくなったり薄うすくなったりしていたわね。でも、これはただの寝不足よ」

「あのな……こんな時まで意地を──」

「──うるさい！」

　なにも聞きたくなかった。イヴリーンは足を踏み鳴らして遮さえぎる。

「わたくしは、どうせ、素す直なおじゃない、かわいくない女よ！」

「おい、熱があるのに興こう奮ふんするな。まぁ、シラクが素直だと思ったことはないが」

「……おまえなんて、嫌い。きらいきらいきらい！　あっち行って、離れてよ！」

　平手打ちしようかと思ったが、胸板を何度も何度も叩く。よろめきもしないのが憎たらしい。しばらくして、今度は両手を押さえつけられる。

　離はなれろと目だけですごめば、底光りする黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんとかち合ってしまう。

「本当はお前の熱が下がってからの方がいいんだろうが、僕にだって我が慢まんの限界がある。……僕は察さつしがよくない。頼むから、なにに怒おこっているのかだけでも教えてくれ」

「………………舞ぶ踏とう会かいの夜」

「舞踏会？」

「お前は、わたくしと『エルネスティーヌ』がたまたま同一人物だっただけで、関係ないと言っていたわよね。……それなのに、どうして……」

　正面切って乞こわれると否いなと返せなかったが、それ以上は言葉にできずに腕を振り払う。

　イヴリーンとエルネスティーヌを切り離して考えることは難しいだろう。肩書きがあるかどうか、変装をしているかどうか程度の違いで、中身は同じなのだから。

　でも、イヴリーンにとっては違う意味を持つ。

　エルネスティーヌは『特別』の象しよう徴ちようで、本当のイヴリーンは『特別』なものなんていらなかった。どこにでもある、ごくありふれたものでよかったのだ。だから。

「……おまえは、あの『エルネスティーヌ』に見み惚とれていたわ。わたくしが、隣となりにいたのに！　それからだってデレデレして。本当は……どうでもよくないのでしょう？　わたくしが恩人だったから、追いかけてくるのでしょう？　むしろそう考えた方が自然よね」

「……シラク……」

「わたくしは……彼女みたいに、じょ、女性らしくないし……性格が悪いことだって自覚していてよ。好かれる要素が微み塵じんもないなんてこと、よく知っている。けれど、わたくしは変わりたくない。自分を殺して好かれるだなんて、クソ食らえだわ」

　ボロが出た途端に幻げん滅めつされることは容よう易いに想像がつく。ならば、偽いつわらない方が傷も浅くすむ。……言っていて虚むなしくなってきた。リュクシオルの顔を見ていられなくてうつむく。

（ただのシラク、って言葉がどれほど嬉しかったかなんて、だれにもわからないわ）

　……イヴリーンは欲張りなのだ。『特別』もなにもかも取っ払った、ありのままの自分を受け入れてほしい。恵まれているくせにと非難されようと、願うことは自由だ。

「『特別』ならだれでもいいのなら、わたくしである必要がどこにあるの。わたくしでなくてもいい『特別』なら、おまえの感傷にわたくしを巻きこまないでちょうだい」

「シラクを好きな理由を列れつ挙きよすれば、それで満足なのか。そんなことで満足するなら、いくらでも言ってやるさ。だが、お前はそれだけじゃ納なつ得とくできないんだろう」

「中ちゆう途と半はん端ぱなモノなら、いらない。そう思って、なにがいけないの。……そんなに『エルネスティーヌ』がいいのなら、神しん王おう国こくに残ればいいんだわ。そうしたらおまえの顔も見なくてすんで、わたくしは清せい々せいしてよ！」

「──────お前だって」

　え？　鼓こ膜まくを震ふるわせる低声は、感情を押し殺したようにかすれていた。

　そろりと上うわ目めで確認したイヴリーンは、心臓が握にぎりつぶされるような痛みを覚える。以前より不ふ快かい感かんを前面に押し出した顔つきだった。が、すぐ虚きよを衝つかれる。

「そういうシラクも、猊げい下かと楽しそうに話していたじゃないか！」

「………………え、〈神の子フイーリウス〉？」

「そりゃ、猊下の見目に比べれば僕は劣おとっているだろうし、〈詩人バルド〉としても未み熟じゆくだが……性格はよく知らないが、神官からの評判はいいみたいだしな」

　その返答は予期せぬものだ。故こ意いに論点をすり替えているのかとも思ったが、リュクシオルの目は言葉以上に噓をつけない。不安げに揺れる黒瑪瑙オニキスの光に、衝撃を覚えた。

（オリヴィエも、そんなことを気にしていただなんて）

　イヴリーンだけではなかったのだ。疑うたがわれているのに、胸の痛つう撃げきが和やわらいでいく。

「おまえの節ふし穴あなには愛あい想そが尽きそうだわ。……惚ほれた腫はれたに、美び醜しゆうや才能が関係していると、本気で思っていて？　仮にそうだとしたら、おまえは大陸一のとんまよ」

「だが、お前は見かけるたびに猊下と一緒にいただろう！　だから、見たくなくて、追いかけるのも少し自じ重ちようし────いや、なんでもない。今のは聞かなかったことにしろ」

　リュクシオルはかぶりを振り、隻眼を伏せる。弱々しい、自信のない仕し草ぐさだ。

　急に心しん拍ぱく数すうが速まった気がした。イヴリーンは胸元を摑つかみ、わざと肩をそびやかす。

「これだからとんまは。わたくしをごらんなさい。全人類が束たばになっても敵かなわないほど美しく、才気に溢れているけれど、好かれていないじゃない！　わたくしが生き証人よ！〈神の子フイーリウス〉にみじんこほどの興味もないわ、勝手に決めつけないでいただける？」

「胸を張ることか？　発想が斜ななめ上すぎて、どこから突っこめばいいんだか」

　語調は呆あきれていたが、どこかホッとしたような笑みが口の端はしに滲にじんでいた。

「確かに、お前は女らしさとはほど遠いが」

「オリヴィエ、火あぶりにされたいならはっきりと言いなさい」

「でも、マルソーからもらったというぬいぐるみを大切に飾かざっているだろう。お前が買った、あの気難しい馬だって懐なついているじゃないか。……精霊を心配して、神王国まで来たお前に、好かれる要素がないとは思わない。現に、僕はシラクが好きだ」

　イヴリーンは啞あ然ぜんとした。好き？　まだ好きだなんて、物好きにもほどがある。

「それと、一つ訊いてもいいか」

「……な、なにをよ」

「お前が面倒くさく、しかも回りくどく言うから気づかなかったが────」

　ごくり、とリュクシオルの喉のど仏ぼとけが上下した。緊きん張ちようの色が窺える面おも持もちに期待がちらつく。

「要は、ヤキモチを焼いてくれたってことか？　そう考えると、先ほどの怒いかりも自分だけを見ていてほしいと言っているようにしか聞こえなくなったんだが」

　イヴリーンは口を開けっぴろげたまま硬こう直ちよくしてしまった。

　急上昇していく体温が煩わずらわしく、早はや鐘がねを打つ心音もうるさい。相手に聞こえていないかという危き惧ぐもよそに、リュクシオルは片手で顔を押さえてぷるぷるしている。

「……くっそ、こんなんで……」

「は、はぁー!?　なに人の言葉を捏ねつ造ぞうしたまま納得しているの！　しかも、笑うだなんていい度胸をしていてよ……バカにして！　お、おまえなんて、馬の──」

「違う。嬉しくて、笑ったんだ」

　憤ふん怒ぬで息を吹き返せたというのに、リュクシオルが笑いかけてきたせいで頭の中が真っ白になる。まるで機き嫌げんのいい猫のように隻眼を眇すがめて、こつんと額ひたいを合わせてきた。

　頭がくらくらする。合わさった額から広がる熱に、ますます体が火ほ照てってしまう。イヴリーンは跳はね除のけることもできず、その唇くちびるの動きを見守ることしかできない。

「さっきも、好きだと言っただろう。僕だけじゃないとわかって嬉しいんだ。シラクに勘かん違ちがいさせたのは悪いと思っているが、その、なんだ。あれだ。墓場まで持っていくつもりだったし、言い訳がましいから言いたくないんだが……」

　彼は言いづらそうにどもっていたが、次の瞬しゆん間かん、ぼんやりしていた意識が覚かく醒せいする。

「僕は少し前まで、プティ・エトワール様の肖しよう像ぞう画がを飾かざっていた。六年間ずっとだ」

「ファッ!?」

「毎朝、肖像画を前に精神統一と、一流の〈詩人バルド〉になるという宣せん誓せいの儀ぎ式しきをしていただけだが、それも大競演会グラン・コンクールの少し前に封ふう印いんした。……お前が、気になったからだ」

　どうせなら本当に墓場まで持っていけばよいものを。

　この流れで当人に言う神経が理解できなかったが、イヴリーンは息を詰まらせた。

「──噓よ」

「楽がく院いんに戻ったら、僕と同室のヤツに訊けばいい。噓かどうかすぐわかる」

　グルだと怪あやしまれるのはわかるだろうに、リュクシオルはどっしりと構かまえている。猜さい疑ぎ心しんを挟はさむ余地すら与えないほど、イヴリーンの心を射い抜ぬく隻眼は冴さえ渡っていた。

　そんな都合のいい話があっていいのだろうか。掌てのひらに滲む汗をぬぐい、胸元を押さえる。

　──ずっと、特別なものなんてほしくなかった。

　イヴリーンは持つ者であり、同時に持たざる者であった。

　妬ねたむ人間の気持ちだって想像できる。その人間を、イヴリーンも妬んでいたからだ。

　誰もが羨うらやむ『特別』も、イヴリーンが求める『特別』ではないから、いらなかった。

　それは〈楽師カンタンテ〉としてではない、普通の人間であるイヴリーンとしての望みだ。

　でも、本当は知っている。ありふれたものだって、特別になることを。

（………………だって、しょうがないじゃない。慣れていないんだもの）

　だから予防線を張り、なにかあれば疑うのだ。そんな奇き跡せきが起きると信じていないから。

　だけど、と思う。この特別だけはほしかった。どうしてもほしいから、試ためすために逃げただけだ。本気で逃げきろうと思ったら、どこぞに立てこもればいいだけである。

　生活習慣を変えなかった、それが答えだ。その時点で、勝負はついていたのだろう。

「彼女の件はまたあとで説明するが、シラクがイヤなら反応しないよう気をつけよう」

「別に、いいわよ。気をつけなくても」

「…………おい。さすがの僕も、この問答を一からやり直すとなったらキレるぞ」

「ふん、ただの病気なのでしょう？　わたくしは美しいうえに心も広くてよ、病気ならば好きなだけ話すがいいわ。でも、今度また見惚れたりしたら」

　どの口で言うんだ、と呆れているリュクシオルの胸むな倉ぐらを摑み上げて微笑ほほえむ。

「おまえを立派な『女の子』にしてあげるから覚かく悟ごなさい」

「全然歯に衣きぬを着せられてないぞ！」

　リュクシオルは若じやつ干かん内うち股またになり、あきらかに怯おびえている。

　そんなことも気にならないほど、今、イヴリーンの思考をある想いが占めていた。表情を悟られないように顔を背そむけて、腕を組む。

「そ、そもそもよ。わざわざあんな贋がん物ぶつを眺ながめる必要がどこにあるというの。鑑かん賞しようを許ゆるすのも、美しい者の務つとめだわ。おまえのような唐とう変へん木ぼくは、わたくしの顔を見て満足していればいいのよ。寛かん大だいきわまりないわたくしに感謝し、崇あがめるがよろしいわ！」

　話すうちに調子が戻ってきてふんぞり返れば、リュクシオルが崩くずれ落ちる。

　足元に視線をやると、白い耳を真っ赤にして、ぶつぶつと不ぶ気き味みに呟いていた。

「……翻ほん訳やくのコツが摑めてきたら摑めてきたで、なんだこの感覚……！　つまりよそ見をするなってことだよな？　これがわざとだったら、僕は女性不信になって泣くぞ……」

「おまえはなにを言って…………ハッ！　わたくし、今、もしかしてオリヴィエに跪ひざまずかれている!?　跪かせた!?　やだ、どこかに投とう影えい機きはないかしら？　証しよう拠こを残さなきゃっ」

「本当に、なんで好きなんだろうな。本当に」

　復活したリュクシオルの目は、悟さとりを啓ひらいた賢けん者じやのようだ。

　イヴリーンは構わずきょろきょろしていたが、がくんと膝ひざが笑う。踏み止とどまりきれずに倒れこんだ体を、リュクシオルは抱きとめてからハッとしたように額に片手をかざす。

「さっきより熱い……すまない！　僕が気をつけなきゃならなかったのに」

「……少し、頭がふらふらするだけなのに大げさね。熱なんて出ていないわ」

「問題大ありだろう。……じっとしていてくれ」

　そう言うが早いか、イヴリーンの体は一気に持ち上げられる。リュクシオルに横抱きにされたのだ。上う手まく頭が働かず、なすがままになっていると、彼はそのまま走り出す。

　背せ丈たけはそう変わらないというのに、リュクシオルも男なのだと実感する。

（ああ……もう、孤こ独どくの魔物はいないのね……）

　イヴリーンは伸ばした腕を首に回し、リュクシオルにぎゅっと抱きつく。ありえなかったはずの夢想が、現実のものになったみたいだ。

　瞼まぶたを下ろすと、なぜか風を切る速度が落ちる。すぐに持ち直したが、今のはなんだったのだろう。心地ここちよい揺れに眠気が襲おそってくるも、今度はふかふかした場所に寝かされる。

　まばたきしてみると、そこはイヴリーンが泊とまっている部屋だった。

　脇にはリュクシオルが立っていて、怜れい悧りな目元を和らげている。

「少し待っていろ、〈癒し手ヒーラー〉を呼んでくる」

「やめてっ！」

　急に身を起こして叫さけんだせいで目眩めまいがしたが、リュクシオルの腕を摑む。

「〈癒し手〉なんて呼んだら、おまえを馬ば刺さしの添そえ物にしてやる！」

「だが」

「こんな無ぶ様ざまな姿を他人に見せるくらいなら、今すぐ全員まとめて原因不明の病やまいに冒おかされる呪いをかけてやる！　ついでに枕まくら元もとに化ばけて出てや、る……ごほごほっ」

　リュクシオルが眉根を寄せ、イヴリーンの丸まった背中に手を伸ばした時だ。

　ごんごん、と騒さわがしい叩音ノツクが響ひびく。続けざまに聞こえたのは能天気な大声。

「猊下のおーなーりーでございますよぉ！　開けてくださいませぇ！」

　頃合いがいいのか悪いのか。「バラしたら、おまえの体もバラしてやる」という意思を目力にこめると、リュクシオルはため息をついて応対に向かった。

　しばらくしてかすかに聞こえていた話し声が、扉とびらの開閉音によって閉め出される。戻ってきたリュクシオルは不機嫌に腰に手を当て、イヴリーンを見下ろす。

「お前の意思を尊そん重ちようしよう。ただし、普通の看かん病びようはするぞ。……今まで、寝不足の時はいったいどうしていたんだ？」

「なにも、いたって普通に過ごしていてよ」

「はぁ!?　休きゆう暇かも取らないでか!?　というか、〈楽術ネウマ〉で治せるんじゃないのか」

「休暇は休暇で、きちんと別にあってよ。休暇以外で、プティ・エトワールが休むわけないわ。それに、こんなくだらないことに〈楽術〉を使うだなんて冗じよう談だんでしょう」

　鼻先で笑えば、ますます眉間の皺が深まった。全身で不服を主張してくる。

「くだらなくなんかない」

「治ち癒ゆの〈楽術〉は本来、気力を消しよう耗もうしやすいのよ。わたくしに使うくらいなら他人の治癒に回すべきだし、わたくしはよほどのことがない限り、自分自身に〈楽術〉を使わない主義なの。そもそも、寝不足改善には不要よ」

「あー、わかったわかった。……とりあえず、氷枕と水みず盥だらいをもらってくる」

　いなされてかちんときたが、掛布をかけ直され、他にも念入りに言い聞かせられる。

　話半分に聞き流していたものの、いざ遠ざかっていく背中を見てしまうと手が伸びた。

　教団の制服の裾すそを、指先でそっとつまむ。荒くついた呼気が熱い。

「……オリ、ヴィエ」

「シラク？」

　リュクシオルは不思議そうだったが、振り払われることはなかった。

　気き遣づかわしげに隻眼を眇め、汗で額に張りついた前髪を丁てい寧ねいにかき上げられる。

（こんな見苦しい姿、人に見せるのは初めてだわ……）

　そして、具合の悪さを心配してもらうのも。

『エルネスティーヌ』になってからは象徴として、どんな状況下でも涼しい顔でいる必要があった。腹立たしく思う人間もいれば、安心感を覚える人間もいる。あの薄うす絹ぎぬの衣装だって、それを強調する演出の一いつ環かんだ。けれど、慣れている理由はそれだけではない。

「昔から……昔から、なのよ……王宮に引き取られる前から……ずっと、そうだったから……本当に、大丈夫、なの……外に出たら、普通に振る舞えるし……寝不足だもの」

　弱った猫が死に姿をさらしたくないように、イヴリーンのこれも癖くせなのである。

　実際、リュクシオルとのことに安心するまでは熱なんてすっかり忘れていた。

　だというのに、どうしてだろう。精霊以外で付き添われたことが初めてだからか、弱気が顔を出してくる。瞼の裏に蘇よみがえったのは、戸と惑まどうひばりの姿だ。

（ひばりの記憶も、取り戻さなきゃいけないのに、このザマだなんて）

　今のイヴリーンには無理というだけで、なにも諦めたわけではない。できる、と信じることが大切だ。こんなところで寝ている時間の余裕はないのに。

「だから……そばに……」

　ひゅーひゅーと喉が鳴った。聞き苦しかったのか、リュクシオルが耳を寄せてくる。

「……そばに、いて……ひとりは……いや……」

　黒瑪瑙オニキスの隻眼が丸くなった。

　もはや熱に浮かされて、なにを口走っているのかおぼつかないが、力強く手を握られる。なんの応いらえもなかったが、それが無言の答えだった。

　人肌のぬくもりにホッと息をついて、イヴリーンは微睡まどろみに身を任まかせる。沈しずんでいく意識の片かた隅すみで「ずっと追いかけるから安心しろ」と聞こえたような気がした。







　時間の感覚がなくなった頃、不意に懐かしい気配が生じる。

　たゆたう水のような、そんな静かな気配だ。

「────ふぅん。二日も姿を見なかったのは、こういうわけだったんだねー」

　ぬるくて気持ち悪かった額が軽くなり、一瞬にしてひんやりしていく。

　その心地よい冷たさは額だけに留とどまらず、全身にめぐっていくようだった。

「……これじゃ────は、わからない、か。面おも影かげは──────……バカな子だ」

　さっと額を撫なでる感触と、染しみ入いるような声に泣きそうになる。

　待って、と手を伸ばそうにも、金かな縛しばりに遭あったみたいに動けない。

　気配が薄らぐと意識も覚醒する。ぱちり、とイヴリーンは目を開けた。

　飛び起きれば、寝ている間に置かれたと思おぼしき手て拭ぬぐいが膝に転がった。氷枕まである。

　急いで周囲を確認するも、声の主ぬし──ひばりの姿はどこにもない。額に触れれば冷たく、気のせいだとは到底思えなかった。あれほど重かった体にだるさは残っていない。

「……バカなのはどっちよ。治癒なんて頼んでなくてよ」

　ぼやきながらサイドテーブルに目を向ければ、小こ鉢ばちと置き手紙があった。

『蓋ふたをした容器の中身は粥かゆだ。食べられるようなら食べてくれ。僕のとお前の馬の世話でしばらく席をはずすが、くれぐれも出歩かないように。リュクシオル』

　少し角ばった、教本通りの筆ひつ跡せきを指の腹でなぞる。

　リュクシオルは自分の馬の世話を馬ば丁ていに任せているものと思っていたが、もしかしてイヴリーンとかち合う時間帯を避けていたのだろうか。

（おかしな男ね）

　無ぶ遠えん慮りよに追いかけてきたくせに、変なところで気を遣うなんて。

　そういえば楽院でも、年中追いかけられはしたものの、イヴリーンが練習室にこもっている時などの自由時間には邪魔してこなかった。

　たんなる偶ぐう然ぜんかと思っていたが、リュクシオルなりの線引きがあるのかもしれない。

　それはそれとして、教団の制服が汗でひどいことになっていた。

「んーっ！　寝不足も解消したし、汗を流してこようかしら」

　出歩くなとあったが、汗くさいままリュクシオルと顔を合わせる気にはなれない。

　イヴリーンは粥を食べてから軽装に着替え、いそいそと入浴に向かった。
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　リュクシオルは馬の世話をすませ、イヴリーンの部屋に行く前に寄る場所があった。

　北翼の男子専用の区画にある部屋に戻り、テーブルに置いた水晶玉の前で歌う。

　しばらくしないうちに、水晶玉は光を放ち、見み慣なれた人間を映うつし出す。

　そう。この水晶玉は、正確にはムジカ石だ。遠くにいる人間と通信できる〈楽術ネウマ〉をこめた高価なモノだが、元々の所有者はリュクシオルではない。

「……定例報告です。今日は特に変わったことはありませんでした」

『彼女の体調はどうだ？　真冬だろうと薄うす絹ぎぬ一枚で耐たえ抜くほど我が慢まん強づよいが、神しん王おう国こくの水は合わないようだから心配だ……兄上、やはり審しん議ぎ会かい終了まで待たねばならないのか』

　光の中に投とう影えいされた一人、ヴァランタン・ル・イリスがせかせかと口火を切った。

　イヴリーンの具合について報告しようか迷ったが、言わずにいて正解だった。この調子だと、弟王子まで追いかけてきかねない。

　無表情でやきもきする姿を、悠ゆう然ぜんと猫ねこ脚あしの椅い子すに腰かける青年が笑い飛ばす。

『おやおや、ヴァランは本当に見かけによらず心配性しようだ。そう毎日訊きくものではないですよ。尻尾しつぽを出す前に乗りこんではすべてが水の泡あわというもの。あと数日の辛しん抱ぼうです。………やはり君にムジカ石の通信機を渡していて正解でした』

「……真夜中に王おう太たい子し殿でん下かが寮りようまで訪たずねてきた、僕と友人の驚おどろきがわかりますか？」

　身分を考えろという意味もこめて返すリュクシオルに、青年はそ知らぬ顔である。図太すぎる兄の姿にヴァランタンは胃を押さえた。

　そう。通信機の出所は、イリス王国の麗うるわしき王太子ソンジャンテ・ル・イリスだ。

『夏か期き休きゆう暇か中は毎夜この通信機でエスティの様子を報告しろ』という命令に逆らってもよかったが、ソンジャンテが訪ねてこなければ、イヴリーンを一人で旅立たせていた。

　その義理があるため、仕方なく、リュクシオルは毎日通信機を作動させている。

　今日は熱のせいかしおらしかったイヴリーンを思い出し、つい愚ぐ痴ちがこぼれてしまう。

「はぁ……報告義務さえなければ、シラクと同室で構かまわなかったんだがな……」

『待て、貴き様さま。今、何か聞き捨てならないことをほざいたな……？』

『俺の忠告を忘れましたか？　婚前交こう渉しようはシケイに値あたいしますよ？』

　シケイは私刑なのか死刑なのか気になるところだが、リュクシオルはへっちゃらだった。遠くにいる人間の小言なんて痛くも痒かゆくもない。

『何事もない、ということは、例のそっくりさんの接せつ触しよくもなしですか』

「……それはありましたが、早々に切り上げたので」

『ほう、エスティの逆げき鱗りんに触ふれましたか。いい気味……いえ、それはご苦労でしたね』

　これほど嬉うれしくない労いたわりも珍めずらしい。リュクシオルは胡う乱ろんな目つきになった。

『ですが、おかげで事の全容は見えてきましたよ。君とエスティを引き離はなそうとそっくりさんどころか、猊げい下かまで出てくるとは。あまりに古典的な手口すぎてかえって新鮮です』

　同意見だと首しゆ肯こうする。偽者は今にして思えば、あの手この手でリュクシオルに嫉しつ妬とさせ、イヴリーンと仲なか違たがいさせようと試みていた。表面上は悪意の欠片かけらもなく、可か憐れんそのものなのが性た質ちが悪い。実際、その思おも惑わくにまんまと乗りかけたのは一生の不覚だ。

（しかし、なぜ偽者はトゥルペでの伝言を気にしていたんだろうな）

　偽者との会話の大部分は、互いの持つ情報を引き出そうとする、貴族社会を想起させる腹の探さぐり合いだったが、折を見てはトゥルペ王国での出来事を聴きたがった。

　その時の偽者は本当に純じゆん朴ぼくそうなのだが……にしても、と思う。

　この王子たちは──特にソンジャンテは、どうしてここまで協力的なのだろう。イヴリーンの暴走がわかっているのなら、他にも手を打っておかしくないのに。

　──リュクシオルは頭はいい。成績だけは文句のつけどころのない優等生である。

　けれど、私生活では深く考えるのは苦手だ。どれほど考えたところで結論は変わらない、というのがリュクシオルの言い分なのだが、ただ直感で動いているだけにすぎない。

　なので今回も深く考えることなく、思いついたままの疑問を口にした。

「以前から気になっていたんですが……殿下は、なぜここまで僕に協力的なんですか？」

『邪じや魔まするばかりが、愛でも恋でもないからですよ』

　ソンジャンテは意味深に言い置いて、笑みを深めると、ちらりと隣となりを窺うかがう。

『ヴァラン、無む性しように紅茶が飲みたくなってきました。淹いれてください』

『は？　兄上、何を』

『淹れてきてください、今すぐ』

　笑顔の威い圧あつ感かんで弟を追い出した王太子は「さて」と居い住ずまいを正す。頰ほおにかかった波打つサンディブロンドを耳の後うしろにかけると、彼は首をかしげた。

『……君にとって、君くん主しゆとはどんな生き物でしょうか？』

　唐とう突とつな問いかけに意表を衝つかれ、リュクシオルは「君主？」と聞き返す。

『君主とは伴はん侶りよを得る前に、国と結婚している生き物だと思いませんか。ゆえに伴侶たる民を慈いつくしみ、時には厳しく接し、大地は子宝と同じように育はぐくむ──そういう風に国を治めるというわけです。俺は父上から、そう教わりました。……俺が妃きさきとなるであろう婦人を第一に考えて動くことはない。俺が真に愛すべきは妃ではなく、民たみだからです』

　不思議に思っていたことは、他にもまだあった。……イリス国王が人格者であることは大競演会グラン・コンクールで目まの当たりにしたが、イヴリーンがあれほど恩おん義ぎを感じる理由である。

『ああ。君も知っての通り、父上と母上の仲はすこぶる良好ですよ？　今日も二人だけの茶会を楽しんでいましたし。あれで仮面夫婦だったら、さすがの俺もグレています』

「今の殿下がグレてないとでも──いや、なんでもありません。……シラクがなぜ、陛へい下かを敬愛するのかわかりました。言うは易やすし、行なうは難かたしですが、その理想を実現しようと努つとめる陛下は尊敬に値します。僕も〈楽師カンタンテ〉として、力を尽つくしたいと思います」

『余計なことまで聞こえましたが、まぁいいでしょう。父上を褒ほめてくださいましたしね』

　リュクシオルが神しん妙みように相あい槌づちを打つと、ソンジャンテがうっすらと目を開いた。

『エスティはああ見えて、とても寂さびしがり屋です。だからあの子の伴侶となる人間は、あの子を第一に考え、なにを置いても優先して動ける人間が望ましい。……つまり、君である必要なんてないんですよ。ヴァランでもよかった。むしろヴァランだったら、どんなによかっただろう。あの子が幸せになれるのなら、たとえ殺人鬼だろうと応おう援えんしますよ。エスティだけに優しくしてくれる人間ならば、それだけで価値がある』

　いつも優しげな夏の森色の瞳ひとみが、今はぎらぎらとした光を放っている。

　それを目にしたリュクシオルは天てん啓けいでも与えられたかのような衝しよう撃げきを受けた。

　ようやく、ヴァランタンを追い払った理由がわかったからだ。

「殿下は……それで、いいんですか」

　ソンジャンテはイヴリーンの婚約者だった。破は棄きした現状は、リュクシオルにとっては好都合である。けれど、訊かずにはいられなかった。ソンジャンテは微笑ほほえむ。

『構いません。俺はそういう人間になるつもりはないし、なれない。君主は一か百か、常に求められます。俺は百を選び続ける人間でなくてはならないし、そう在ありたい。それがどれほど過か酷こくで残ざん酷こくなことであろうと。覚かく悟ごを持たなければ君主など務つとまらない』

「……婚約者としての立場を受け入れていたのに、ですか」

『俺を倒そうという気き概がいくらい持っていてほしいですからね。そんな男がいなければいないで、婚約続行というだけです。まぁそういう思惑は無に帰きしましたが……君はもし、エスティがプティ・エトワールを続けるという決断をしていたら、どうしていましたか？』

「すべきことは変わりません。僕は一流の〈詩人バルド〉を目指したと思いますし、殿下に決けつ闘とうの手袋くらい投げつけていたんじゃないですか」

　イヴリーンには否ひ定ていされたが、〈神の子フイーリウス〉と親しくしていた時も過よぎった考えだ。この場合も婚約を破棄させるには、そこまでやらなければ不可能に近いだろう。

　よどむことすらない返答に、ソンジャンテは愉ゆ快かいそうに膝ひざを打った。

『なるほど！　そこへいくと弟は落第点で、優しすぎるのでしょうね。俺にも父上にも遠えん慮りよして、自我を抑おさえこんでしまう。だからこそ、反動が大きいわけで……本当に晩熟おくてで、兄としては心配しきりですよ。かわいい弟にも幸せになってほしいのですが』

　仕方ないというように緑眼を眇すがめ、ソンジャンテは苦笑した。

『だからエスティの行動による不ふ利り益えきが利益を上回らない限り、見守りたいと思います。必要とあらば、たとえ気に食わない胸むな糞くそ悪わるくも手の早い君への援えん助じよも惜おしみません。いいですか、君を認みとめたわけではありませんよ。あの子が選んだから反対しないだけです』

「僕は手など早くありません。普通です」

『それをエスティに言ってタコ殴なぐりにされるところが是非とも見たいですね。……そろそろ弟が戻ってきそうなので、今宵こよいは最後に一つだけ』

　濡ぬれ衣ぎぬだとむっとしていれば、ソンジャンテが真ま面じ目めぶって続ける。

『あの子のために、君に助言します。……あの子は君が裏切らない限り、けっして裏切りません。〈楽師カンタンテ〉としてのあの子は噓うそをつきませんが、普段のあの子はよく噓をつきます。ですが、その行動にこそ百の真実がこめられている。……〈楽師〉の君に言うべき言葉ではありませんが、音ばかりが世界のすべてではないということです』

「…………心得てます」

　ようやく翻ほん訳やく機能が身についてきたリュクシオルは力強く請うけ負おった。

　ソンジャンテの言う通り、イヴリーンは行動だけ見ればかなりわかりやすい人間だ。

　けれど、その根こん源げんにある動機は複雑すぎて、単純なリュクシオルには理解できない。

（あいつの苦しみを想像することはできるのにな）

　やるせなくため息をつく。想像だけでは不充分なのだ。

　イヴリーンが感じる痛みを一緒に背せ負おってやりたくても、リュクシオルは家族に愛されていたし、努力だって報むくわれてきた。苦労らしい苦労をした覚えもない。

　──大競演会グラン・コンクール最終日でも聴きいた、イヴリーンの魂たましいの叫さけび。〈魔ま王おう〉の心をも打った言葉の数々は、思いのほか根深かった。先ほどの一件で痛感した。

　光の加減もあるのか、感情が昂たかぶると、イヴリーンの虹こう彩さいは赤みが勝まさる。どれほど変装しようと、ヘーゼルの奥でちらちらと燃える焰ほのおの美しさは変わらない。

　イヴリーンは中ちゆう途と半はん端ぱなモノならいらないと言った。ひねくれすぎて理解は遅おくれたが、その焰の瞳で「わたくしだけを見てくれないと赦ゆるさない」と訴うつたえてくるのだ。

　同情心さえ失せるほど前向きに傲ごう慢まんなくせに、あんな態度は卑ひ怯きようである。叩たたかれようと罵ののしられようと、たいがいのことは許してしまいたくなるではないか。

　イヴリーンに信じてもらうのは骨が折れるだろう。それも望むところだ。

（人生は長いんだ。墓場まで一緒に入れば、最後には信じるさ）

　その覚悟がなくて、誰があんな面倒くさい人間を追いかけるものか。

　なにせ口ではどう言おうと、当人も本気で逃にげきるつもりはないのだから。

『それでは、また近いうちに会いましょう。今度は現実で。引き続き報告はするように』

『兄上！　体ていのいい厄やつ介かい払ばらいをしないでいただこう！』

『そう言いつつ、律りち儀ぎに紅茶を淹れてくれた君が好きですよ。ですが、ああ……ヴァラン、ごめんよ。もう必要なくなりました、君が飲むといい』

『叩きのめされたいのか』

　映像が切れる寸前、兄きよう弟だいゲンカが聞こえてきたが、光の消えた通信機は沈ちん黙もくしている。

　苦労性な弟王子への同情は禁じえないが微笑ましい限りだ。

（殿下のあのふざけた物言いは、真実をうやむやにするためのものなのか）

　イヴリーンによく似ている。瞬時にそう思ってしまい、リュクシオルは苦笑した。

　……背負うことも、理解することもできない。けれど、分かち合うことはできるはずだ。

　今だって、すべての物事をイヴリーンに繫つなげて考えてしまう自分がいる。

　リュクシオルは立ち上がり、窓辺に近づく。

　くすんだ青空は夕方の証あかしだ。けれどあるのは太陽だけで、どこにも月は見当たらない。

「僕一人だったら、こんなところまで来なかっただろうな」

　侯こう爵しやく家けの跡あと取とりとして教育されてきたリュクシオルは、閉ざされた世界にいた。

　決まりきった線路を敷しかれ、歩いていくことを、不服と思ったことはない。

　ソンジャンテの決意によく似ているが、貴族である自分に課せられた義務だからだ。

　しかし七年前、運命に出で逢あってしまった。自分には縁えん遠どおいとばかり考えていた〈楽師カンタンテ〉という職に夢を抱いだいた。もしかしたら自分にも違ちがう生き方があるのではないのか、と。

　そういった教育を受けてこなかった弟に、跡あと継つぎの重責を背負わせてしまうためらいはあった。けれど、試験だけでも受けてみなければ諦あきらめられそうになかった。

　頑がん固こな自分に両親が折れ、一か八ばちかで立った舞台上でムジカ石が光った時は本当に嬉しかった。その時はプティ・エトワールへの恩返しばかりが頭にあったが、進級するに従って、〈楽師〉という存在への重みにやりがいを感じはじめた。そして、イヴリーンだ。

（力が衰おとろえたって関係ない、あいつ以上に〈楽師〉らしい〈楽師〉はいない）

　最初は反感を持っていた。黒髪だけならまだしも、音おん痴ちのくせに〈楽術ネウマ〉を操あやつれるだなんて、実力とは信じられなかったからだ。

　だが、縁えん故こ入にゆう楽がくで魔物とは対たい峙じできないと体感した。

　どんな敵意さえ打ち砕く、イヴリーンの誇ほこり高さに忸じく怩じたる思いを味わったが、初心に立ち返り、負けてはいられないと発はつ奮ぷんした。肖しよう像ぞう画がの封ふう印いんも、その決意の表れである。

　──恩人であるプティ・エトワールと、同級生としてのイヴリーン・シラク。

　瞳の色が似ていることには気づいていたが、同一人物の可能性は考えたこともない。

　いずれにせよ、どちらが欠けていてもリュクシオルの世界は広がらなかった。

　イヴリーンには悪いが、この楽院で出逢えた運命に感謝している。

「……僕も、あいつの世界を広げられていたらいいんだが」

　いつかは、と思う。

　いつかイヴリーンが素直に背中を預けてくれる〈詩人バルド〉であり、男になりたいと。

　物思いに浸ひたっていたが、今日はこれで終わりではない。部屋で暇ひまをもてあまし、文句をつけてくるであろう彼女を思い、リュクシオルは頰をゆるめた。
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　イヴリーンが湯ゆ殿どのから戻ってくると、先に部屋にいたリュクシオルに叱しかられた。

　思いっきりふて腐くされていたが、心配されたがゆえだと思えばむずむずしてしまう。

　元気になったとはいえ病やみ上あがりなので、差し入れのすりおろしの林りん檎ごを食べる。

　細かく砕くだいた氷が混ぜられているようで、しゃきしゃきとした食感と、ひんやりと喉のどを通っていく感覚が心地ここちいい。イヴリーンの頰ほおがゆるんだ。

「……おいしい」

「そうか、よかった。ちゃんとした食事も摂とれるようなら持ってくるが、どうする」

「これで充分よ。…………オ、オリヴィエは、好きな食べ物とかあるの」

「好きな食べ物？　葡ぶ萄どうだな。料理なら雄おん鶏どりの赤葡ワ萄イ酒ン煮に込こみが好きだが。オリヴィエの葡萄は、食後の甘かん味みにも酒にも最高だ。お前も一度食べたら人生が変わるぞ」

「ふぅん」

　オリヴィエ領といえば、質のいい葡萄酒で有名な産地だから、さもあらんだ。

　気のない返事をしても、慣れているリュクシオルは怒おこることなく持ちこんだ牛乳を飲む。

（菓子作りは王おう妃ひ陛下に習ったけれど、煮込み料理か……料理はしたことないのよね）

　楽院に戻ってからの特訓は増えることになるが、一般人として生きていくなら自じ炊すい能力は必ひつ須すだ。煮込み料理で初うい陣じんを飾かざってもいいかもしれない。

　頭の中で計画を立てながら、リュクシオルに話題を振る。

「先日言っていた、偽者の件での説明とはどういう意味なの？」

「ああ、まだ言ってなかったな」

　彼は表情を引きしめ、背せ筋すじを正した。

「当人に訊いたことだが、彼女は風に月がつの終わり、猊下に連れられて神王国にやって来たんだそうだ。その後は慰い問もんなどに出かけていたと言っていたが」

「…………それ、個人的な興味で訊いたの？」

「は……おい、違うからな。元々接触するつもりでいたが、接近してきたのは向こうの方からだ！　どんな兵法でも、まずは敵を知ることが大事だと説といているだろう」

　正直怪あやしいものだと感じたが、顎あごをしゃくって続きを促す。

「手間が省はぶけたのは助かったが、僕の感かん触しよくとしては意い図と的てきにプティ・エトワール様を騙かたっているようには思えなかった。イリス人かどうかは言葉を濁にごされたがな」

「やはりおまえの目は節ふし穴あなね。彼女は自覚的に『エルネスティーヌ』を騙っているわ」

「根こん拠きよは？」

「まず騙っていないなら、あの顔で、どうして『エルネスティーヌ』なの。……たとえば、交際相手に遠回しに金きん子すに困っていることを伝えるとするじゃない？」

「お、おう。いきなり飛ひ躍やくしたな」

　リュクシオルのお花畑思考を正してやろうと、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明する。

「借金さえ返せれば一緒になれるのに、と暗に匂におわせられた相手が、ほいほい金子を渡したと仮定するわ。でも、ここまで小悪党は『お金を貸して』とは一言も明言していないの。あとから『お金を返して』と言われたところで、『おまえが勝手にくれたんだろう？』としらばっくれればおしまいよ。つまり、『エルネスティーヌ』と名乗るだけ名乗って、そのまま誤ご解かいを野放しにしている彼女の行為。これは結婚詐さ欺ぎ師しの手口に近いわ」

「悪意に満ちた解釈なうえに、無む駄だに詳くわしくて怖こわいんだが……やってない、よな？」

「わたくしが？　まさか」

　心外だ。疑うたがいの眼まな差ざしに、片かた眉まゆだけ跳はね上げさせる。

「貢みつがれることと、騙だますことは等号ではないでしょう。まぁ貢がれたところで叩き返すけれどね、怨おん念ねんがこもっていそうだもの。それに、ほしいものは自分で手に入れてよ」

「こんな傾けい国こくの美女と紙かみ一ひと重えな性質の悪さってあるんだな……いや、お前に物欲が欠けていて本当によかった。ずっとそのままのシラクでいてくれ」

　安心したように微笑みかけられて、イヴリーンは意味もなく髪をいじった。

　いつもは口角だけ持ち上げる笑い方が多いので、この他意のない笑顔は何度見ても慣れない。

「それにわたくし、共用の大浴場で偽エルネスティーヌと遭そう遇ぐうしたの」

　あの時はそれどころではなかったので、まったく気にも留とめなかったが、冷静になるととんでもないことをしていた。リュクシオルの頰筋も引きつっている。

「染め粉を落とした姿も、染め粉で黒髪にする姿も目もく撃げきされたけれど、騒さわぎになっていないでしょう？　考えたくもないけれど、楽院に神王国の間かん者じやがいて、『エルネスティーヌ』がわたくしだとバレていたと考えれば辻つじ褄つまが合うわ」

「お前、よりにもよってなんて場面で……さすがの僕も庇かばいきれないうっかりだぞ、それ」

「騒ぎになっていないのだから問題なくてよ。おまえも探りを入れるために接近していたのなら、もう必要ないわ。偽エルネスティーヌの件はこれでおしまいね」

「いや、いやいやいや。堂々と開き直るな、お前も少しは反省しろ！」

　誰のせいでうっかりしたと思っているのだ。

　イヴリーンは半はん眼がんになったが、それを言ったが最後、憤ふん死しするので口を噤つぐむ。

「その件はひとまず保ほ留りゆうにしておくが、あとは精せい霊れいのことだな。あー、っと……偽エルネスティーヌが来てから二週間ほどして、神王国に現れたのだとも言っていたな」

「いつの間にそんなことまで」

「お前の目的は精霊だろう。記き憶おく喪そう失しつには、偽者が絡からんでいる可能性も視野に入れるべきだと思ったんだ。協力すると請け負ったのだから、シラクばかりを追いかけていられないしな」

　そうは言っても、その間もイヴリーンは身勝手に避さけていたのだ。

　なのに、ここまで真剣に考えていてくれたなんて。

　だけど、そうだ。記憶喪失だ。思い出してしまえば、気分も沈しずんでいく。

「……どうして、ひばりはわたくしを覚えていないのかしら……」

　何度も何度も、心の中で繰くり返した問いが漏もれてしまい、慌あわてて口を閉ざす。

「シラク、その……もう、精霊と会って話したのか」

「話はしたけれど、今のわたくしの音では、視界に入れたくもないようだったわ。ひばりは、音で良し悪しを判断する典型的な精霊だから」

「大丈夫だ」

　落としていた視線を上げてすぐ、黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんとかち合う。

「あいつは音だけが理由でお前を庇ったわけではないだろう。絆きずなまでは消えたりしない」

「オリヴィエ……」

　彼が断言すると、本当に大丈夫だと思えてくるから不思議だ。肩から力が抜けていく。

　イヴリーンがどんな疑ぎ惑わくを投げつけようが、リュクシオルには隠かくそうという素そ振ぶりすらない。いつだって正々堂々とぶつかってきた男だからこそ、希望が生まれる気がした。

「僕は二週間が鍵かぎだと考えている。この時間差にこそ、なにか意味があるんだろう」

「もしかして消えずにすんだ理由が、わたくしたちを覚えていない原因なのかしら」

「ああ、そうだな。……あの精霊が魔ま物もの化かするのは時間の問題だったろう。だというのに、影だけ祓はらわれているということは、その過程に問題があったと見て間違いない。その原因を解き明かせば思い出す。大丈夫だ。……だから」

　向かい合って座っているため、テーブルの縁ふちを摑んでいた手を握りしめられる。冷えきっていた掌てのひらが、じんわりとあたためられていく。

　イヴリーンが振りほどけないでいると、ぎゅっと力をこめられた。

「無理に笑ったりするんじゃない。笑いたくない時は笑わなくていいし、しゃべりたくない時はしゃべらなくていい。そもそも、お前は普段高笑いしかしないだろう」

「わ、わたくしは別に笑ってなどいなくてよ」

「自覚症状がないあたりが重じゆう症しようだな。……お前が笑わず、しゃべらなかったとしても、僕はそばにいる。きつくなったら、ぶちまければいい。お前の棘とげのある発言くらい、いくらでも受け止めてやるさ。僕は右から左に聞き流すから、特に問題ない。相槌は適当に打つ」

「おまえ……」

　聞き流したら受け止めていることにならないだろう、と矛む盾じゆんに突っこむのは容た易やすい。

　まるっきり赤子を相手にするような口ぶりに、くすりと勝手に口許がほころんだ。すると、張り詰めていた心もほどけていく。ほろりと、なにかが頰を転がり落ちていった。

「本当に、趣しゆ味みの悪い男、ね。罵ば倒とうしろだなんて、ふふ……あのシュミットとかいう変へん態たいみた、い────きゃっ!?」

　テーブル越しに引き寄せられ、リュクシオルに抱だきしめられる。ほとんど乗り上げている無理な体勢でも気にならないほど、すぐそこにある生せいの息吹いぶきに背筋が震ふるえた。

　その指先が濡ぬれた目元を這はい、ぬぐう。イヴリーンは目を丸くしたまま、覗のぞきこんでくる男に目を凝こらした。一秒だって、黒瑪瑙オニキスから意識を逸そらせない。

「あの変態と一緒にされるのは我慢ならないが、お前が笑ってくれるならそれでもいい」

「は、放して」

「イヤなら平手打ちしろ、甘んじて受ける。……好きだ」

　耳のつけ根で、ちゅっと音が鳴なる。それからこめかみに、額ひたい、目元と熱い部分が増えていく。リュクシオルが触れる部分すべてに、魂で燃え盛る焰を移されたみたいだった。
















　目を閉じるべきなのかもしれないが、瞼まぶたが動かない。爛らん々らんとした隻眼と見つめ合ったまま、距きよ離りは詰められていく。頰にぬくもりを感じたところで、扉とびらが激しく叩かれた。

　無視しようとするリュクシオルに対して全力で抵抗する。頭ず突つきをぶちかませば、相手は仰のけ反ぞって沈む。イヴリーンも頭がずきずきしているので痛み分けだ。

「こーんーばーんーはー！　たーくーはーいーびーん、でぇーす！」

「…………噂うわさをすれば影ね」

　このやたら間の抜けた口く調ちようは、ナゼール・シュミットのものだろう。

　額をさすって扉を開けると、にゅっと牛乳瓶びんが詰まった箱に出で迎むかえられた。

「我われらが猊下からの、ありがたぁい御ご下か賜し品ひんでございますぅ。仲直りの記念に、よければお飲みくださいませぇ！　オリヴィエ様は早く大きくなれるといいですねぇ！　はーこうしちゃいられないっ、猊下！　私めに八つ当たりするまでお待ちくださいませぇ！」

　ナゼールは口早にそれだけ言って、箱を押しつけてくる。咄とつ嗟さに受け取ってしまったが、ぴゅーっと台風のように走り去った。なんなんだいったい。

　首をかしげながら戻れば、彼は両手をついてうなだれていた。

「くそ……これじゃただの生殺しだろ……！」

「オリヴィエ。変質者が『早く大きくなるように』と牛乳を持ってきたわよ」

「そうか。……次に会った時があの変態の命日だ」

　かなり省いて伝えると、リュクシオルは無表情に青筋を立てたのだった。







　審議会を目前に控ひかえても、イヴリーンの日課は変わらない。

　久しぶりに逢った馬に後あと脚あしで砂をかけられそうになったが、そのあとは大人しいものだ。馬ば繫けい場じように連れて行くと先客がいた。ひばりだ。イヴリーンも足を止める。

　夢うつつに感じた気配が、現実のものだという確証はない。反応に困っていると、ひばりが眠たげな目を大きくする。その視線は、イヴリーンの目元に集中していた。

「────────緑だ」

「緑？」

　なにが緑？　鼻先に皺しわを寄せれば、ひばりも渋じゆう面めんを作った。それだけならまた嫌いやがられているのだと解釈できただろうが、こめかみを押さえる仕し草ぐさについ声をかけてしまう。

「ひばり、頭が痛いの？」

「は、はぁ？　ぜんっぜん違うよー！　ヒトのくせに精霊さまを見くびるとか祟たたられちゃえばいいよ、ね…………あれー？　あれれー、前にも似たこと……なにこれぇ？」

　突然頓とん狂きような声を上げたかと思うと、ひどく混乱している様子だった。

　こんなひばりは初めて目にする。頭痛の影えい響きようだろうか？

（気分もいいし、今日は『水』以外ならすべて操れそうだけれど）

『水』と相性のいい『木』の詩を歌おうか迷っていると、荒い鼻息が接近してきた。

「はーっ！　人ひと遣づかいが荒い！　ですがそこがいい！　……っと、お二方、こんにちはぁ」

「ご、ごきげんよう」

　大急ぎでやって来たのはナゼール・シュミットだった。後ろに撫なでつけた暗い金髪もぼさぼさである。咄嗟に挨あい拶さつしてしまったが、ナゼールはひばりの腕うでを摑つかむ。

「精霊様、猊下がお呼びですよぅ！　のんびりまったりというのも乙おつなものですが、ついてきてくださいませぇ！　……ではでは、シラク様！　お邪魔しっましたぁ！」

「はっ!?　ちょ、ヒトがおれに触さわらないでよねー！　しかもおまえ、気持ち悪いっ」

「はぁん！　精霊様、褒ほう美びをありがとうございますぅー！」

　ひばりはナゼールに半ば引きずられて、落ち着きなく立ち去った。

　その怒ど濤とうのやり取りに圧倒されていたイヴリーンは自問する。

「………………あれで、ゴメス教官と同期……？」

　改めて人類の神秘を目まの当たりにした気分だった。




「……で、なんなのかしら。この鉄てつ壁ぺきの守り。急にひばりも偽者も見かけなくなったわ」

「ああ。嵐あらしの前の静けさみたいで不ぶ気き味みだが……シラク、なにかしたのか？」

「おまえ、わたくしをなんだと思っているの。なにもしてなくてよ」

　牛乳を飲みながらの疑惑の眼差しに、イヴリーンは憤ふん然ぜんと答える。

　今日もイヴリーンの部屋で顔を突き合わせて相談しているが、審議会はもう明日だ。

（あの変態、ひばりをどこに連れて行ったのかしら）

　事と次し第だいによってはただではおかないが、八はつ方ぽう塞ふさがりとはこのことである。

　はぁ。イヴリーンは頰ほお杖づえをついて遠い目をした。

「………………最終手段は……拉ら致ち……」

「それは心の声のつもりか？　拉致とはっきり聞こえたぞ」

「あら、そう？　言葉が悪かったわ、いざとなればイリスに誘ゆう拐かいしましょう」

「お前、実は穏おん便びんに解決する気がないんだろう。端はなからそのつもりでいたのか……？」

　リュクシオルは心なしか椅子ごと距離を置いた。まったくもって失礼である。

「最終手段と言ったじゃない。偽エルネスティーヌの判断は面倒だからジャンたちに任まかせるとして、第一段階ではひばりを正気に戻すため、頭に衝撃を加えればいいと思うの！　それでダメなら拉致ではなくて誘ゆう拐かいでもなくて、イリスに招しよう待たいしましょうという話よ」

「第一段階から最終段階に飛ぶのが早すぎる！　その計画の実行は却きやつ下かだ」

「ワガママね。……あ！　ひばりが鳥になれば、袋詰めで持ち帰れると思わなくて？」

「……ま、まずいぞ。発想があきらかにマルソーに侵しん食しよくされている……！　早くこいつをなんとかしないと……」

　頭を抱かかえたリュクシオルがぶつくさ言っているが、お気に召めさないのはわかった。

（せめて『水』の〈楽術ネウマ〉を操れるようになれれば……）

　世界とは『木』『火』『土』『金』『水』からなる、五大元素の音から構築されているという。魂の属性と異なる元素に手を出すならば、順序を考えなくてはならない。

　たとえば、イヴリーンとリュクシオルが属する『火』。

　別色五色を究きわめようと思えば、どんなに優すぐれた『火』の〈楽師カンタンテ〉でも『水』は最後に会え得とくする属性となる。反対に『土』や『木』は比較的容よう易いに操れるようになる属性だ。

　つまりひばりと同属たる『水』の〈楽術〉か、別色五色の光が、記憶の呼び水になるかもしれないと考えていた。もちろん、真ま名なを呼ぶという手段もあるが──

（強ごう引いんに記憶をこじ開けるってことだから却きやつ下かね。……審議会までに間に合うかしら）

　ひばりをイリス王国に連れて帰れれば、イヴリーンも悠ゆう長ちように構えていられるのだが。

　とにかく、ひばりを見つけなければ話がはじまらない。

　ギリギリまで捜そう索さくする決意を固めていると、例の鳴き声が聞こえてくる。

「イ、イ、イ、イ……ヴ…………シラク」

　正確には鳴き声ではなく、リュクシオルがイヴリーンを呼んだだけだった。

　トゥルペ王国にいた時も思ったが、この『イ、イ、イ』はなんの儀ぎ式しきなのだろう。

「用もないのに呼ばないでいただける？　……前から気になっていたのだけれど、ラー・シャイごっこでもしているの？　でもラー・シャイなら『イィイ』じゃなくて『ルルァア』よ。ああ、『アァァアア』だったかしら」

「ラー・シャイごっこは断じて違う！　用は、用は……用なら、ある」

　拗すねたように顔を背そむけられても説得力がない。

　先日のひばりといい、リュクシオルといい、様子がおかしいと調子が狂くるってしまう。

「おまえこそ、熱でもあるのではなくて？　同郷の好よしみとして、治癒して差し上げるのも吝やぶさかではなくてよ。倒れられると面倒だから仕方なく、仕方なくなんだから！」

「…………………………わかってる、わかっているぞ。耐えろ僕。いつものアレだろ？　ここで手でも出したら、見み計はからったようにあの変態が飛んでくるんだろ？　全自動防犯機能なんざクソ食らえだ。遠くの腹黒より、近くの変態とはよく言ったものだな」

　両りよう肘ひじをつき、祈いのるように額の前で手を組んだリュクシオルが、またとんちんかんなことを言い出した。いつものことだと流し、強い語尾で促す。

「それで？　治癒するの、しないの？」

「しなくていい。これは時限的な、そう────持病みたいなものだ。気にするな」

「持病って、やっぱり病気ってことでしょう。頭を出しなさい、診みてあげるわ」

　イヴリーンは席を立ち、頭にかざそうとした手を邪じや険けんに払われる。

「や、やらなくていい！　本当に、なんでもないんだ。いいから放っておいてくれ」

「なによ、人の百年に一度の親切を無む碍げにして。おまえだってたいがい性格の悪い、顔だけ男じゃない！　女たらし、愛人百人男！　あんぽんたん！」

　貧ひん民みん街がいで鍛きたえられた卑ひ語ごを連発すると、リュクシオルはますます妙みような顔つきになった。

「……つまり、お前から見て僕は恰かつ好こうよく映っているのか。せ、背せ丈たけが同じでもか」

「捏ねつ造ぞうもいい加減になさい。わたくしは、客観的事実を述のべているまでよ！」

　訂てい正せいを求めれば、ぶわっ！　と一瞬にしてリュクシオルの肌が赤く染め上がる。銀ぎん灰かい色しよくの髪との対比で、その変化が手に取るようにわかった。

　黒瑪瑙オニキスの隻眼を悔くやしそうに眇め、牛乳瓶を片手に回れ右をする。

「……僕は戻る、また明日」

　それだけ言い残すと、リュクシオルは風のように部屋を飛び出す。

　見ていることしかできなかったイヴリーンも「ふむ」と考えを改める。

「…………お花を摘つみに行きたかっただけなのかしら」
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　結局、あれから得られるものはなにもなく、審しん議ぎ会かい当日になってしまった。

（時間がないのに、ひばりも消えたままだし）

『水』の〈楽術ネウマ〉もまだ操あやつれるという段階にはなく、別の手段を講じる必要があった。

　神像の間と聖池のほど近くに、最さい高こう司し祭さいたちの集会に使う講堂が建てられている。

　審議会の会場は、その講堂だった。

　控ひかえ室しつでイヴリーンたちが待たい機きしていると、ナゼールがひょいっと顔を出す。

「いやぁお二方！　お待ちにお待たせいたしましたねぇ！　……ですがぁ、シラク様にはもうすこぉしここでお待ちいただくことになりそうですぅ！　すみませんねぇ！」

「……わたくしも、オリヴィエも、証人として召しよう喚かんされたのではないの？」

「もちろん、証人でございますよぉ！　けれど、ご一緒に召喚してしまいますとぉ、お互いの答弁を聞けてしまうではないですかぁ？　それでは公平性に欠けるということでぇ、別々に召喚させていただくことになったのですよぉ！」

　納なつ得とくのいく理り屈くつだ。それ以上のツッコミをよせば、リュクシオルが腰こしを上げる。

「じゃあ、行ってくる」

「…………お気をつけなさい」

　端たん的てきに忠ちゆう告こくすると、腰をあげた彼は頷うなずき、襟えり足あしをなびかせて頭を引っこめるナゼールに続く。一人になった控室はわびしいものがあるが、イヴリーンは持ってきた鞄かばんを漁あさった。

　取り出した手鏡と懐かい中ちゆう時ど計けいを膝ひざに置き、まずは懐中時計を確認する。それから手鏡を眺ながめて暇ひまつぶしをしていたが、しばらくしてもう一度文も字じ盤ばんを見た。

「一時間経たったのに……少し遅おそくないかしら」

　イヴリーンは眉まゆをひそめる。証言だけで、これほど時間を取られるものなのだろうか。

　手鏡のおかげで退たい屈くつではないのだが……開かれる気配のない扉とびらを注視していると、ナゼールがひょっこりと現れた。しかし、一人だけだ。

「オリヴィエは？」

「オリヴィエ様は、先に北翼に戻っておられますよぅ！　ささっ、シラク様の番でございますぅ！　どうぞ、私めについてきてくださいませぇ！」

　ナゼールはいっそ気味が悪いほどにこにこしている。まだ罵ののしってもいないのに、垂たれ目がちの琥こ珀はくはぎらついていた。粟あわ立だった腕うでをさすり、眼鏡めがねをくいっと上げる。

（陛へい下かの不利になる発言は謹つつしんで、事実だけを述のべればすぐ終わりよ）

　そうしたら、こんな連中とはおさらばできるし、国王が矢や面おもてに立つ必要もなくなる。

　ナゼールの先せん導どうに従うと、そのうち集会で目にした懐なつかしい扉が見えてきた。扉には六枚羽の鳥や蝶ちようといった、抽ちゆう象しよう的てきな図ず柄がらが彫ほりこまれているのですぐわかる。

　その扉を、ナゼールが三度ほど叩たたく。中からも一度だけ叩き返され、それを合あい図ずとして押し開ければ円えん卓たくに着席する高官たちに出で迎むかえられた。

　ナゼールは用がすんだとばかりに、対角線上に腰かける〈神の子フイーリウス〉の元に馳はせ参さんじる。〈神の子〉ともやはり、寝こんだ日を境に不自然なほど顔を合わせなくなっていた。

「──イヴリーン・シラク。こたびの召喚に応じてくれたこと、代表して感謝しよう」

　うっすらと微笑ほほえむ〈神の子〉は少女めいた面おも立だちも相まって美しい。

　が、この講堂の雰ふん囲い気きには違い和わ感かんを覚えずにはいられなかった。

（まるでわたくしが被告の法廷みたいじゃない）

　イヴリーンは無ぶ遠えん慮りよな観察の目をかき分けて進み出たが、まったくもって感じが悪い。

「これより、審議会をはじめる。……宣せん誓せいを」

「わたくしはヒトの良心と、〈楽師カンタンテ〉の矜きよう持じに従って、ここに証言することを誓ちかいます」

「えー、進行を務つとめさせていただきます不ふ肖しよう、ナゼール・シュミットと申しますぅ！　ではでは半年前まで遡さかのぼり、イリス王国で行なわれた大競演会グラン・コンクールの一件に関する審議を執とり行いますよぅ。関連した質問をしていきますのでね、はいはい」

　ナゼールは円卓に置かれていた帳面をぺらぺらめくり、問いかけてくる。

「まず、〈渓けい星せいの歌うた姫ひめ〉エルネスティーヌ様が命を落とされたのは事実でしょうかぁ？」

「事実です」

「次に、その原因が〈魔ま王おう〉にあるというのも？」

「真実です」

　ボロが出ないよう、できるだけ簡かん潔けつに答えていく。

　距きよ離りを置いた敬語を心がければ、少なくとも審議会での心証は悪くならないはずだ。実際、楽がく院いんでも化ばけ猫ねこが脱ぬげるまでは上う手まくいっていた。

「エルネスティーヌ様と〈魔王〉の、やり取りの内容は覚えておりますかぁ？」

「少し、記き憶おくが曖あい昧まいな部分はありますが、覚えています」

「覚えている限りで構かまいませんので、その際のやり取りを教えてくださいませぇ」

　ここからが正念場だ。イヴリーンは喉のどを鳴ならし、顎あごを引く。

　そして幼おさない頃にした、ソンジャンテとヴァランタンとの会話を掘ほり起こす。




『父上に剣術の特訓の時間を増やしているのを見つかり、怒おこられました……』

『骨こつ格かくができ上がる前の過度な特訓は、逆にヴァランの成長を妨さまたげる。父上の怒いかりはもっともですよ。どうせ噓うそをつくなら、つき通せなければ意味がありません』

『そうですね、兄上はいつも噓ばかりです。……どうすれば俺も噓をつけますか？』

『噓をつく際に気をつけることは、目を逸そらさないことと表情を変えないこと。なによりも肝かん心じんなのは、バレたくない核心だけ噓をつく……つまり、九割の真実に一割の虚きよ構こうということです。これだけ心がければ、エスティとヴァランもかわいい噓つきになれますよ』

『ジャン、王おう太たい子しをやめられましたら詐さ欺ぎ師しに転職なされるとよろしいですわ』




　……あの頃のヴァランタンは素直でかわいかった。懐かしさにしんみりしてしまったが、事実、ソンジャンテは噓をつくのが上手い。人を煙けむに巻きたい時も、似たような手法でごまかすのだそうだ。この手て練れん手て管くだが、今のイヴリーンにも役立つだろう。

　公表する前にした打ち合わせ通り、『九割の真実と一割の虚構』を口にする。

「王宮にラー・シャイが出現した件で、プティ・エトワール様は自身が狙ねらわれていると感じたそうです。一般人に被害を出さないよう囮おとりとなり、聖フィデール楽院に潜せん伏ぷくしたところで二度目の、そして大競演会での、三度にわたる襲しゆう撃げきへと繫つながったと伺うかがっています」

「ほうほう」

「プティ・エトワール様は会場の人間を庇かばわれ、ヴァランタン殿でん下かに取り憑ついたラー・シャイに賭かけを申し出ました。そのラー・シャイは〈魔王〉ザハディオーンと名乗り」

「でたらめだ！　ザハディオーン様は〈神しん王おう〉様の兄神であって、〈魔王〉ではない！」

　飛んできた野や次じに舌打ちをする。

　教団にとって、祭神たる双そう神しんの片割れが〈魔王〉だという真実は不都合なのだ。だから楽院に現れ、『エルネスティーヌ』と対決したのが兄神であっては困るのだろう。

　その点に関しては、国王もソンジャンテも神経を使っていたのを覚えている。イヴリーンも教団の主義を否ひ定ていするつもりはないので、抗弁を続けた。

「教義上、賛意できない心情はわかります。ですが、各宗派間で語られる伝承が異なるのは、何百年も昔からのこと。……プティ・エトワール様は〈魔王〉との賭けに打うち克かち、その引き換えとして命を落とした。それが楽がく生せいであるわたくしが知るすべてです」

「そうですよぉ、皆様！　お怒りはごもっともですがぁ、ご静せい粛しゆくにですぅ。ふむふむ……私共の調査によりますとぉ、エルネスティーヌ様のもっともおそばにいらしたのがシラク様だと伺っているのですが。こちらの真しん偽ぎはいかがでしょうかぁ？」

「……はい、近くにいましたが」

「それでは、〈神王〉様ともご対面なさいましたよねぇ？」

　律りち儀ぎに調子を合わせていたナゼールがかぶせて質問してくる。円卓もざわつきが増す。

〈神王〉？　想定していなかった問いに戸と惑まどいを隠かくせない。心当たりはなかった。

「えーっと……あー、はいはい。こう、ぶわーっとした光の中にいませんでしたかぁ？」

「光の中……？　光……」

　イヴリーンは眉根を寄せて、しばし考えこむ。

　光の中、で連想するのは、ひばりをすくい上げ、〈魔王〉に贈おくった手た向むけの歌に力を貸してくれたと思おぼしき神こう々ごうしい存在のことだ。あの時はいっぱいいっぱいで、六枚の翼を生はやした美しい人であったことしか記憶にないのだが……。

（まさか、〈神王〉によってひばりの影が祓はらわれていたというの？）

　どんな精せい霊れいが魔物化しても救いはしなかった〈神王〉が、なぜひばりだけを？

　けれど、もしそうならば得心がいく。やはりひばりの記き憶おく喪そう失しつの元げん凶きようは、浄じよう化かの過程にあったのだ。導みちびき出された結論は、『すべて〈神王〉が悪い』。

「……あれが〈神王〉だったのね……」

「なんと、まことに目もく撃げき者しやがいたとは！」

　イヴリーンが怒りで漏もらした呟つぶやきを、ナゼールたちは耳ざとく捉とらえたらしい。

「これで〈音おん律りつの双そう神しん教きよう〉の……いやいや、地上の未来は安あん泰たいですなぁ！」

「例のエルネスティーヌ様もおられることだ、まったくもって幸さい先さきがいい」

「なるほどなるほどぉ！　つまり、シラク様はおそばにおられたエルネスティーヌ様の御力の残ざん滓しと、〈神王〉様の神気を浴あびられたというわけですねぇ！」

「……へ？」

　審議が、さらに予想だにしない方向へと転がっていく。

　イヴリーンが困こん惑わくしていると、かつん、と笏しやく杖じようをついて〈神の子フイーリウス〉が立ち上がる。

「さような存在を隠いん匿とくせんとした、イリス王国の所業はなんとも嘆なげかわしい。……悪あしき教えに侵おかされたうえ、利用されようとしている。この哀あわれな娘を救えずして、なにが正義であろうか？　余よは枢すう機き卿きようを預かる立場として、手立てを講じたく思う」

　演技めいた、過か剰じような物言いだ。彼は痛ましそうに、薄うすく朱しゆを刷はいた目を伏ふせている。

　その発言を受けた高官は一様にこうべを垂れ、頷がん下かで両手を組んだ。ナゼール一人だけが跪ひざまずくことも、頭を下げることもせず、嬉き々きとして握にぎりこぶしを振っている。

「前途有望な〈楽師カンタンテ〉の未来を正すため、余は決断する。……イヴリーン・シラク。これより、そなたの身柄は聖せいカントゥース神しん王おう国こくが総力を挙げて保護いたそう」

「きゃー！　猊げい下かぁああああっ素敵ですぅ！　踏ふみつけられたい！」

　厳おごそかな空気を黄色い悲ひ鳴めいで壊こわしたのもナゼールだ。

　普段なら「なにこの変へん態たい……」とうんざりするところだが、そんな場合ではない。

（陛下たちが隠匿？　で、どうして神王国がわたくしを保護するの？）

　さらに、あることに気づいてしまう。同じ状況下にいた証人はもう一人いた。

　イヴリーンは必死に無表情を保たもって訊たずねる。

「……オリヴィエは？　それはオリヴィエもなのですか？　けっして、陛下はわたくしたちを隠匿していたわけではありません。誤ご解かいです！」

「はて。……ナゼール、オリヴィエという輩やからはいたであろうか」

「さあ？　猊下が覚えておられないことを、畜ちく生しようにも劣おとる私めには記憶できませんねぇ」

「……猊下、オリヴィエとはいったい……？」

「なに、この娘むすめの思い違い。想像上の存在であろう。でなければ、心を護まもれぬのだ」

「な、なんと……痛ましい……！」

　おいおい。涙ぐむ高官の一人に、イヴリーンはツッコミたくなった。

　しきりに「オリヴィエ？」と囁ささやき合う高官たちも白しらを切っているのだとしたらたいした演技派だが、この二人は違ちがう。とぼけたやり取りに、もはや開いた口が塞ふさがらない。

　罠わなの可能性は考こう慮りよしていたが、まさか堂々とはめてくるだなんて。

（つまり、オリヴィエが証人として召喚されたのも、北翼に戻ったというのも噓なのね）

　被ひ虐ぎやく趣しゆ味みの昼ひる行あん灯どんとばかり思っていたナゼールはとんだ曲くせ者ものだった。

　問い詰つめるために口を開こうとしたが、〈神の子〉が音を立てて近づいてくる。警けい戒かいしていると、彼は微笑んでいた。このうえなく嬉うれしそうに、赤い唇くちびるをほころばせて、イヴリーンを見下している。巧こう妙みように、高官たちから表情を窺うかがえない位置で。

「そなたはすでに天と地の狭はざ間まを舞う、小鳥のさえずりを耳にしたであろうか？」

「なにを……」

「双神への讃さん美びに、ひばりの祈いのりはふさわしい。……供く物もつに必要なのは、あともう一人」

　突とつ飛ぴな発言は隠いん喩ゆだった。〈神の子フイーリウス〉の言うひばりは、鳥ではなく精霊のことだろう。

　大人しくしなければ、リュクシオルもひばりも殺すと脅おどしをかけているのだ。

　イヴリーンは作った拳こぶしを震ふるわせる。ここでの反抗は得策ではないとわかっていたが睨にらみつけた。わずかに腰をかがめた〈神の子〉は耳元に顔を寄せ、歌うようにささめく。

「──真実を求めるならば従え。賢さかしきエルネスティーヌ……貴き様さまに赦ゆるした選せん択たくは一つ」

　エルネスティーヌ──その名を、これほど憎にく々にくしく口にする人間は初めてだ。

　聞き間違いかと聴ちよう覚かくを疑うたがいそうになるほど、優ゆう雅がに身を起こした〈神の子〉は何事もなかったかのように笑っている。仕方なく抵抗の意思を消すと、満足したように頷うなずいた。

「審議はすんだ。……みなの者、ご苦労であった。ゆるりと休まれるがいい」

「御ぎよ意いに」

「ナゼール」

「はいはーい！　ではぁシラク様！　あなたの新しいお部屋にご案内いたしますぅ！」

　高官たちは次々と退出し、イヴリーンもナゼールに引き立てられるように移動した。




　連れてこられたのは、〈楽師カンタンテ〉が暮らす南翼の一室だ。といっても、生活区域と離はなれた場所にある。迷路のような複雑な通路を通ってきたので、道順は覚えきれなかった。

　新しい部屋とやらを、ぐるりと見回す。

　薄青を基調とした内装は軽やかで流れるような曲線を主体とし、どこか女性的な印象を受ける。こじんまりとした調度品の特徴といい、イリス風で揃そろえられているようだ。

　逃とう走そう経けい路ろに使えそうな窓などは一切ない。イヴリーンは腰に片手を添そえる。

「…………ひばりとオリヴィエは、今どこにいるの？」

「さあ？　どこでしょうかねぇ？　私は最近、記憶力が悪くなりましてねぇ」

「おまえ！　先ほどは知らないふりをしたくせに、やっぱりオリヴィエを覚えているんじゃない！　わたくしを妄もう想そう娘むすめ扱あつかいした覚かく悟ごはできているんでしょうね……！」

「そんなこともありましたねぇ」

　ナゼールはへらへら笑うだけで、やりにくいことこのうえない。

　互いの腹は割れていると判断していいだろう。情報を引き出すための言葉を選ぶ。

「保護なんて建たて前まえを、いったいだれが信じるの。これは体ていのいい軟なん禁きんと言うのよ。……なにが目的で拘こう束そくするのか教えなさい、わたくしの命令は絶対よ」

「はぁん、その命令形はとても痺しびれますがぁ……ダメダメですねぇ」

　なにもわかっていないという風にため息をつかれ、イヴリーンはかちんときた。

「……どういう意味？」

「あなたは緊きん張ちようの色を隠せていないからですよぉ！　……いいですかぁ？　偽いつわりの罵ば倒とうなんて望んじゃいないんですよぉ！　そんなもので割れる口、このナゼールは持ち合わせておりませんからねぇ！　もっと嫌いや々いや言ってくださいませんとぉ！」

「この変態、それ以上近づいたらぶちのめすわよ！」

「そう、それですぅそれそれぇ！　いやぁ人の嫌がる顔は蜜みつの味とはよく言いますねぇ」

　ぞっとして叫さけべば、右みぎ斜ななめ上の返答が戻ってきた。ナゼールはくねくねしている。

（こいつ……被虐趣味なんかじゃないわ、嗜し虐ぎやく趣しゆ味みのド変態じゃない！）

　人の神経を逆さか撫なでする発言の数々は、嫌がる顔が見たいがための計算し尽くされたものだったなんて！　知恵の回る変態ほど恐おそろしい生き物はいないと痛感する。

　思わず鞄を抱だきしめて距離を取っていると、ナゼールはにやにやしていた。

「なにもシラク様を害そうとは思っていませんよぉ。これはあくまで保、護！　そしてひいては、〈神王〉様とも兄神様とも縁ゆかりのあるあなたの御力を借りたいだけですぅ」

「…………やはり知っていたのね、わたくしのこと」

　イヴリーンは言げん質ちを取られないよう、細部をぼかして訊きく。

　神王国に所属する〈楽師カンタンテ〉になるための最低条件は二つ。第一に優秀であること、第二に各宗派の伝承を捨てること。本心はどうあれ、邪じや道どうとして信じてはならないのだ。

　だというのに、ナゼールは〈魔王〉と公表した存在を兄神と称した。〈神の子フイーリウス〉といい、神王国の〈楽師〉でありながら同一である事実を受け入れているらしい。

　でなければ、イヴリーンに二に柱ちゆうと縁があるとは言えないだろう。

「知っているといえば知っていますねぇ。ですが、安心してくださいませ！　知っているとしても、私と猊下くらいですよぉ。あと、アレですねアレも。赤毛のお方も！」

　イヴリーンは相手の表情をつぶさに見み極きわめる。……噓はついていなそうだ。

「上層部の人間はなぜ知らないと言えるの」

「それは、猊下がお望みにならないからですよぉ！　あ、赤毛のお方が偽にせ者ものだってことは知ってますけどねぇ。私めは枢機卿つきの〈詩人バルド〉ですしぃ、利害が一いつ致ちしているのでぇ、ある程度信頼してくださっておりましてねぇ。いやはや従い甲が斐いがあるお方ですぅ！」

　謎なぞが一つ解けたはずなのに、深まっていくばかりな気がするのはなぜだろうか。

　釈しやく然ぜんとせず黙だまりこんでいると、ナゼールが「げへへ」と不ぶ気き味みな笑しよう声せいを漏らす。

「シラク様は罪深いお方ですねぇ！　もっともっと猊下を苛いら立だたせてほしいものですぅ！　浴室とご不ふ浄じようは完備してますし、外出は禁止ですよぉ！　はいはい、のちほど世話係の者に食事を届けさせますので、しばしお待ちを！」

　いつものように好き勝手にまくし立てると、ナゼールはさっさと出て行った。

　扉が閉じると遠ざかっていく靴くつ音おとさえ聞こえないので、防音になっているのだろう。天てん蓋がいつきのベッドに腰かけ、ふーっと息を吐はき出す。

「……大丈夫。人ひと質じちの息の根を、そう易やす々やすと止めるはずがないわ」

　だからきっと大主神殿のどこかで生きている。自身にそう言い聞かせる。

（時機を待つのよ、イヴリーン。それまで英気を養やしなっておかないと）

　気分を一新して発声練習をはじめたイヴリーンの耳に、控ひかえめな叩音ノツクが届いた。

　いくら待っても開かないので出迎えに行けば、意外な人物が立っている。

「…………おまえが、わたくしの世話係なの？」

「……食事を、届けるだけです。食べ終わりましたら、外にお皿を出してください」

　恥はじらうように答えたのは幸さち薄うすそうな雰囲気をまとう偽にせエルネスティーヌその人だった。

　料理を盛りつけた皿が載った銀盆を手にしていて、イヴリーンと目が合うとそれを押しつける。足早に去っていく彼女は赤みがかったブロンドである。

（あの変態が言っていた赤毛のお方って、彼女のことよね？）

　部屋に戻り、食事を摂とる。今日の主食は野菜と茸きのこのかけ汁を絡からめた麵めん類るいだ。

「わたくしを知っているなら、どうして大浴場で遭そう遇ぐうした時に怯おびえていたのかしら」

　咀そ嚼しやくしながら考えてみたがさっぱりわからなかった。







「発想の転換をしてみればいいのよ」

　イヴリーンは準備体操をしてひとりごちる。神官用の部屋では防音の問題で、思い切って訓くん練れんはできなかった。だが、ここではその心配はない。

「あいつらは防音設備も完かん璧ぺきな練習室を、わたくしに提供した……そう、それは自分の首を絞しめているということ。ふふ……今に見てなさい、足元を掬すくってや、るぅうううう！」

　腹部に力をこめて声を張り上げながら仰のけ反ぞる。そのまま両手を床につけると、凍こおりつく偽エルネスティーヌを発見した。

「ご、き、げ、ん、よ、う！」

「……こ、こんにちは」

「ぎ、ん、ぼ、ん、は、そ、の」

「あの、普通に話してくれませんか……」

　発声練習も同時に行なえば、遠えん慮りよがちに注意される。

　偽エルネスティーヌ曰いわく隔かく離りされてから三日が経ったという。

　無理な体勢を解除し、イヴリーンは話しかけた。

「ねえ、馬の世話はしてくれてまして？」

「……はい。一昨日おとといは唾つばを吐かれ、昨日きのうは『オレの後うしろに立つんじゃねぇ』とばかりに蹴けられそうになり、今日は砂をかけられました」

「そう、それは重ちよう畳じようね」

　生意気な馬でも、稼かせいだ路ろ銀ぎんで購こう入にゆうした馬だ。病気で倒れられるよりマシである。

　鷹おう揚ように頷けば「正気か？」という目で見られたが、これでも偽者相手に破格の対応をしているつもりだ。昼食が乗った銀盆がテーブルに置かれる。

　持ってこられた食事は後回しにして、イヴリーンは鈴すずを使って拍ひよう子しを取った。これが一拍子、これが二拍子と確かめていたら、「あの」とか細い声がかかる。

「なんであなたは、逃にげないんですか」

「逃げるって、なぜ？」

「枷かせもなにもないのに、あなたが留とどまる理由が、あたくしにはわかりません」

　イヴリーンは鈴を振る手を止めて、偽エルネスティーヌを見つめた。その瑠る璃り色いろの瞳は複雑に絡み合った、理解しがたい色を湛たたえている。

（……わたくしを通して、自分自身に言っているみたいだわ）

　どんな事情で偽者を引き受けたかなんて興味ないが、イヴリーンに言えることは一つだ。

「わたくしは、何者にも屈くつしたりはしない」

　偽エルネスティーヌがはじけるように顔を上げる。

「この状況は、わたくしが選んだことだわ。だれのせいでもない。わたくしは未来の自分が恥はじないわたくしで在あるために、今できることをするだけよ」

「──欺ぎ瞞まんだ」

　間かん髪はつを容いれずに発せられた否定は切せつ羽ぱ詰つまっていた。なにかを受け入れるのを拒こばむように。

「人間は、自分が一番かわいいはずだ。約束だって、守られる保証もないのに」

「ええ、そうね」

　その通りだから肯こう定ていする。イヴリーンとて教団を信用しているわけではない。

「だからって自分の目的を果たすことなく、尻尾しつぽを巻いて逃げるのは人生の汚お点てん以外の何物でもなくてよ。ついでにわたくしとイリスに二度と関わりたくないと、泣いて土ど下げ座ざさせなくては。このわたくしにケンカを売ったのだから、落とし前は必要でしょう」

「自分の、目的……そうか……」

　嚙かみしめるような呟きだった。それまでくすんで見えた青眼が、光でも射したかのように色いろ鮮あざややかになっていく。頼りなかった表情からも、並々ならぬ決意を感じ取れる。

　偽エルネスティーヌは少し頭を下げると、ヴェールをなびかせて部屋をあとにした。




　それから偽エルネスティーヌは、夕方になっても訪れなかった。

　毎日三食、特定の時間帯に必ず届けられたのに、外に出した食器も回収されていない。

　一食くらい抜いても差さし障さわりはないので構わないのだが、なにかあったのだろうか。

「共倒れしていたら、手間が省はぶけて助かるのだけれどね」

　ぼやくイヴリーンはベッドの上で胡坐あぐらをかき、精神統一をしていた。

　魂たましいの奥深くにある、〈楽術ネウマ〉の扉。一度閉ざされた扉を開けるには、倍の労力が要る。

　普段から扉を意識し、世界に耳をかたむけ、音を受け入れる心構えを作っていく必要があった。それがいずれ、自然から『水』の要素を引き出す手助けになるに違いない。

　こればかりは根こんを詰めても仕方がないので、ある程度したら就しゆう寝しんの準備に入る。

　歌って照明を消したイヴリーンは掛布にもぐりこみ、うとうとしていた。

　その耳が、不ふ審しんな物音を捉える。反射的に目が覚めた。手て探さぐりで武器を探しているうちに、目ま深ぶかにフードをかぶった不審者が天蓋に忍しのびこんでくる。

　教団の制服は白を基調としているので、暗くら闇やみの中でもぼうっと浮かび上がるようだ。

　枕まくら元もとにあった角灯ランタンで殴なぐりつける寸すん前ぜん、不審者はフードを剝はいだ。

　虎とら目め石いしの左目が一いつ瞬しゆんだけちらつくも、めくれ上がっていた銀ぎん灰かい色しよくの前髪によってすぐ隠れてしまう。それから普段は不ふ機き嫌げんそうに結ばれた唇が薄く開く。

「シラク、僕だ」

　黒瑪瑙オニキスの隻せき眼がんに見入って声を失くしていたイヴリーンも飛び起きる。

　不審者と思っていたのは、行方ゆくえがわからなかったリュクシオル・ド・オリヴィエだった。

　イヴリーンが身を乗り出せば、感かん触しよくを確かめるように、リュクシオルに一度だけぎゅっと抱きしめられたがすぐ離れていく。

「オリヴィエ！　今までどこにいたの!?」

「その話はあとだ。……外で待っているから急いで身み支じ度たくをしてくれ」

　すたすたと出て行くリュクシオルには呆あつ気けに取られたが、さすがに無策ではあるまい。

　イヴリーンは慌あわてて寝しん衣いから旅装に着替え、鞄を肩にかけてあとに続いた。

　リュクシオルは廊ろう下かの暗がりで、背せ筋すじをぴんと伸ばして立っている。育ちのよさを物語る自然体で、そうしていると本当に侯こう爵しやく家けの人間なのだと実感した。

　気配に気づいて振り返った彼は、指でついてこいと目配せをしてくる。

「ねえ、早く説明してちょうだい」

「走りながらするから急せかすな。……まず、僕は営えい倉そうに入れられていた」

「営倉!?」

　思わず大きな声が出てしまい、イヴリーンは口くち許もとを押さえる。

　隣となりを走るリュクシオルの面立ちに目を凝こらすと、少し頰ほおがこけているような気がした。

「……オリヴィエ、ちゃんと食事は摂っていたんでしょうね？」

「それなりに食べていたから心配いらない。その際にコルンブルーメ帝国で主流の……〈楽師カンタンテ〉封ふうじの腕輪とやらをつけられてな。〈楽術〉が使えないから仕方なく大人しくしていたが、もちろんと言うべきか、営倉には見張りがいた。そいつとの会話である程度の状況が把は握あくできたんで、ケンカを売った」

「どうしたらケンカに繫がるのか気になるけれど、まぁいいわ。続けてちょうだい」

「神官でも見張りを務めるということはある程度腕が立つ証しよう拠こだろう？　会話の感触からしても、血の気が多そうなヤツだったしな。ちょっと挑ちよう発はつしたら、鞭むちでも打とうとしたのか鍵かぎを開けてくれたんだ。で、そいつを叩きのめして剣を奪うばった」

　完全に追いはぎである。心配しなくて正解だった。

　でも、とイヴリーンは眉まゆ根ねを寄せる。今、佩はいている長剣はどう見ても〈詩人バルド〉用だ。

「その見張りは〈詩人〉だったの？」

「違う、普通の神官だ。……この剣は、その、偽エルネスティーヌが渡してきたんだ」

　リュクシオルはどこか言いづらそうに、昼から会わなかった人物の呼称を口にした。

「見張りとの世せ間けん話ばなしで、お前の居場所はだいたい読めたし、あとはしらみつぶしに捜さがすつもりでいたんだが……偽エルネスティーヌが僕の長剣を持って現れて、お前は南翼の銀盆が置かれた部屋にいると。それから──ひばりの居場所も、教えられた」

「……なぁに、その至いたれり尽つくせり。まさかおまえ、彼女をたらしこんだんじゃ……」

　イヴリーンの額ひたいに青筋が走る。もしそうなら容よう赦しやするつもりはない。

　その殺気に気づいたのか、リュクシオルは大慌てでかぶりを振る。

「違うっ、違うからな！　そんな暇、僕にあるわけがないだろう！」

「暇があったらちょっかいをかける気だったというの？　死に急ぎたいようね」

「生命の危機を覚えるのに、悪くないと思うあたり僕は毒されてきたな……とにかく！　そういうことがあったという話だ。僕としても罠かと疑ったんだが、教えられた場所にお前はいたし、ひばりの件も信じてみないか。……似たような顔だから、じゃないからな」

　最後に釘くぎを刺され、渋しぶ々しぶ納得する。それからは余計な話はせず、走り続けた。

　偽エルネスティーヌの情報では、儀式用の小神殿の隠し部屋にひばりはいるらしい。

　南翼から、儀式用の小神殿までは真まっ直すぐだ。やって来たイヴリーンたちは迷うことなく祭さい壇だん裏うらを探った。神殿などの隠し部屋の入り口は大抵、こういう場所にあるのだ。

　カチッと軽い音がした部分の板を横よこ滑すべりさせると、階段が現れる。迷いなく足を踏み入れるのを、周囲を警戒していたリュクシオルが気づいて制止の声を上げた。

　イヴリーンは聞こえていたが、構わず歌って火の玉を出す。

　足元を照らそうと、何度かつんのめりながら、最下層まで辿たどり着く。物置部屋と化しているが、さらに出した火の玉を飛ばし、気が急くままに首をめぐらせ──見つけた。

「ひばり……！」

　ひばりはもう、人型ではなくなっていた。小さな鳥とり籠かごの中でぐったりしている。

　駆かけつけ、鳥籠を覗のぞきこむ。目を開く気配はなく、苦しそうに息をしていた。

〈楽術ネウマ〉で鳥籠を熔とかそうにも火傷やけどしてしまう。オアシス生まれの砂さ漠ばく育ちのくせに、ひばりは熱が苦手なのだ。遅れてやって来たリュクシオルに鳥籠を突き出す。

「オリヴィエ。その長剣で、この籠を壊せないかしら」

「……試ためすだけやってみよう。〈楽師カンタンテ〉封じの腕輪もこれで壊せたしな」

　しかし、腕輪と違い、何度やっても壊れそうになかった。

　偽エルネスティーヌは『エルネスティーヌ』の名を悪用するわけではないようだし、証言もすんだ。わけのわからない大たい義ぎ名めい分ぶんを打ち出されたのは心配だが、ひばりを連れて行けるのなら、イヴリーンの目的は達成できる。

「……このままイリスに帰るわ。よく考えたら、鳥籠の方が持ち運びも便利よね」

「いろいろ言いたいことはあるが……連れ帰るにしても、正攻法は難しいぞ」

「この規き模ぼの大主神殿は、言わば王宮と同じよ。王宮に王族専用の隠し通路があるように、ここにも枢機卿専用の通路があるに違いないわ。となると、答えは一つね」

「隠し、ああ──そうか、神像の間まか！　塔とう門もんからも一番遠いし、逃走経路を作るには打ってつけの場所だ」

　同じ結論を導いたリュクシオルに頷いてみせる。




　再び地上に戻った二人と一羽は、急いで神像の間まで移動した。

　イヴリーンは神像の間で、気になる突とつ起きを見つけたのを覚えていた。

　二体の立像が据すえられた祭壇には、相変わらず不自然な出っ張りがあった。リュクシオルが押しこめると、地じ響ひびきのような音を立てて壁かべの扉が開かれていく。

　地下へと続く階段に、イヴリーンとリュクシオルは顔を見合わせ、一歩を踏み出した。

　どちらからともなく話すことはなくなり、黙もく々もくと階段を下りれば、先ほどとは違って通路が現れる。火の玉をまとわりつかせて、直進するも突き当たりしかない。

「でも、ここ以外にはそれらしき通路はなかったわよね」

　イヴリーンが壁を触さわりながら漏らせば、リュクシオルも気難しそうに唸うなる。

「扉はいくつかあったようだが……まさか、そのいずれかが地上と繫がっているのか？」

「……仕方ないわ。長居を避さけるためにも、早く確認しに行きましょう」

　一つずつ手分けして開けていくと、ある扉を覗いた時、火の玉が揺ゆらいだ。風が吹いているということは──リュクシオルを呼びつけ、その中へと入ってみる。

　また無機質な石造りの壁が続いていく。やがて開けた空間に出る。中央に据えられた室内噴ふん水すい以外にはなにもない。通路は、と視線をさまよわせて、イヴリーンは目を瞠みはった。

　壁にかけられた、一いつ幅ぷくの肖しよう像ぞう画が。少女が一人、白い猫ねこ脚あしの椅い子すに腰かけている。

　少し気取った笑えみを薔ば薇ら色いろの唇に薄く刷き、気の強そうな瞳ひとみは緑がかったヘーゼル色だ。

「わたくし……？」

　ズレ落ちてきた眼鏡を押さえて近づく。

　胸元に青薔薇を構えた娘は、間違いなくイヴリーン──いや『エルネスティーヌ』である。リュクシオルも隣に並び、感じ入ったように呟いた。

「これほど似ているプティ・エトワール様の肖像は初めて見た」

「わたくしもよ。でも、どうしてこれが神像の地下に……？」

　肖像画の所有者は気にかかるが、ここには外に繫がる通路は見当たらない。

　さっさと引き返そうとしたところ、ドスの利きいた罵ば声せいが聞こえてきた。

「ちくしょう！　クソ野郎、放せっつってんだ！」

「衛兵に突き出さないだけ優しい処置ですよぅ。まったく、手て癖くせの悪いお子様でございますねぇ！　……そして、そちらの方々も」

　現れたのは、後ろ手に拘束された偽エルネスティーヌを連れたナゼールだ。

　二人に緊張が走る。リュクシオルがイヴリーンの前に立ち、長剣を構えた。

「お二方、おいたはいけませんよぉ。しかもよりにもよって、この部屋を見つけてしまうとは！　甘かん美びすぎる雷かみなりが落ちる前に、あなた様がたもお部屋に戻りま……おおっと」

　ナゼールが言いかけてやめた。偽エルネスティーヌが手を嚙んだのだ。表情をなくしたナゼールは彼女の頰を打ち、床に転がす。ほっそりとした肢し体たいを、ブーツで踏みつける。

「ちょっと！」

「いやぁお二人のかわりに罰ばつを与えただけですよぉ？　甘っちょろいものですってぇ！　だって、このお子様はお二人を囮に使ったのですからぁ」

　無体な行こう為いを咎とがめようとすれば、ナゼールが意味深に笑う。

「このお子様はですねぇ、お二人が脱走する騒さわぎに乗じて、宝ほう物もつ庫このお宝をネコババして逃げようとしていたんですよぉ。だからそちらの精霊や、シラク様の居場所をご親切にも教えてあげたわけですねぇ！　いやはや、強ごう欲よくとは魔物ですねぇ！」

「知ってて、ボクを泳がせてたのか……!?」

「猊下の命に従ったまでですよぅ。その方がより劇的な舞台になるとかなんとかと！　いやぁよく踊おどってくださって嬉しいですよ？　でなければ、教えた意味がないですしぃ」

　口の端はしに血を滲にじませた彼女は悲痛な顔つきになる。ナゼールにしてやられたらしい。

（まぁオリヴィエがたらしこんでいないなら、完全な善意はありえないわよね）

　逆に罠ならばすっきりする。恨うらみがましい視線は無視して、イヴリーンは肩を落とす。

「なんてこと……もったいないわ。これほど女性らしいのに、そんな汚い言葉を使うだなんて」

「シラク、頼む。頼むから、自分の顔を見てから言ってくれ」

「本物が来たら、ボクはお役ごめんだと言っていたじゃないか！　一つくらい宝がなくなったところでなんだ。正当な報ほう酬しゆうを得て、出て行くことのどこが悪い！」

　体を押さえつけられても、偽エルネスティーヌはじたばたと暴れていた。

　ナゼールは耳をほじりながらあくびをする。

「えー、そんなこと言いましたっけぇ？」

「ふ、ざけるな！　この詐欺師！」

「あっははは！　それ、あなたが言っちゃいますぅ？　詐欺はあなたの得意分野じゃないですかぁ。これだから〈楽師カンタンテ〉になりたてのお子様はイヤですねぇ。まぁ？　その顔で、歌が上手という時点で期待はしていましたし、あなたに〈楽師〉の才が眠っていたのは喜ばしい限りでしたよ。それに、こういう言葉は知りませんかねぇ？　魔物との契約には、大いなる対価が必要だと！　……ですよねぇ、猊下？」

「────そう。この世に、代だい償しようのない愛などありえぬ」

　かつん、と硬こう質しつな音と澄みきった声が、石造りの空間に響き渡る。

　瑕きず一つない笑みを携たずさえた存在は、ゆっくりとした足取りでナゼールの傍かたわらに立つ。

　その存在──〈神の子フイーリウス〉は白はく皙せきの美び貌ぼうに愁うれいの色を浮かべ、眉まゆ尻じりを下げた。

「イヴリーン・シラク。そなたは賢かしこいと思うていたのに残念だ」

「わざとらしく呼ばないで結構よ。……わたくしには、おまえたちの目的がわからない」

　そう。こんな回りくどく、誘さそいこむような罠を仕掛ける、その理由が。

「楽院に間かん諜ちようがいたと考えれば、わたくしが生きていると知っていても不思議じゃない。……わたくしは、イリス王国の評判が落ちない限り、『エルネスティーヌ』の名を利用されたって構わないわ。実質、そちらの彼女がしていたのも、教団の人気取り程度だったでしょう。もっとも理解できないのは、ひばりがここにいる理由よ。目的はなに？」

「間諜？　虫けらが信用できるものか。僕が直じき々じきに、千せん里り眼がんで監かん視ししていただけのこと。貴様のような異分子は野放しにできぬ。大競演会グラン・コンクールの真相なぞ疾とうに承知済みだ」

　問いかけると、これまでの諭さとすような声色から、底冷えするものへと変わった。

　当代〈神の子〉は千里を見通す『水』の〈楽術ネウマ〉を得意とするとは聞き及およんでいたが、まさか自分に使われているだなんて誰が想像できるだろう。

　しかし、なぜ楽院では話題にのぼることもなく、イヴリーンも忘ぼう却きやくしていた〈神王〉の降こう臨りんが知られていたのか──ようやく納得がいく。直じかに視ていたのだから当たり前だ。

「その鳥がイリスに向かうと、水の精が教えてきたのだ。ゆえに功労者の一匹として招まねいたというのに、転移中に召喚した衝しよう撃げきで記憶の一部が損そこなわれたのは嬉しい誤算か。そこな男も、貴様を裏切らせてから排はい除じよする手て筈はずだったが、やはり虫けらは役に立たぬ。与えた役目すら全うできぬ分際でたかるのだから。……ふふ、そうだ。ヒトの繁はん栄えいも、偽者を贄にえに教団の求心力を高めるクズ共の思おも惑わくも、僕には与あずかり知らぬこと。僕の望みは一つ」

　カッと開かれた菫すみれ色いろの瞳の奥で、瞋しん恚いが火を噴ふいていた。

　これは殺意だ。〈神の子〉はイヴリーンを──エルネスティーヌを憎んでいる。

「貴様の絶望だ。〈魔王〉に見せた、あの滴したたるような絶望を！　僕の手元で、僕が飽あきるまで見せ続けろ。それがエルネスティーヌ……僕への贖しよく罪ざいとなる！」

「こいつ……なにを言っているんだ……？」

　すさまじい執しゆう念ねんを前に、二人はただ圧倒されてしまう。

　一介の〈楽師カンタンテ〉相手なら妬ねたまれるのもわかるが、〈神の子フイーリウス〉に憎まれるなど思い当たる節ふしがない。

　理解不能だと困惑するリュクシオルの服の裾すそを、イヴリーンがそっと摑つかむと、大丈夫だというように目配せされる。かすかに笑い返すと、なぜか〈神の子〉が顔をしかめた。

　そうして一音だけ、〈神の子〉が歌う。光る笏杖と連動するように明めい滅めつする鳥籠の中で、ひばりが小さな体を悶もだえさせていた。うめき声に、イヴリーンは悲鳴を上げる。

「ひばり！　……おまえ、なにをしているの!?　やめなさい！」

「無論、貴様の双神とのよすがも利用価値がある。……面倒の多い表舞台に立たせるための偽者だとて用意した。それも金で動く、薄うす汚ぎたないこそ泥どろの出で来き損そこないだがな」

〈神の子〉の当てつけに、偽エルネスティーヌは口くち惜おしそうに唇を嚙む。

「ここに残れば、命までは取らない。……みたびは言わぬ、赦した選択は一つだと」

「おまえこそ、二度も言わせないで──やめろと、言っているのよ！」

　イヴリーンの足元から焰が噴き上がる。魂に共鳴し、バングルの小鈴が哭ないていた。

　──ほしかったものがある。すべてを擲なげうっても構わないほど、ほしかったものが。

　イヴリーンの世界は静かだった。雑音が消え失せ、脈動する〈楽術ネウマ〉だけを感じ──扉が、はじけ飛ぶ。無意識下にかけていた制御が振り切れ、魂から力が湧わき上がった。

　体は指先から冷えていくのに、魂だけが轟ごう々ごうと燃えている。

「──わたくしから奪うことは赦さない。愚ぐ行こうの対価を、おまえがその身でもって贖あがなうがいい！」

　とぐろを巻く火竜が咆ほう哮こうを上げ、〈神の子〉に襲おそいかかろうとする。それに相手も水すい龍りゆうを生み出す。虚こ空くうでぶつかる力と力の応おう酬しゆうに、赤と紫むらさきの光がまじわり、火花を散らす。

　燃やさなければ。もっと、もっと！　強く念じれば念じるほど、イヴリーンの体は滾たぎる業ごう火かにつつまれていく。この身がどうなろうと構わなかった。

　手を伸ばしても届かず、光となって消えた姿が、今も瞼まぶたの裏に焼きついて離れない。

　──もう、二度と見たくない！

　心がすり切れるように願った、その時だ。いつかのように、イヴリーンは聴いた。

　吹き鳴らされるラッパと、脳のう髄ずいに直接囁きかける、その妙たえなる声を。




『ぬしは永とこしえの眠りを望むや？』




　──〈神王〉？　そう認にん識しきした途と端たん、視界は急激に色いろ褪あせ、静止したように体感する。

　しかし、後光が射す存在だけは鮮やかだ。六枚の翼つばさを羽ばたかせ、輝かがやく白銀の髪をなびかせている。垂れ目がちの黄玉トパーズは慈じ悲ひを帯おび、〈神王〉は無邪気に首をかしげた。

『我わが愛かなしき嬰えい児じよ──そこなる者の眠りを望むや？　力を求むれば、真ま名なを用いて誓せい言げんするがよし。さすれば──』

〈神王〉と会う機会があれば、ひばりの件で苦言を呈ていするつもりだった。どうせ浄化するならば後始末もきっちりつけろ、と……その一言さえ、ぶつけることが叶かなわない。

〈魔王〉の二の舞は避けるべきなのに、ぐらりと心の天てん秤びんが傾かしぐ。

　相手は〈神の子フイーリウス〉だ。ここで仕留めるなら、力はいくらあっても──〈神王〉とは思えない魔物のような誘ゆう惑わくに頷きかけた刹せつ那な。炎ではない、優しいぬくもりに抱いだかれた。

「シ、ラク……！」
















　ぱちん、と泡あわがはじけるように目が覚める。気づくと世界は動き出していた。

　リュクシオルは逬ほとばしる火か焰えんに怯ひるむことなく、イヴリーンを抱きしめている。

　業ごう風ふうに前髪が巻き上げられ、あらわとなった左右虹こう彩さいの違う双そう眸ぼう。

　その左目が黄金に燃えている。比ひ喩ゆではなく、本当に金こん色じきの焰を宿しているのだ。

　イヴリーンは息を吞のみ、呆ぼう然ぜんと魅み入いられてしまう。これほど美しい火焰は見たことがない。

「しっかりしろ！　お前の力は、人を傷つけるためにあるわけではないだろう!?」

「オ、リヴィエ」

　力強い叱しつ咤たに、ほろりと目尻からしずくがこぼれる。顔がくしゃくしゃになった。

「あ、んな想いはもう、イヤ……消えるところなんて、もう見たくない……！」

　自分が痛めつけられるだけなら屁へでもない。高笑い一つして、見下げてやろう。

　けれど、また誰かに庇かばわれたら？　それが原因で命を落とされたら？

　一年が経つより早く、イヴリーンには失いたくないものが増えてしまった。

　この衝しよう動どうの本質は憤ふん怒ぬではなく、恐怖だ。恐ろしかった。また自分のせいで奪われるのかという怯きよう懦だの前では、理性など感情の奔ほん流りゆうに押し流されてしまう。

　乱れた髪が風にもてあそばれ、ちりちりと肌はだが焼かれる。胸が潰つぶされるように痛い。

「僕は死なない」

　ハッとして、リュクシオルの両目を正視する。

　屹きつ然ぜんと、心を射抜くように、はっきりとそう告げられた。少し腫はれた手がイヴリーンの両頰をつつむ。表情は痛みでかすかに引きつっていたが、形のいい唇は弧こを描えがく。

「シラクより先には絶対に死なない。この精霊だって、簡単に死ぬ玉だと思うか？」

「で、も」

「いくら恨みを歌おうと、お前の音はいつだって人を励ます」

　人を励ます──瞠どう目もくし、そして思い出す。イリス王国で知り合った宿屋の主人のことを。

　とんでもない音痴だったイヴリーンを音痴の希望の光だと、応おう援えんすると言ってくれた。

（〈神の子フイーリウス〉に手を出したら、あの白い菖蒲イリスを裏切ることになってしまうわ……）

　殺してしまえとさんざめく弱さを、矜持でねじ伏せた。

〈楽師カンタンテ〉の在り方は千差万別だ。イヴリーンにとっての〈楽師〉の本分とは、人々に希望を与えること──ああ、そうだ。その瞬間、啓けい示じを受けたかのような充足感を覚える。

　たった今、イヴリーンだからこそできる、目指すべき〈楽師〉の姿が見つかった。

　明確な目的が生まれてしまえば、荒ぶっていた胸中は凪ないでいく。

「いつものように歌え、シラク。こいつにも聴かせてやれ」

　抱きしめたままだった鳥籠は半分熔けていて、そこからひばりをすくい上げた。弱々しいが、生命の息吹いぶきを感じられる。イヴリーンは瞼を下ろし、魂に意識を集中させた。

　蝶ちよう番つがいが壊れた扉は、力を入れなくても開けられる。そう、ただ乞こえばいい。





「──天あまつ空に橋かけて　湖に降る水鳥の




映うつす面おも影かげは愛かなしく　水みな底そこに忘れても

高き囀さえずりも麗うつくしく　恋こうては求める」






　世界に響き渡れと願い、鼻から抜けるように甘く、伸びやかに愛の詩を紡つむぐ。

　抱いた情景は現実となり、石いし畳だたみから水が湧き出し、隅すみ々ずみまで癒いやしの音色が染しみ渡る。

　あれほど激しかった火柱は鎮ちん火かし、なにもしていないのにひばりが浮かび上がった。

　いつかの再現かと怯えながら手を伸ばせば、以前と違い、今度は感触がある。




『それがぬしの選択。あがく乙女おとめはさやけきかな──その選択に、我が〈贈り物レガーロ〉を』




　嬉しそうに笑声がさざめいて、視界の端にちらついた耳飾りと、胸元にはめこんだムジカ石が虹にじ色いろに輝いていた。その光の熱は確かに、イヴリーンの中に吸いこまれていく。

　神々しい気配が失せるのと、ひばりが光を放ち、人の姿に変わっていくのはほぼ同時。

　伸ばした手が摑んでいたのは、褐かつ色しよくの手だ。

　リュクシオルに支えられて振り仰あおげば、華はなやかな風ふう貌ぼうの精霊がふわぁとあくびをする。

「あー、よく寝たぁ。お腹なかが空すいたかもー。……ん？」

　見下ろされ、思わず手を離す。嫌けん悪おに満ちた眼差しを思い出したからだ。

　内心びくびくしていると、ひばりは泣きそうに水色の目を眇すがめ、軽く笑った。

「……きみ、顔しか取とり柄えがないのにぶっさいくだねぇ。なぁに、寂さびしかったー？」

「ひばり！」

　鞄を叩きつけながら抱きついたイヴリーンを、ひばりはよろめくことなく受け止める。

「〈神王〉がさー、きみを助けた褒ほう美びとかなんとかでー？　いろいろと便べん宜ぎをはかってくれたんだけどぉ、最近のヒトってホントこわいよねー、マジこわいよねー。なりふり構わないっていうのー？　着地点を間違えちゃったよ、めんごめんご！」

「普段は精霊様だのなんだのと大口を叩いているけれど、なによこの体ていたらく！　おまえなんて、一生鳥の姿で、わたくしのそばでさえずっていればいいんだわ！」

「…………うーわー、もうやだこの子。最悪。おれ、しんじゃう」

　わかりづらく小麦色の頰に赤みが差すひばりに、リュクシオルが抗こう議ぎする。

「おい、いつまで精霊に抱きついているつもりだ。僕に抱きつけ！」

「おまえ、目はちゃんとついているの？　抱きついているわけではないわ。これはわたくしの手を煩わずらわせた報ほう復ふくとして腹部に突撃し、致ち命めい傷しようを与えてやろうとしているだけよ」

「なんだその詭き弁べん、聞いたこともない。斬ざん新しんすぎるだろ、う……げほっ」

　突然、喉を押さえて咳せきこむ。イヴリーンはひばりから離れ、リュクシオルに駆け寄った。その煤すすけた頰をぬぐってから、おろおろと顔を覗きこむ。

〈楽師カンタンテ〉にとって命に等しい喉が、先ほどの熱風で火傷していたら大変だ。

「あ、あの火のせいかしら……？　治ち癒ゆする？」

「……お前から口づけしてくれたら喉も治る気がする」

　いけしゃあしゃあとぶち上げられ、イヴリーンは真っ赤になる。口をぱくつかせていると、リュクシオルが顔を近づけてきたところで、小鳥がむぎゅっと割りこんできた。鳥型に擬ぎ態たいしたひばりだ。

「はいはーい、おしまい！　進展できると思ったぁ？　ざんねーん、おれが戻ってきたからには、この目が水色のうちは許さないよー。そもそもこの子相手じゃムリムリ！」

「お前は精霊じゃなくて悪魔か！」

　勝ち誇ほこるひばりが高笑いしていたので、イヴリーンたちはそれに気づくのが遅おくれる。

　ようやく現状を顧かえりみれた頃、〈神の子フイーリウス〉が偽エルネスティーヌに笏杖を突きつけていた。

「ふ、ざけるな……ここまで来て……虫けらの分ぶん際ざいでよくも……下げ賤せんの者のくせに……僕に従わぬのならば、ヒトも精霊も、神でさえ、塵じん芥かいと化せばいい……！」

「いやぁ実によろしい怨えん嗟さですねぇ、うんうん♪」

　ナゼールだけが一人、場違いなほど陽よう気きだ。

　その花のかんばせは美しくゆがみ、目も血走っている。そうして、淡たん紅こう色しよくの唇が開く。





「──ほろびの凱がい歌かに　身を委ゆだねるならば




なんじの罪過が　その身に罰を捧ささげる」






　厳かに、朗ろう々ろうと歌い上げられる詩。

　笏杖のムジカ石は菫すみれ色の閃せん光こうを皮切りにして、六色に光っていた。

　ナゼールは平然とした顔で、偽物の口を塞ふさぎ、もがく体を押さえつけている。

　この詩の効果を、イヴリーンは知っていた。

　これは他人の命を供物に、自身の力を増す〈楽術ネウマ〉だ。もちろん〈楽師カンタンテ〉自身の力量が足らなければ失敗するが、〈神の子〉なら成功させるだろう。





「──やがて無に帰きす　盟約を




贖罪に足りえぬ──……」




「──〈火焰の讃歌インノ・フイアンマ〉！」






　真っ先に行動に移し、嗄かすれた声を振り立てて遮さえぎったのはリュクシオルだ。

　剣身に彫られた文字が、燐りん光こうを帯びて剝がれ落ちていく。詩の視覚化だ。〈詩人バルド〉だけが扱える〈楽術〉の一つで、光りながら浮ふ遊ゆうする〈熱カローレ〉をはじき飛ばす。

　狙い通り、避よけきれずにまともに当たったナゼールはうめき声を漏らした。それに動じた〈神の子〉の詠えい唱しようが途切れかけた隙すきを見み逃のがさず、イヴリーンが応こたえる。




「──百花よ芽吹け、蔽おおいのごとく！」




　薙なぎ払う意思をこめて歌えば、木々の蔓つるが偽エルネスティーヌの足首を摑み、イヴリーンが立っている場所まで引っ張りこむ。これでもう、命の心配はないはずだ。

　ことごとく打ち砕くだかれた〈神の子フイーリウス〉はもはや力なく座りこんでいる。

「ぴぎゃああああ！　猊下の絶望顔、素敵ですぅ！　はぁはぁ人の苦痛も蜜の味！」

　唯ゆい一いつの味方であるはずのナゼールは最初から最後まで、ろくでもない変態だった。

　イヴリーンも疲つかれていた。だからだろうか、どこか覚えのある幻げん聴ちようが聞こえてきたのは。




「で、ここで俺が颯さつ爽そうと登場したら面白いですかね？」




「きゃあああああああああっ出たぁああああああああ！」

　振り向きざまに飛び退のく。幻聴どころか幻覚の症しよう状じようまで出てきた。

　何度目元をこすっても、にこやかに手を振る青年──イリス王国の陽ひだまりの殿下とも名高いソンジャンテ・ル・イリスの優雅な立ち姿が消えない。

　さらに、その後ろから漆しつ黒こくの鎧よろいをまとった青年──第二王子ヴァランタンまで姿を見せた。混乱の坩る堝つぼに叩き落とされたイヴリーンに、ソンジャンテが眉び宇うを曇くもらせる。

「失礼ですよ。人を神しん出しゆつ鬼き没ぼつの魔物かなにかみたいに」

「似たようなものですわ。いいえ、もっと性た質ちが悪くてよ！　だってあなた、浄化したって消えないじゃない！」

「相変わらず俺への風当たりが強いですね。……審議会が予定より早く行なわれていて焦りましたが、オリヴィエがこまめに報告してくださったおかげでどうにか間に合いました」

　え？　喉のど元もとをさすっているリュクシオルを見やれば、彼は肩をすくめるだけだ。

「さて〈神の子〉様、先月ぶりですね？　ご機嫌はいかがでしょう？」

「…………話しかけるな、下げ衆すめ」

「おや、絶好調のようですね。……お話は伺っていますよ。どうやらうちの楽生をたいそうかわいがってくださったそうで、ありがとうございます」

　にこにこと、ソンジャンテは邪じや気きのない笑顔でのたまった。

　それから室内を見回し、今度は憐あわれむように〈神の子〉を見下ろし、呟きを落とす。

「……エスティの肖像画」

　うつむいていた〈神の子〉が勢いよく顔を上げる。匂におい立つような白肌が赤くなっていく。

「そんなまどろっこしい手段では、エスティは気づきませんよ。あの子は鈍にぶいですから」

「ジャン、わたくしは鈍くなどありませんわ。そう、鈍くはないのですが……結局、わたくしはなにが理由で恨まれていたのです？　〈神の子フイーリウス〉なのですから才能では」

「────貴様は〈神の娘フイーリア〉の任命を蹴った」

　疑問を遮るように、その整ととのった唇が地の底を這はう音を吐き出す。

「僕より下か等とうな存在である貴様に、この座を譲ゆずられた屈くつ辱じよく！　その貴様が、表舞台から退しりぞくことなど許容できるはずがない。この僕を、二番手につけておいて！」

「やりたくない人間が、無理を押してやる役職でもないでしょう。……わたくしに敬うやまわれたいのであれば、イリス国王陛下並みの人格者になってから出直していらして」

「……うーわー、こいつもめちゃくちゃ面倒くさい精神構造をしているよー。つまり、この子に高たか嶺ねの花でいてほしかったわけだぁ。愛情表現の発はつ露ろがゆがみすぎて魔物並み！」

　イヴリーンの頭に舞い降りたひばりは毛づくろいしながら呆あきれ返る。

　……愛情表現？　頭をかたむけると、ひばりもぽてんと落ちた。

「…………愛情表現？」

「愛情表現、だと？」

「せ、斉唱するのはやめて差し上げろ」

　ヴァランタンが冷や汗をかいて諫いさめる。

　だが、ひねくれていてもそこまで捻ねじ曲まがっていないイヴリーンも、いつだって真まっ向こう勝負のリュクシオルにも、そんな複雑怪奇な愛情表現は理解できなかった。

（あれやこれやのすべてが、慕ぼ情じようからなされた暴走なら恐ろしすぎてよ……）

　もっと単純に考えるべきだ。宿敵と認識していた相手が勝負の舞台から降りた、それが気に食わなかった。それだけのことだろう、とイヴリーンは納得する。

「さて。こちらとそちらの認識にだいぶ齟そ齬ごがあるようですが────問題、ありませんよね？　いやぁ〈神の子〉様、これからも良好な関係を続けていきたいものです。ということなので、うちの楽生は返してもらいますよ。穏おん便びんに、よろしくお願いしますね」

「くっ……」

〈神の子〉は呪のろい殺さんばかりの形ぎよう相そうで、ソンジャンテを睨ねめつける。かといって、拒みはしない。いったい、この短いやり取りでどんな弱味を摑まれたのか。それより。

「わ、わたくしたちの今までの奮ふん闘とうはいったい……こんな一瞬で解決するようなことでしたの？　いや……まさか、あなた、いいところだけかっさらうつもりで……？」

「俺の得意技は漁ぎよ夫ふの利りですので。ごちそうさまです」

　爽さわやかなのは笑顔だけだった。腹の中は真っ黒すぎる。

　言葉をなくすイヴリーンの眼前に、ヴァランタンがずいっと進み出た。

　うなじで一つにまとめた砂色の髪をなびかせ、氷の美貌が珍めずらしく柔やわらかい。

「エルネスティーヌ……貴女が無事で、本当によかった」

「ヴァラン……あの、今さらですけれど、わたくしはもうエルネスティーヌでは……」

「エルネスティーヌはエルネスティーヌだ」

　答えになっていないが、相手が気の優しい幼おさななじみなので受け流すことにした。

　そこでヴァランタンは思い立ったように、背せ負おっていた鞄を下ろす。

「王おう妃ひ陛下から、貴女あなた宛あての荷物を預かっている」

「まぁ……」

「今宮廷で流は行やっているという薔薇水に、手製の焼き菓が子しに……他は広げればわかる」

　反射的に受け取ってしまってから、手首にずっしりとくる重みによろめきかける。

　あきらかに今挙げた以上のモノが入っている重さだ。イヴリーンはおののく。

「いつか王宮で貴女と逢あえる日を、両陛下は──いや、私は楽しみにしている」

「ええ。……わたくし、立派な〈楽師カンタンテ〉になりますわ」

「ところで、エルネスティーヌ。進路は決められたのか？　貴女さえ嫌でなければ、私のところで就しゆう職しよくしてくださって構わない」

「……ヴァランのところに就職？　わたくし、剣術の心得はありませんけれど」

「強しいて言うなれば、え、え、永久就職」

　ヴァランタンはカァッと頰を赤らめて、もじもじしている。

（本当にこの兄きよう弟だいは、平時だとまったく似ていないのよね……）

　変なところに感心しつつ、イヴリーンは申し訳なさをこめて断りを入れた。

「ヴァラン、ごめんなさい。わたくし、旅芸人になると決めていますのよ」

「くけけ。残念無念まった来週だねぇ、第二王子！　でも一昨日にも来ないでねっ」

「こいつが永久就職の意味も知らないような鈍どん感かんで助かった……」

　ひどく気落ちしているヴァランタンに、ひばりが楽しそうに追おい討うちをかけている。

　遠い目のリュクシオルはさておいて、イヴリーンは沈ちん黙もくを守る偽エルネスティーヌに近づく。腰が抜けているのかと手を差し出せば、乱暴に振り払われた。

「ボクは、謝らないからな。悪いなんて、これっぽっちも思ってない」

　せっかくきれいな顔をしているのに、どこもかしこもボロボロだ。声は震えている。

「薄汚いこそ泥？　上等だ。どんな金でも、金は金だ。金がなけりゃ生きていけない。アンタらみたいなイイトコの嬢じようちゃん坊ちゃんは、明日のメシの心配をしなくてすむんだ。ボクにだって、そのおこぼれにあずかる権利くらいあるはずだろう」

　自分で自分を貶おとしめるような、投げやりな言い分だった。

　露ろ悪あく的てきだが、それはきっと彼女の一面にすぎない。イヴリーンの瞳の色と同じように、人間だって角度を変えれば、そこから見えるものは異なるものだ。

　それにイヴリーンの想像が正しければ、彼女は報酬に目がくらんだわけではない。

　言葉に詰まる王侯貴族である彼らを横目に息をつく。

（彼女は、わたくしだわ）

　彼女は、もしかしたらあったかもしれないイヴリーンのもう一つの未来だ。

　本当に娼しよう館かんに売られていたら、さすがに精霊の力を借りただろうが、偽エルネスティーヌと似たり寄ったりな生活を送っていたに違いない。他人ごとではなかった。

「──────わかるわ」

「気休めは」

「いいえ。どれほど豊かな国で、平等に見えたとしても、闇やみがなければ光は際きわ立だたない。……わたくしも、元々はイリスの貧ひん民みん街がいで生まれ育ったのよ。知らないかしら？」

「………………アンタは、偽ぎ善ぜん者しやだ」

　誰が？　となったが、キッと睨みつけられたのでイヴリーンのことらしい。

「わたくし、まさに悪女！　とは言われるけれど、偽善者は初耳だわ」

「あの詐欺師の言う通りだよ。ボクは、アンタたちを仲なか違たがいさせるために近づいたんだ。利用されたって、騙だまされる方が悪い。それでもボクを責めないって？　ありえない」

　イヴリーンは顎をさすってから、問答無用で立たせる。彼女はうろたえていた。

「おまえの意思なんて聞いていないし、謝あやまれと言った覚えもなくてよ」

「ホントに、少しも恨んでないって言える？　……噓だ！」

「オリヴィエと拗こじれかけた事実は否定しなくてよ。その元凶がおまえだとしても、わたくしさえ揺らがなければすむ問題だった。その責せき任にん転てん嫁かをするつもりはないわ」

　淡たん々たんと返すイヴリーンを、偽者はまじまじと凝ぎよう視ししている。

「まるで悔くいているような口ぶりだけれど、それこそ冗じよう談だんでしょう。選択の余地はなかったとしても、選んだのはおまえ自身。施ほどこしを受け入れたならば、その自分を恥じてはならないわ。恥じた瞬間から、おまえ自身が己おのれを負け犬に貶めているのよ」

　その見開かれた青目の奥で、渦うず巻まく様々な葛かつ藤とうが透すけるようだった。しばしの沈黙ののち、憑き物が落ちたみたいに大人しくなった彼女がぽつりとこぼす。

「……初めてです、キミみたいな人」

　そう言って、ふんわりと花開くように笑う。

　ずきゅーん！　と心臓を撃うち抜かれる感覚に、イヴリーンは胸むな元もとを押さえてよろめく。

「……ふ、不覚だわ……同性にときめくだなんて……！　かわいいは罪、いえ正義……！」

「空くう気き破は壊かい屋やの異い名みようは伊だ達てではないな。空気を読む努力をしてくれ」

「空気は吸うものでしょう。……それと、伝言を預かっていてよ────ロジェ」

　三つ編あみを払って呼びかければ、「どうして」と彼女がたどたどしく呟く。

「完全に完璧に美しいわたくしのそっくりさんが、三人もいるとは思えないもの」

　否定されないということは、イヴリーンの想像は間違っていなかったのだ。

　彼女が屈辱に耐たえ忍んでいたのは、あの小さな家族のことがあったからなのだろう。

「おまえの弟妹……ペーター、カレン、マルクス、だったかしら？　彼らからの伝言を教えて差し上げるわ。ずっと待っていると。早くこちらに帰ってきて一緒に暮らそう──そういう内容ね。世間から見て間違ったことだろうと、おまえにとっての正義ならば恥じることなどなくてよ。ふてぶてしく前を見て、誇るがよろしいわ」

　あの子供たちにとっては、彼女は確かに『世界一カッコイイ姉ちゃん』なのだから。

　ほろり、と偽エルネスティーヌ──ロジェのまろい頰を、真しん珠じゆのようなしずくが滑り落ちていく。まばたきもせず静かに泣く彼女の涙をぬぐおうと、ハンカチを取り出す。

「目は、手でこすらないことね。わたくしに似て美しいのだから赤目は厳禁よ」

「……もう一つ、ボク、噓をついていました」

「噓？」

　イヴリーンがハンカチを目元に押し当てれば、青目がますます潤うるんだ。

「ボク、オトコです」

「そう、男なの…………男？　え、男？　待って、え、男ぉ──────っ!?」
















　その顔で!?　イヴリーンは驚きのあまり絶叫してしまう。

　リュクシオルたちも「はぁ!?」と仰ぎよう天てんし、ロジェを三度見している。

「こ、これこそ噓でしょう？　だって、すごくすごく女らしいし、あの子たちも『姉ちゃん』って！」

「そ、その、オンナのふりをしてた方が、生活するのに便利だったんです。だから、弟たちにも『姉ちゃん』って呼ばせてて……」

　そりゃそうだ。貧民街にこれほど美しい妙みよう齢れいの娘がいたとすれば、腹は膨ふくれないまでも、下心丸出しの輩が手を貸すことはあっただろう。周囲のざわめきも最高潮だ。

　男たちのロジェからイヴリーンへの視点移動に物申したいが、「なによその目！」と憤ふん慨がいする気力もない。でもでも、と受け入れられずに駄だ々だをこねる。

「し、信じられない……確かにつるぺただけど、そこはわたくしと似ても似つかないけれど！　男に女らしさで負けるだなんてありえ……な……え、いや、ちょっと待って」

　今、イヴリーンの脳内を走そう馬ま灯とうのように駆けめぐる光景があった。

「……お、おまえ……わ、わたくしと、大浴場でかち合ったわよ、ね……？」

「う、あの時間帯は深夜で、いつもはだれも来なくて……ご、ごめんなさい」

「わ、わたくし、男に裸はだかを見られたということ……？」

　ロジェが赤面する。イヴリーンは心的痛撃のあまり世を儚はかなみそうだった。

「な、んだと……」

「え、なにそれぇ。おれ聞いてない、ていうかなんで生きているのおまえ？」

「ほう、大浴場で。それは大変興味深いお話ですので、ちょっと出廷しましょうか？」

「き、騎士たる者、一般人を斬きり捨すてては、き、り捨てては……！」

　男性陣じんは皆一様に殺気立つ。〈神の子フイーリウス〉で遊んでいたソンジャンテもいつの間にか参戦している。

　イヴリーンは深呼吸を繰くり返し、心を立て直す。そうだ、あれは悪い夢だったのだ。なかったことにしよう。脳内の小人たちが即決したところで、袖そで口ぐちを引っ張られる。

「怒って、ますよね……ホントは噓をつき通そうかとも思ったんです。でも、キミには噓、もうつきたくなくて……ボクに取れる責任なら、なんでも取ります」

　かなり体が密着した状態で、うるうると上目遣いで見つめられる。先ほどとは打って変わって殊しゆ勝しような彼を殴り飛ばすことは、さすがのイヴリーンにもできなかった。

「ま、まぁ……湯ゆ気げも多かったし……わたくしは寛かん大だいだから、水に流して差し上げるわ」

「寛大ってどこ世界のー？　みたいな。ヒトってこうやって、羞しゆう恥ち心しんをなくして年老いていくんだぁ。現実から逃とう避ひしても過去はなくならないけどねー、うけけ！」

「わたくし、ひばりの串焼きに興味があるわ。食べどころがあると……わっ!?」

　ひばりを握りつぶしたかったが、イヴリーンはたたらを踏む。だいぶ長身のロジェに抱きつかれたからだ。なぜだろう、ふわふわと飛ぶ花の幻覚が見える。

「ありがとう。すごく、嬉しい」

「礼なんていいから、早く忘れなさい。……さて、神王国での用事もすんだし帰りましょう。いい気分転換になってよ」

「さすがエスティ、その一言で強引に事をおさめようとしていますね」

　この王太子は少し黙っていられないのか。イヴリーンは半はん眼がんになる。

　と、先ほどまで不吉に黙りこんでいたリュクシオルがはきはきと動き出す。

「ああっそうだな！　イッ、イヴ、イヴリーン、帰るぞ！」

「………………へ」

　脳の情報処理に支し障しようをきたし、反応が遅れた。そして全身が火ほ照てり、唇がわななく。

　リュクシオルの『イ、イ、イ、イ』の謎が解けたからだ。

（こ、こいつ……ずっと、わたくしの名前を呼ぼうとしていたの……？）

　なぜだろう。真名は元々特別なものだけれど、もっと特別なものに思えてしまうのは。

　ロジェから離れたイヴリーンは熱い頰を押さえ、むにむにと揉もむ。

　心臓がドキドキしている。今なら少しだけ素直になれる気がして、意を決した。

「そ、そうね。リュ────」

「よ、呼べた……！　やっと……長かった……道のりは長かったぞ……！」

「…………………………おまえ、本当にうっかり冥めい府ふに落ちればいいのに」

　ひとり感動に浸ひたる朴ぼく念ねん仁じんをどつきまわしたい。

　二人のやり取りを退屈そうに眺めていたソンジャンテは顎をはずしかけている。

「え、なんですかこの純情劇？　衆人環視の中、堂々と口づけを交わしておいて、どうしてここまで逆行するんですか。順序が逆ですよ、逆！　感覚が狂っていますね」

「……照てれるエルネスティーヌもかわいらしい……」

「ああっどうしよう！　素直でかわいい弟が、報むくわれなさすぎて新たな性せい癖へきを開花させてしまった！　ここは兄として見守るべきでしょうか？　背中を押すべきでしょうか？」

「止めるって選せん択たく肢しがないあたり、愉ゆ快かい犯はんだよねぇ！　狂っているのは王太子の頭だよー」

　少なくとも、この空間に誰一人として常識人がいないのは確実だった。




　ソンジャンテたちはまだ用が残っているとのことで、帰路は別行動になる。

　トゥルペ王国を経由しているため、ここから聖フィデール楽院に直接転移することはできない。なにより、昼夜のある生活に体を慣らす必要もあった。

　厩きゆう舎しやで馬を引き取り、塔門を目指しながら、イヴリーンは今回の一件を思い返す。

　すったもんだした分だけ、実りは大きい。おかげで〈楽師カンタンテ〉の在り方について定まった。

「……わたくし、〈楽師〉としての最終目標を少々変えることにしたの」

「いきなりどうした。進路を変えるという意味か？」

　訝いぶかしげなリュクシオルに、イヴリーンは胸を張って続けた。

「元音おん痴ちでも、黒髪でも、〈楽師〉で在れるという希望の光に、わたくしがなるのよ」

「いや。お前、本当は黒髪じゃないだろう」

「ええ。でもわたくしにしかできない、わたくしだからできることだと思わなくて？　一度ついた噓は貫つらぬかなくては意味がないわ。エトワールなんて肩書きは、その副産物ね」

「だからさー、きみさー、そういうことは外で言わない方がいいよー？　ぜったぁいに刺されるから。いや、マジでマジで。第二の枢機卿が登場しても、おれは驚かないね！」

　ひばりが不ふ穏おんなことを言い出すと、慌あわただしい靴音が聞こえてくる。

　予言が的中したのかと振り向けば、まだ女装したままのロジェが息を切らしていた。

「……どうかして？」

「あ、あの、言い忘れていたことが……助けてもらったお礼が、まだ」

　助けるとは、あの〈神の子フイーリウス〉が力を奪おうとした時のことだろうか？

　ふむ。イヴリーンは一つ頷き、そっぽを向いてあしらう。

「別に、助けたわけではないわ。〈神の子〉が気に食わないから邪魔しただけであって、自意識過剰もはなはだしくてよ。おまえなんて、ついでに決まっているでしょう」

「相変わらずひねくれているな、お前……」

　やれやれと首を振るリュクシオルを置いて、イヴリーンは先に歩き出す。

　ひばりだけが背後を窺い、ぽーっとして見送るロジェに気づいてぼやいた。

「あーあ。まぁたたらしこんだってわけねー、先が思いやられるよー」

「ひばり、なにをぶつくさ言っているの。早く来ないと、焼き鳥よ」

「ヒィン！」

「ねえ、ちょっと。その馬、乗り手に似すぎだよー。丸吞みとか笑えないからねー」

　ひばりは馬を警戒しつつ、イヴリーンの頭に乗り移った。

　ぱさぱさと羽を広げる精霊を、恨めしげに見ていたリュクシオルが左目に触れる。

「目がどうかしたの？」

「いや……なんでもない。変なモノが映った気がしたが、気のせいだったみたいだ」

　口ではそう言っているものの、どうも釈然としない様子である。

　イヴリーンも左目ということに引っかかりを覚えたが、これで、ようやく終わったのだ。
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「まったくもって解げせなくてよ……」

　イヴリーンは陽ひ射ざしに目を細め、かいてもいない汗をぬぐうふりをした。

　怒ど濤とうの熱月テルミドールが過ぎ、季節は秋。

　つい先日は葡萄月ヴアンデミエールの入にゆう楽がく試し験けんも行なわれ、合格者が二名ほど出たという話だ。

　情報源はゼナイドである。本来ならリュクシオルも観に行っているはずなのだが──

「外泊届を出していたのに、どうしてわたくしが罰ばつ則そくを受けなくてはいけないの！」

　左目をこするリュクシオルを横目に、イヴリーンは箒ほうきを片手に地じ団だん駄だを踏ふむ。

　夏か期き休きゆう暇かを若じやつ干かん過ぎて帰き還かんしたので、二人は罰ばつ掃そう除じをするはめになっていた。

〈楽術ネウマ〉は一切使わず、楽がく舎しやの隅すみ々ずみまで掃除しろというお達しは鬼き畜ちくでしかない。

　なので、リュクシオルも公開試験を観に行こうにも行けなかったというわけだ。

「出したのはお前じゃなくて僕だが、同感だ」

「細かい男は嫌きらわれるわよ」

「イヴリーンに好かれているなら問題ない」

　こ、この男！　真顔で応じるリュクシオルに、イヴリーンは二の句が継つげなくなる。

（く、くそ……これだから顔だけの女たらしは性た質ちが悪くてよ……！）

　本来なら否ひ定ていしてやるところなのだが、この男は近ごろ、イヴリーンの発言を真逆に捉とらえて納なつ得とくする節ふしがあるので無む駄だな労力は使いたくない。こういう時は無視に限った。

　イヴリーンは心を無にして中庭の清せい掃そうに励はげんでいたが、少しして右耳を押さえる。

「そろそろ年ねん貢ぐの納め時じゃないか？　医務室で治ち療りようを」

「それより先を言ったら、おまえを馬の肥こえ溜だめに突つき落とすわよ」

　リュクシオルの気き遣づかわしい眼まな差ざしを一刀両断する。

（……ようやくすべてにけりをつけたはずなのに最近、耳みみ鳴なりがひどいのよね）

　日によって操あやつれる元素の数も変わるし、『水』を引き出せようと先はまだ長い。

　ふぅ。気き鬱うつなため息を吐はき出すと、柱ちゆう廊ろうから人影が飛び出してきた。

　人の出入りがあるのは当然なので、特に気にも留とめなかったのだが────

「センパイ！」

　どこかぎこちなさが残る呼びかけに、二人揃そろって首をめぐらしてから、互いに「こいつはだれだ？」と疑ぎ問もん符ふを浮かべるはめになった。

　十八歳くらいだろうか？　制服をかなり着き崩くずしているが、楽がく生せいなのは間違いない。無む造ぞう作さに切られた赤髪が風に遊ばれ、その涼すずしげに切れ上がった蒼あおい目は輝かがやいている。

「……おまえ、だれ？」

「ボクです、ロジェです。神しん王おう国こくじゃ、お世話になりました」

　はずむような声で微笑ほほえむ青年に、困こん惑わくも吹っ飛んだ。

（ロジェ？　……ロジェって、あの『偽にせエルネスティーヌ』だった？）

　あれほど深しん窓そうの姫君に見えたのに、噓うそでしょう！

　何度も目元をこすって確認したが、言われてみればそこかしこに名残なごりはあるような気がする。イヴリーンが男だったら、こんな顔立ちをしていたかもしれない。

（お、おお……り、立派な喉のど仏ぼとけもあるわ……！）

　実のところ半信半疑だったのだ。けれど、喉元の出っ張りを見てしまえば信じざるをえない。巧こう妙みように首筋を隠かくしていたリボンの働きとはかくも偉い大だいであった。

　髪を短くし、服装を改めただけで、これほど印象が異なるものなのか。

「……って、いやいや待てよ。なんで僕たちは納得しているんだ。お前はトゥルペ人だろう、なぜ聖せいフィデールの制服を着てここにいるんだ」

「この間の試験で入にゆう楽がくしたんです。今は高等部一いち楽がく年ねんだから、コウハイですね」

　胸を張るロジェに面めん喰くらってしまう。わざと核心に触れずにいるのかいないのか。

「だから、なぜここに入楽したのかと訊きいているのよ」

「え！　そ、それは……」

　憮ぶ然ぜんとするイヴリーンをちらちら見ては頰ほおを赤らめる姿、まさに花も恥はじらう乙女おとめである。リュクシオルはなにやらぴんときたようで、だんだんと険悪な形ぎよう相そうになっていた。

「……その……元々、勉強には興味があったんです。金がなかったから普通の学校に入れなかっただけで。……あれから、またしばらく神王国に滞たい在ざいしていたんです」

「どうして？」

「〈神の子フイーリウス〉はイライラしているだけで害はなかったし……あ、変へん態たいじゃなくてシュミットは相変わらずだったけど、すごい体の弱い信者がいて。その人たちの片をつけてからと思ったんです。それから家に帰って神王国でのこと、弟たちに洗いざらいぶちまけたら、すごく泣かれたり怒られたりしましたが……叱しかってくれる人がいるって、いいです」

「…………よかったわね」

　トゥルペ王国で知り合った子供たちを思い出し、イヴリーンはかすかに笑う。

　同じ貧民街出身として個人的に気にかかっていたので、幸せそうならなによりだ。

「その弟たちに、迷うくらいなら突き進めって尻しりを叩たたかれたんです」

「迷うってなにを」

「女装はやめました。髪を切ったのは、ボクなりのケジメで、それで」

　はにかんでうつむくロジェは変わらずいじらしい。覚かく悟ごを決めたのか唇くちびるを引き結び、詰つめ寄ってくる。イヴリーンが高い位置にある顔を振り仰あおぐと、両手を握にぎりしめられた。

「ボクの師し匠しようになってください！　キミみたいな〈楽師カンタンテ〉になりたいから……ムリ、ですか……？」

　うるり、と濡ぬれた天藍石ラピス・ラズリの双そう眸ぼうにたじろぐ。これほど真まっ直すぐに慕したってくる人間はミレイユ以来だ。悪い気はしなかったので、「暇ひまな時でいいなら」と請うけ負おう。

　途と端たん、ロジェは相そう好ごうを崩して、イヴリーンを抱だきしめた。

「やった！　イヴリーン、ありがとう！」

「暇だったら、と言ったでしょう。気が向いた時に、都合が合えばね」

「ロ、ロジェ……だったか？　そろそろ、イヴリーンから離はなれたらどうだ？　あと、いきなり名前呼びは感心しないな。寿じゆ命みようを縮ちぢめたいなら、それでも構かまわないが」

　リュクシオルは珍めずらしく笑顔だが、口こう角かくはひくひくと痙けい攣れんしている。

　その指摘に、ロジェはハッとしたように離れていく。悲しげに眉まゆ尻じりを下げる姿は、雨に打たれる仔こ犬いぬを連想させる。ひどくしょげ返っていて、イヴリーンは思わず頭を撫なでた。

「オリヴィエ、後こう輩はい相手に威い嚇かくするのはどうかと思うわ。……名前くらい、好きに呼ぶがよろしくてよ。先せん輩ぱいの務つとめみたいなものよね」

「はいっセンパイ！」

　またぎゅっと抱きつかれる。ここまで素直に感情を出されると毒気が抜かれてしまう。それにずっと女性だと思っていたこともあり、仔犬っぽいので異性という感じがしない。

　好きにさせるイヴリーンの陰で、ロジェは歯は軋ぎしりするリュクシオルを一いち瞥べつした。

「フフッ」

「お、おま、お前まさか……ぜ、全部演技……!?」

　片目をつぶり、舌を出すロジェを、リュクシオルはわなわなと指差す。

「ふざけるな！　お前、とっととトゥルペに帰れ！」

「センパイ、この人、怖こわいです」

　怯おびえる仔犬を庇い、非難の目を向ければ、「卑ひ怯きよう者もの！」とリュクシオルが吼ほえる。

　抱きつかれたままのイヴリーンの頭ず上じように、散歩の途中と思しきひばりが降り立った。

「ころっと絆ほだされちゃってちょろいね！　あー、やだやだ。ヒトって、バカばっかり！」

　けたけたと面おも白しろがるひばりがひと鳴きする。




　少なくとも、イリス王国は今日もきわめて平和である。








〈ＥＮＤ〉
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　こんにちは、朝前あざきみちるです。みなさまのおかげで、ありがたいことに二巻目を出させていただくことができました！　だというのに、受賞作の後書きで神頼みと「ツンデレやっほー！」しか書いていなかったと気づいて頭を抱かかえました。内容に触れてない！

　というわけで、今回はネタバレには気をつけて本編に触れていきます。

　二巻では、楽がく院いんを飛び出したイヴリーンとリュクシオルの珍ちん道どう中ちゆうです。まさかの楽院ファンタジー詐さ欺ぎ。最初と最後は楽院なので、私は楽院ファンタジーと言い張ります。

　リュクシオルは十六歳の男子らしさを追求したら、なんでかこんなことになった安定の手の早さ（色々な意味で）。イヴリーンも若じやつ干かん丸くなったものの、性格と口の悪さは健在で、右斜ななめ上に面倒くささが進化しました。一巻に引き続き全力で全方位ツンデレです。

　ちなみにこの二人、一巻では（まだ）恋仲ではありませんでした。一巻未読の方には「なんのこっちゃ？」でしょうし、既き読どくの方にとっては「一巻のラストはいったい……？」と疑ぎ問もん符ふが無限増殖しているかと思いますが、そこら辺のすったもんだも含めて、二巻の本編でご確認していただければ嬉うれしいです！　その辺と、ひばりのあれそれは書きたかった部分でしたので、後書きを書いている今も幸せを嚙かみしめているところです。

　この二巻も明るくハートフル（？）に！　そして一巻の未読、既読を問わず少しでも楽しんでいただきたい！　がコンセプトですが、一番はきゅんとしていただけたらこれほど嬉しいことはありません。どんなご感想も、とても励はげみになります。

　爽さわやかにまとめたところで、謝しや辞じで締しめさせていただきます。




　今回はスケジュールの面でも大層ご迷めい惑わくをおかけしたであろう、担当Ｉさんと校正者さん。数々の助言に救われました！　目から何枚の鱗うろこが落ちたかしれません。

　新キャラも想像を上回る美しさで描いてくださった、カズアキ先生。お忙いそがしい中、本当にありがとうございます！　ラフやキャラデザを眺ながめては、生きることの素晴らしさを実感しています。ラスボス感が漂ただようカッコイイカバーに見み惚とれながら、最初に浮かんだ言葉が「絶対領域！」だったことは墓場まで持っていきます。

　さらにデザイナーさんや印刷所さんに書店さんをはじめ、刊行にあたってご協力くださったすべての方々に心からの感謝を！　家族や友人たちも支えてくれて助かってます。

　最後に、読者のみなさま。本書を手に取ってくださってありがとうごさいます！

　二巻目はいかがでしたでしょうか？　願わくば、またご縁えんがあることを祈って。





今度こそ発売日に書店巡めぐりしたい、とある初夏の吉日に　朝前みちる










著者

朝前みちる

Michiru Azaki




１月17日生まれの炭酸中毒者。

週一炭酸で元気が出ます。最近のトレンドはリンゴ味。ツンデレだらけのぽろりもあるよ！　with夏でお送りする、合言葉は『ギャップ萌え』。１巻に続いて素敵なカバーには、新キャラ３人が覇者のごとく君臨しております。特に右下、ぜひ帯をめくっていただきたいです！　暑さに頭が沸いたわけではない２巻目もよろしくお願いします。




※電子版には帯がついておりません。










イラスト

カズアキ

Kazuaki




今回のイヴはもだもだそわそわしてて特に可愛いです。

ひばり先輩の気持ちとても良くわかります！
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